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ホ：車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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►アームレスト非装着車 



►アームレスト装着車 
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► マニュアルエアコン装着車 



►オートエアコン装着車 
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ホ：車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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巧つておいていただをたいこと 


本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあります。 
また、車の仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
<ださい。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取り扱い説明書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあります。 


5違法改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品 LU 外のものを装着すると、違法改造 
になることびあります。 

•車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因になったり、事故を起こし、重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでくださし、八ンドルには SRS エアバッグ 
び内蔵されているため、不適切に扱うと、正常に作動しなくなったり、誤っ 
てふ<らみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 


• 次の場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトの交換 

異なった種類や指定 iU 外のものを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、違法改造になることびあります。 

-電装品•無線機などの取り付け、取りはずし 

電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両乂災など事故につなび 
るおそれびあり危険です。 

•フ□ントガラス、および運転席•助手席のドアガラスに着色フィルム（含む 
透明フィルム）などを貼り付けないでください。視界をさまたげるばかりでな 
く、違法改造につなびるおそれびあります。 
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運乾についてのご注意 


他の車や歩行者など、周囲の状況に常に注意を払い、安全運転を必びけてくだ 
さい。 

飲酒運転は絶対しないでください。お酒を飲むと注意力と判断力びにぶり、思い 
びけない事故を引さ起こすおそれびあります。また、眠気をもよおす薬を飲んだ 
とさち運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないで<ださい。周囲の状 
況などへのを意び不十分になり、大変危険です。八ンズフ U —！;(外の自動車電話 
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


[ I お子さまを乗せるときは 


おテさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射病 
や脱水症状になり、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

また、おテさまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター • 
発炎筒などでやけどしたり、運転装置を動かして、思わめ事故につなびるおそれ 
びあり危険です。 

お車におテさまを乗せる場合は、おテさまの安全を確保するためのを意事項や 
チャイルドシートの取り付けちなどをまとめた「チャイルドシートの取り付け」 
(^ P . 9日）をお読みください。 


保証および点検について 


保証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読み< ださい。 

日常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施してください。 
(法律で義務付けられています） 
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本書の中の表示について 


警告•注意-知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命の危険または、重大な 
傷害につながるおそれびあります。お客様自身と周囲の人々への危険を避けたり 
減少させたりするため必ずお読み < ださい。 


A ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれや、正しい性能を確保でさない場合びあります。 


曰知識 


機能の説明や操作方法の説明！; I 外で知っておいていただきたいこと、知っておく 
と便利なことを説明しています。 


■イラスト内の表示について 

Q セーフ テ イーシン ボル 

"してはいけません""このようにしないでください""このようなこと 
を起こさないでください"という意味を表しています。 

操作を示す矢 EP 

!：：>スイッチなどの操作（押す、まわすなど） 
をしています。 

1：^>操作後の作動（フタび開 < など）を示して 
います。 
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1-1 •キーの取り扱い 

キ— 


お客様へ次のキーをお渡しします。 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

キー（ワイヤレス機能装着） 
ワイヤレス機能の作動 (^ P . 32) 
キー（ワイヤレス機能非装着) 
キーナンバープレート 


► スマートエントリ ー&スタートシス了ム装着車 

n 電子キー 

* スマートエント IJ 一&スター 
トシステムの作動 (^ P . 22) 

-ワイヤレス機能の作動 
UP . 32) 

且メカニカルキー 
且キーナンバープレート 




I メカニカルキーを使うには(スマートエントリ ー& スタートシステム装着車) 


メカニカルキーを取り出すには、 
解除ボタンを押してキーを取り出 
す 

使用後はちとにちどし、電子キーと一緒 
に携帯してください。電子キーの電池び 
切れたとさや、スマートエントリー&ス 
タートシステムび正常に作動しないと 
さ、メカニカルキーび必要になります。 
UP . 306) 
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1-1 .キーの取り扱い 


□知識 

■キーナンバープレート 

車の中外の安全な場所（財布の中など）に保管してください。万一、キー（ス 
マートエント U — &スタートシステム非装着車）、またはメカニカルキー（ス 
マートエント U —&スタートシステム装着車）を紛失した場合、トヨタ販売店 
でキーナンパ'-から新しいキーび作製できます。 (^ P . 3日日） 

■航空機に乗るときは 

航空機に電子キー-ワイヤレスキーを持ち込む場合は、航空機内で電子キー•ワ 
イヤレスキーのスイッチを押さないでください。また、かばんなどに保管する 
場合でも、簡単にスイッチび押されないように保管してください。スイッチび 
押されると電波び発信され、航空機の運行に支障をおよぼすおそれびあります。 


A 江'言、 

■キーの 故障を防ぐために 

♦キーに 衝撃を与えたり、直射日光のあたる高温な場所に置いたり、めらしたり 
しないで < ださい。 

♦キーを 磁気のあるちのに近付けたり、電磁波を遮断するちのをキー表面に貼り 
付けたりしないでください。 

参 キーを分解しないでください。 

■電子 キーについて（スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

電子キーは電波法の認証に適合しています。必ず次のことをお守りください。 

•電池 交換時！;(外は、不用意に分解しないでください。分解•改造したちのを使 
用することは法律で禁止されています。 

•必ず 日本国内でご使用ください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ス7— トエントスタートシステム* 


電子キーをポケットなどに携帯ずると、次の操作び行えまず。 
(必ず運輯者び携帯してください） 



D ドアを解錠-施錠する UP . 23) 

且バックドアを解錠-施錠する UP . 24) 
□ エンジンを始動する UP . 11 7) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

























































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


ドアの解錠•施錠（フ□ント席ドア八ンドルのみ) 




八ンドルを握って解錠する 

八ンドル裏面のセンサー部に確実に 
ふれて < ださい。 

施錠操作後3秒間は、解錠でさません。 


□ックスイッチを押して施錠する 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


[バックドアの解錠•施錠 



バックドアオープンスイッチを押 
して解錠する 

施錠操作後3秒間は、解錠でさません。 



□ックスイッチを押して施錠する 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


アンテナの位置と作動節囲 


アンテナの位置 




:ドアの施錠-解錠時 

フ□ント席-バックドア八ンド 
ルから周囲約7日 cm じ(内で電子 
キーを携帯している場合に作動 
します。（電テキーを検知してい 
るドア八ンドルのみ作動しま 
す） 

:エンジン始動時、または 
モード切りかえ時 

車内で電子キーを携帯している 
場合に作動します。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


曰知識 


■作動の合図 

ブヴーと非常点滅好の点滅で知らせます。（施錠は]回、解錠は2回） 

■半ドア警告ブザー 

ドアび完全に閉まっていない状態でドアを施錠しようとすると、ブヴーび鳴り 
ます。ドアを完全に閉めてから、わう一度施錠してください。 

■機能び正常に働かないおそれのある犬況 

スマートエント U — &スタートシステムは微弱な電波を使用しています。次の 
ような場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエント U — &ス 
タートシステムやワイヤレス U モコンび正常に作動しない場合びあります。 

例処方法： ^ P . 306) 

• 電子キーの電池び消耗しているとさ 

•近くにテレビ塔や発電所-ガソ U ンスタンド-放送局-大型ディスプレイ-空港 
びあるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとさ 

♦無線機や携帯電話、コードレス式電話などの無線通信機器を携帯しているとき 
♦電子キーび金属製のものに接したり、覆われたりしているとき 
•複数の電子キーび近<にあるとさ 

•電子キーを、次のような電波を発信する製品と同時に携帯または使用してい 
るとさ 

• 他の車の電テキー 
-電波式ワイヤレス U モコン 
-パソコン 

• U ヤウインドウガラスに金属を含むフイルムなどび貼ってあるとき 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■節電機能 

電子キーの電池と車両のバッテ U —保護のため、次の状況ではスマートエント 
U — &スタートシステムを停止します。 

♦ 2 週間じ I 上スマートエント U — &スタートシステムを使用しなかった 
♦車両の外約] miU 内に電子キーを ] 日分!; I 上放置した 

次のいずれかを行うと、スマートエント U — &スタートシステムび復帰しま 
す。 

•電子キーを携帯し、ドア八ンドル上の□ックスイッチで施錠する 
•ワイヤレス機能で施錠•解錠する (^ P . 32) 

• メカニカルキーで施錠•解錠する (^ P . 306) 

■電池の消耗について 

•電池の標準的な寿命は]〜2年です。（電子キーを使用しな<てち電池は消耗 
します）スマートエント U — &スタートシステムやワイヤレス機能び作動し 
なかったり、作動範囲び狭くなったりする場合は、電池び消耗している可能 
性びあります。新しい電池に交換してください。 （^ P . 269) 

•電池残量び少なくなると、エンジンを停止した際に車内から警告音び鳴りま 
す。 (^ P . 30) 

•電池の著しい消耗を防ぐため、なのような磁気を発生する電化製品の ] mlU 
内に電子キーを置かないで<ださい。 

- TV 
-パソコン 

-携帯電話やコードレス電話機、および充電器 
-電気スタンド 
-電磁調理器 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■システムを正しく作動させるために 


電子キーを必ず携帯した上で作動させて<ださい。また、車外から操作する場 
合は電子キーを車両に近付けすざないようにしてください。 

作動時の電子キーの位置や持ち方によっては、電子キーび正しく検知されず、シ 
ステムび正しく作動しないことびあります。（誤って警報び鳴ったり、キー閉じ 
込み防止機能び働かないこともあります） 

■ご留意いただきたいこと 

♦電子キーび作動範囲内（検知エ U ア内）にあっても、次のような場合は正し 
く作動しないことびあります。 

-ドアの施錠-解錠時に電子キーびドアガラスやドア八ンドルに近付さすぎ 
る、または地面の近くや高い場所にある場合 
-バックドアの施錠-解錠時に電子キーび地面の近くや高い場所にある、 
または U ヤバンノ く一中央に近付さすざた場合 
-エンジン始動時またはモード切りかえ時に電子キーびドア内収納部-ユー 
ティ U ティスペース-インストルメントパネルやフ□ア上-パッケージト 
レイトリム（販売店オプション）などの上、またはグ□ーブボックス内な 
どに置かれていた場合 

•電子キーび作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人！;(外でも施錠- 
解錠でさます。 

•車外でちドアガラスに近い位置に電子キーびあるとさは、エンジン始動び可 
能になる場合びあります。 

♦電子キーび作動範囲内にある場合、洗車や大雨などでドア八ンドルに大量の水 
びかかると、ドアび解錠することびあります。（ドアの開閉操作びなければ約 
30秒後に自動的に施錠されます） 

•手袋を着用していると、ドア八ンドルを握っても解錠されない場合びあります。 

•車両に近い位置に電子キーびあるとさにワイヤレス機能などで施錠を行う 
と、スマートエント U — &スタートシステムによる解錠びできなくなること 
びあります。（ワイヤレス機能を使って解錠すると復帰します） 

♦車外アンテナの作動範囲内への急な接近やドア八ンドル操作では、解錠され 
ない場合びあります。その場合は、ドア八ンドルを一度もとにちどし、解錠 
されたことを確認してからドア八ンドルを引いてください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■長期間運転しないとさは 

盗難防止のため、電子キーを車両から2 m じI上離しておいて<ださい。 

■ 解錠操作のセキユリテイ機能 

解錠操作後、約3日秒内にドアを開けなかったとさは、盗難防止のため自動 
的に施錠されます。 

■警告音と警告な について 

誤操作などによる予期せめ事故や盗難を防ぐため、車内や車外で警告音び鳴っ 
たり、警告好び点打することびあります。警告打び点なした場合は、状況に応 
じて適切に対処してください。 (^P. 291) 

警告音のみび鳴る場合の状況と対処ち法は次のようになります。 


警告音 

状況 

対処ち法 

車外から"ピー"と 

2秒間鳴る 

車内に電子キーを置いたまま、 
スマートエントリー&スター 

トシステムでドアを施錠しよ 
うとした 

車内から電子キーを取 
り出したあと、再度施 
錠してください。 

" エンジンスタートストップ" 
スイッチを日 FF にせずに、電子 
キーを外に持ち出してドアをス 
マートエント U — &スタート 
システムで施錠しようとした 

" エンジンスタートス 
トップ"スイッチを OFF 
にしたあと、再度施錠 
して < ださい。 

車外から"ピー"と 
10秒間鳴る 

いずれかのドアび開いている 
とさにスマートエント U — & 

スタートシステムで施錠しよ 
うとした 

全ドアを閉めたあと、再 
度施錠してください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


警告音 

状況 

対処方法 

車内から"ピー"と 

1回鳴る 

電子キーの電池の残量びかない 

新しい電池と交換して 
ください。 (^ P . 269) 

車内から"ピー"と 
鳴り続ける 

シフトレバーを P じ1外の位置に 
したまま、ドアを開けて外に出 
ようとした 

シフトレバーを P にし 
て < ださい。 

車内から"ピー、 
ピー"と鳴り続ける 

運転席ドアび開いている状態で 
" エンジンスタートストップ" 
スイッチをアクセヴ U —モー 
ドにした（アクセヴ U —モード 
のとさ運転席ドアを開いた） 

" エンジンスタートス 
トップ"スイッチを OFF 
にしたあと、運転席ド 
アを閉めて < ださい。 

運転席ドアび開いている状態 
で"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを日 FF にした 

運転席ドアを閉めてく 
ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■スマートエントリー&スタートシステムび正常に作動しないときは 

♦ ドアの施錠-解錠： ^ P . 306 

♦モードの切りかえ-エンジン始動： ^ P . 306 

■電池び切れたとさは 

-^ P . 269 

■販売店で設定可能な機能 

スマートエント U — &スタートシステムを非作動にするなどの変更びでさます。 
(カスタマイズー覧： ^ P . 325) 


A 警告 

■電波び およぼす影響についての警告 

•植え込み 型必臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
ちは、車内アンテナ-車外アンテナ (^ P . 2己）から約22 cm じ(内に近付か 
ないようにしてください。電波により植え込み型必臓ペースメーカーおよび植 
え込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれびあります。 

•植え込み 型必臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器！; I 外の医療用電気 
機器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業ちな 
どに事前に確認してください。電波により医療用電気機器の動作に影響を与え 
るおそれびあります。 

スマートエント U — &スタートシステムを非作動にすることもでさます。 

詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ワイヤレスリモコン 


ドアを施錠-解錠でさます。 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

n 全ドアを施錠する 
且全ドアを解錠する 



スマートエントリ ー&スタートシス了ム装着車 

n 全ドアを施錠する 
且全ドアを解錠する 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


□知識 

■作動の合図 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

非常点滅打の点滅で知らせます。（施錠は]回、解錠は2回） 

► スマートエント U — &スタートシステム装着車 

ブヴーと非常点滅打の点滅で知らせます。（施錠は]回、解錠は2回） 

■半ドア警告ブザー（スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

^P. 26 

■電池の消耗について 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

ワイヤレス機能び作動しない場合は、電池び消耗している可能性びあります。 
新しい電池に交換してください。 (^P. 268) 

► スマートエント U — &スタートシステム装着車 
^P. 27 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

解錠操作後、約3日秒！;(内にドアを開けなかったときは、盗難防止のため自動 
的に施錠されます。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■機能び正常に働かないおそれのある犬況 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

次のような場合、ワイヤレス機能び正常に働かないおそれびあります。 

•近<にテレビ塔や発電所-放送局-空港など強い電波を発生する設備、電 
波式のオーディオ機器など電波を発生する電子機器 • 大型ディスプレイび 
あるとさ 

♦無線機や携帯電話•コードレス電話などの無線通信機器を携帯しているとさ 
♦複数のワイヤレスキーび近くにあるとさ 
♦ワイヤレスキーび金属製のものに接したり、覆われているとさ 
♦近くで電波式ワイヤレスキーを使用しているとさ 
♦ワイヤレスキーをパソコンなどの電化製品の近くに置いているとさ 
► スマートエント U — &スタートシステム装着車 
^P. 26 

■ワイヤレスリモコンび正常に作動しないときは 
(スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

-^P. 306 

■販売店で設定可能な機能 

ワイヤレス U モコンを非作動にするなどの変更びでさます。 

(カスタマイズー覧： ^P. 32己） 
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ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ア（フ□ントドア • U ヤドア) 


スマー トエントリー&スタートシステム*やワイヤレス 機能. キー • 
ドア□ックスイッチを使って施錠-解錠できまず。 


■ スマートエントリー&スタートシステム* 

^ P . 23 

■ワイヤレス機能 

^ P . 32 


■キー 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

n 全ドアを施錠する 
且全ドアを解錠する 


IT012R008 



► スマートエント U — &スタートシス了ム装着車 

メカニカルキーを使ってドアを施錠•解錠できます。 (^ P . 306) 

■ ドア□ツクスイッチ 



n 全ドアを施錠する 
且全ドアを解錠する 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■□ツクレバー 



□ ドアを施錠する 
且ドアを解錠する 

運転席ドアは、 □ックレバーび 施 
錠側になっていても、車内のドア 
八ンドルを引くと開けられます。 


[キーを使わずに外側か5フ□ント席ドアを施錠ずるときは 


隠 ill 1 1 □ックレノ（一を施錠側にする 

ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 
► スマートエントリー&スタートシステム非装着車 

キーびエンジンスイッチに挿し込まれているとさは施錠されません。 
► スマートエントリー&スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチびアクセサリーモード、ま 
たはイグニッション日 N モードのとをや、車内に電子キーび放置され 
ているとさは施錠されません。 

電テキーの位置によっては、キーび正しく検知されずに施錠される場合びあり 
ます。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


1チャイルドプ□テクター 


施錠側にすると、リヤ席ドアび車 
内から開かな<な0ます 

おテさまび車内から IJ ヤ席ドアを開 
けないよラにでさます。両側の U ヤ席 
ドアを施錠側にしてください。 


□知識 

■チャイルドプ□テクター使用時のドアの開け方 

ドアを解錠して車外のドア八ンドルを引くと開さます。万一、車内から開ける 
場合は、ドアガラスを下げて手を出し、車外のドア八ンドルを引いてください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中は次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、不意にドアび開さ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

♦シー トベルトを必ず使用する 
•すべての ドアを施錠する 
•すべての ドアを確実に閉める 

•走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開さ車外に放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。特に、運転席は□ックレバーび施錠側になつ 
ていてちドアび開くため、を意してください。 

•お テさまを U ヤ席に乗せるとさは、チャイルドプ□テクターを使用して車内 
からドアび開かないよ5にする 

■ ドアを開閉するとさは 

傾斜地-ドアと壁などのあいだび狭い場所•強風など、周囲の状況を確認し、予 
期せめ動さにち対処でさるよう、ドア八ンドルを確実に保持してドアを開閉し 
て < ださい。 
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2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ツクドア 


バックドアは次の方法で施錠-解錠および開けることびできまず。 

■ スマートエントリー&スタートシステム* 

^ P . 24 

■ワイヤレス機能 

斗. 32 

■バックドアオープンスイッチ 

バックドアオープンスイッチを 
押したまま、バックドアを持ち 
上げる 



曰知識 


■バックドアを閉めるときは 



バックドアグ U ップを持ってバックドア 
を引さ下げ、必ず外から押して閉めてくだ 
さい。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





























1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ラ ゲージルーム ランプ* 


スイッチを ON にしておくと、バックドア 
を開けたとさ、ラゲージルームランプび点打 
します。 

□ OFF 
且 ON 


■バックドアび開かないときは 

バックドアを内側から開けることびでさます。 





マイナスドライバーを使い、端からゆつく 
り手前に引しに内張りを取りはずす 

内張りはク U ップ （13 個)で固定されています。 
-内張りの切り欠さ（図でドライバーを挿入 
している位置）に、テープなどを巻いたマ 
イナスドライバーを挿し込み、矢印の方向 
に動かします。 

-ク IJ ップは、ひとつずつゆっくりとはずし 
て < ださい。 

レバーを 押す 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

•走行 中はバックドアを閉じてください 
開けたまま走行すると、バックドアび車外のわのにあたったり荷物び投げ出さ 
れたりして、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあり危険です。走行する前に必ずバックドアび閉まってい 
ることを確認してください。 

•走行 前にバックドアび完全に閉まっていることを確認してください。 

バックドアび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開き、思わ 
め事故につながるおそれびあり危険です。 

•ラ ゲージルームには絶対に人を乗せないでください。 

急ブレーキ、急施回をかけたとさや衝突したとさなどに、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり危険です。 

■お 子さまを乗せているときは 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあり危険です。 

•ラ ゲージルームでおテさまを遊ばせないでください。 

誤って開じ込められた場合、熱射病などを弓 I き起こすおそれびあります。 

♦お テさまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび作動したり、閉めるとさに手•頭-首などを挟んだりする 
おそれびあります。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■パック ドアの操作にあたって 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につながるおそれびあり 
危険です。 

♦バック ドアを開ける前に、バックドアにはり付いた雪や氷などの重量物を取り 
除いてください。開いたあとに重みでバックドアび落下するおそれびあります。 

•バック ドアを開閉するときは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

♦人び いるときは、安全を確認し動かすことを知らせる「声かけ」をしてください。 

♦ 強風時の開閉には十分を意してください。 

バックドアび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびあります。 

•半開 状態で使用すると、バックドアび落 
ちて重大な傷害を受けるおそれびありま 
す。特に傾斜地では、平坦な場所よりち 
バックドアの開閉びしにくく、急にバッ 
クドアび開いたり閉じたりするおそれび 
あります。必ずバックドアび全開で静止 
していることを確認して使用してくださ 
い。 

•バック ドアを閉めるときは、指などを挟 
まないよう十分注意してください。 

•バック ドアは必ず外から軽く押して閉め 
てください。バックドアグ U ップで直接 
バックドアを閉めると、手や腕を挟むお 
それびあります。 

•バック ドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶら下がったりし 
ないで < ださい。 

手を挟んだり、バックドアダンパーステーび破損したりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびあり危険です。 

•バック ドアにトヨタ純正品！; I 外のアクセヴ U —用品を取り付けないでくださ 
し、バックドアの重量び重くなると、開いたあとに落ちるおそれびあります。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 江'言、 

■ダン パース テ ーにつ いて 

バックドアにはバックドアを支えるためのダンパーステーび取り付けられてい 
ます。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐため次のことをお守り<ださい。 

•ビニール 片-ステッカー-粘着材などの 
異物をステーの□ッド部（棒部）に付着 
させない 

•□ッ ド部を軍手などで而れない 

•バック ドアにトヨタ純正品じ I 外のアクセ 
ヴ U —用品を付けない 

•ステ ーに手をかけたり、横ち向に力をか 
けたりしない 
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1-3 .シート•八ンドル-ミラーの調整のしかた 

フ□ントシート 



□ 前後位置調整 
且リクライニング調整 
且シート全体の上下調整 
(運転席のみ） 


I フラットシートにするには 

I な nil I 車を停止させ、しっかりとパーキングブレーキをかける 
固画互フ□ントシートのヘッドレストをはずす （^ P . 49) 

隔画 巧1 運転席の上下位置をいっぱいまで下げる 

Eimn レバーを引さなびら、フ□ントシートをいちばん前まで移動させる 
画画互フ□ントシートの背もたれを倒す 

先端を IJ ヤシートクッシヨンの前端に押し込むよラにして、いっぱいまで背 
をたれを倒します。 

固画互もとにもどすときは、逆の手順で操作する 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■ リクライニング調整について 

•背 もたれは必要！; I 上に倒さないでください。 

必要じ I 上に倒しすざると、事故のとさに体びシートベルトの下にちぐり、腹部 
などに強い圧迫を受けたり肩部ベルトび首にかかるなどして、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•シー ト調整後はシートび確実に固定されていることを確認してください。 

■フ ラットシートについて 

フラットにした状態で人や荷物をのせて走行しないでください。 


A 注后、 

■シートを 操作するとさは 

•可動 部や結合部に手や足などを挟まないように注意してください。 

♦ シートに人び乗っている状態で操作をしないでください。 

■フ ラットシートについて 

♦背 もたれをもどすとさは、背もたれを押さえなびら U クライニング調整を行っ 
て < ださい。 

•フラットに した状態でシートの上を走りまわらないでください。またシートの 
上を移動するとさは、シートの中央を踏んでゆつくり移動してください。 
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1-3. シート•八ンドル-ミラーの調整のしかた 

U ヤシ—卜 


リヤシートは前倒しずることびでさまず。 

■操作ずる前に 

固画[五フ□ントシートを調整する （^ P . 44) 

前倒ししたとさ、あたらない位置までフ□ントシートを前方に動かします。 



左ち席のシートベルトを固定す 
る 

シートを前倒しする側のシートべ 
ルトのプレートを、 ホルダーに 挿 
し込みます。 


リヤセンターアームレストを格納する※ （^ P . 232) 

^装着車のみ(助手席側のシートのみを操作する場合、この手順は不要です) 


■前に倒ずとさは 

固回田へッドレストをいちばん下まで下げる UP . 49) 



前倒しノブを押し下げて□ック 
を解除し、背わたれを倒す 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


■ 背もたれをもとの位置にもどずときは 

□ックされるまで背もたれをも 
との位置にもどす 

背をたれび確実に□ックされたこ 
とを確認してください。 


1" シート下収納 

U ヤシートの下に、ル物を収納で 
さるスペースびあります。 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■背 もたれを前倒しするときは 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

参 走行中に前倒しをしない 

•平坦な 場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーを P にする 
•倒した 背もたれの上やラゲージルームに人を乗せて走行しない 
•お テさまびラゲージルームに入らないようを意する 

■背 もたれをもとの位置にもどしたあとは 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

•シー トを前後に軽くゆさぶり、確実に固定 
する 

シートび確実に固定されていないとさは、 
前倒しノブの後部に赤色び見えます。赤色 
び見えていないことを確認してください。 

•シー トベルトを挟み込まないようにする 

■シー ト下収納について 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

•走行 中にちのの出し入れをしない 
•転びり やすいちのを入れない 
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1-3. シート•八ンドル-ミラーの調整のしかた 

ヘッドレスト 


►フ□ントシート 




□ 上がる 
且下びる 

下げるときは、解除ボタンを巧し 
なびら操作します。 


□ 上びる 
且下がる 

下げるときは、解除ボタンを巧し 
なびら操作します。 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


□知識 


■へッドレストを取りはずすときは 



解除ボタンを押しなびら取りはずします。 


■へッドレストの高さについて 



必ずへッドレストの中必び両耳のいちば 
ん上の辺りになるよう調整してください。 


A 警告 

■へッ ドレストについて 

次のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

•へッ ドレストは、それぞれのシート専用のものを使用する 
•へッ ドレストを正しい位置に調整する 

•へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
•へッ ドレストをはずしたまま走行しない 
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1-3. シート•八ンドル-ミラーの調整のしかた 

シ—トペルト 


走行前にすベての秉員は必ずシートベルトを正しく着用してくださ 
い。 

■正しく着用ずるには 

• 肩部べルトを肩に十分かける 
首にかかったり、肩からはずれな 
いよラにしてください。 

参腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけ低い位置に密着させる 

•背わたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

♦ ねじれび無いようにする 

n ベルトを固定するには、"力 
チッ"と音びするまでプレー 
卜をバックルに挿し込む 
且ベルトを解除するには、解除 
ボタンを押す 


■シートベルトの高さ調節（フ□ント席） 

n 解除ボタンを引さなびら、ア 
ジャスターを下げる 
且アジャスターを上げる 

"カチッ"と音びして固定されると 
ころまで動かしてください。 




■着け方•はずし方 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


I シートベルトプリテンシ ヨナー （フ□ント席) 



前方から強い衝突を受けたとさ、 
シートベルトを引さ込むことで適 
切な乗員拘束効果の確保に貢献し 
ます。 

前ちからの衝撃び弱いとさや、横やラ 
しろからの衝撃のときは作動しない 
場合びあります。 


□知識 


■緊急時シートベルト固定機構 

急停止や衝撃びあったときベルトび□ックされます。急に体を前に倒したり、 
シートベルトをすばやく引き出しても□ックする場合びあります。一度ベルト 
を卷きわどし、ゆっくり動かせば、ベルトを引き出すことびできます。 

■ シート ベル ト プリテン シヨ ナ ーにつ いて 

シートベルトプ U テンシヨナーは一度しか作動しません。玉突さ衝突などで連 
続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動し 
ません。 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


■妊娠中の女性の場合 

医師にを意事項を確認の上、必ず正し<着用 
してください。 （^ P . 己 1) 

妊娠中のちち、通常の着用のしかたと同じ 
ように、腰部ベルトび腰骨のできるだけ低 
い位置にかかるようにお腹のふくらみの下 
に着用してください。また、肩部ベルトは 
確実に肩を通し、お腹のふ<らみを避けて 
胸部にかかるように着用してください。 

ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たときなどに、母体だけでなく胎児までび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあります。 


■疾患のある方の場合 

医師にを意事項を確認の上、必ず正し<着用してください。 

■お子さまのシートベルトの使い方 

この車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を 
持った人用に設計されています。 

•シートベルトび正しい位置で着用できないルさなおテさまの場合は、おテさま 
の体に合ったチャイルドシートを使用してくださし、 （^ P . 8己） 

•シートベルトび正しい位置で着用できるおテさまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたに従ってください。 （^ P . 己 1) 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■ シートベルトの着用について 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、次のことを必ずお守りください。 
お守りいただかないと、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

•全員び シートベルトを着用する 
•シー トベルトを正しく着用する 

♦シー トベルトは一組につき一人で使用する 
おテさまでち一組のベルトを複数の人で使用しない 

•お テさまは U ヤシートに座らせてシートベルトを着用させる 

•背 もたれは必要!; I 上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部べ ルトを腕の下に通して着用しない 

•腰部 ベルトはでさるだけ低い位置に密着させ着用する 

■お 子さまを乗せるときは 

おテさまをシートベルトであそばせないでください。万一べルトび首に巻き付 
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びあります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八ヴ S 
などでシートベルトを切断してください。 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■シー トベルトの損傷-故障について 

•ベルト やプレート•バックルなどは、シートやドアに挟むなどして損傷しな 
いようにしてください。 

•シー トベルトび損傷したときは、シートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないで < ださい。 

•プレートび バックルに確実に挿し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認してください。うまく挿し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

•わし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でも、シー 
卜-シートベルトを交換してください。 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトの取り付けや取りはずし-分解-廃棄など 
は、トヨタ販売店！;1外でしないでください。 

不適切に扱うと、正常に作動しなくなり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

■プリ テンシヨナー付シートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると、 SRS エアバッグ/プ U テン 
シヨナー警告打び点打します。その場合はシートベルトを再使用することびで 
さないため、必ずトヨタ販売店で交換してください。 
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1-3. シート•八ンドル-ミラーの調整のしかた 

八ンドル 


ノ、ンドル位置を運転しやずいように調整できます。 



手順 



ITI13R044a 


八ンドルを持ち、レバーを下げ 
る 


八ンドルを上下•前後に動かし、 
適切な位置にする 

位置び決定したら、レバーを上げ 
て八ンドルを固定してください。 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないでください。 

運転を誤り、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

■八ン ドル位置を調整したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわり、思わめ事故につなびり、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


56 




















1-3. シート•八ンドル-ミラーの調整のしかた 

インナーミラー 


レバーを操作して反射光を減少 

n 通常使用時 
且防眩時 


A 警告 
■運転 中の警告 

運転中はミラーの調整をしないでください。 

運転を誤って、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 


後続車のライトびまぶしいときは、 
(防腔）でさまず。 
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1-3. シート•八ンドル-ミラーの調整のしかた 

ドア巧一 


スイッチで鏡面の角度調整をしまず。 



ミラーを選ぶ 

n 左 

且ち 

スイツチを操作してミラーの鏡 
面を調整する 

且上 
Q ち 
旦下 
0左 


I ドアミラーを格納ずるときは 



ボタンを押してドアミラーを格納 
する 

をラー度押すと、ちとの位置にもどり 
ます。 

D 格納状態 
且復帰状態 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


白知識 

■作動条件 

►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ACC " または"日 N " のとさ 
►スマートエント U — &スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ U —モード、またはイ 
グニッシヨン ON モードのとさ 

■ミラーび量ったときは（ミラーヒーター装着車） 

ミラーヒーターを作動させて、曇りを取ることびできます。 (^ P . 192) 


A 警告 

■走行して いるとさは 

走行中は次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、運転を誤って重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

ラーの調整をしない 
• ドアミラーを格納したまま走らない 

走行前に必ず、運転席側および助手席側の S ラーをちとの位置にちどして、正 
しく調整する 

■ミラーび 動いているとさは 

手をふれないでください。 

手を挟んでけびや、 S ラーの故障などの原因になるおそれびあります。 

■ミラー ヒーター（ミラーヒーター装着車）び作動しているときは 

鏡面び熱<なるのでふれないで<ださい。 
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1-3. シート•八ンドル-ミラーの調整のしかた 

巧巧確認装置 


発進時またはごく低速時、助手席側車両側面を確認ずるとさに役立ち 
まず。 



□知識 


■ミラーに映るおよその節囲 




身長-シートの位置により、確認でさる範 
囲は異なります。 

S ラーの鏡面は固定式ですので、鏡面を動か 
して S ラーの調整をすることはでさません。 


60 





































1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


/ i \ 注意 


■補助 確認装置について 

♦補助 確認装置の鏡面部に汚れび付着しているときは、やわらかい布などを使用 
して巧れを而き取ってください。そのままにしておくと、視界のさまたげとな 
るおそれびあります。 

•車両 直前•直左部や後方の確認は直接確認するか、インナー S ラー•ドア 
ミラーなども併用し十分注意して行ってください。 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開け方、閉め方 

パワーウインドウ 


スイッチでドアガラスを開閉でさまず。 

スイッチを操作すると、ドアガラスを下記のように動かします。 



D 閉める 
且自動全開^ 

且開ける 
□ 自動全開^ 

^途中で停止するときは、スイッチを 
反対側へ操作します。 


I ウインドウ□ツクスイッチ 



スイッチを押すと、運転席外のド 
アガラスび作動不可になります。 

おテさまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止でさます。 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開けち、閉めち 


曰知識 

■作動条件 

►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ON " のとさ 

► スマートエント U — &スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとさ 

■エンジンスイッチ "LOCK" または"エンジンスタートストップ"スイッチ 

日 FF 後の作動 

►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを " ACC " または " LOCK " にしたあとでち、約4己 
秒間はドアガラスを開閉でさます。ただし、そのあいだに運転席ドアを開閉 
すると作動しなくなります。 

► スマートエント U — &スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ U —モード、または OFF 
にしたあとでち、約4日秒間はドアガラスを開閉でさます。ただし、そのあ 
いだに運転席ドアを開閉すると作動しなくなります。 

■挟み込み防止機能 

ドアガラスを閉めているとさに、窓枠とドアガラスのあいだに異物び挟まると、 

作動び停止し、少し開さます。 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開けち、閉めち 


A 警告 

■ ドアガラスを開閉するとさは 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

•ドア ガラスを開閉するとさは、秉員の 
手•腕•頭-首などを挟んだり卷さ込ん 
だりしないようにしてください。特にお 
テさまへは手などを出さないように声 
かけをして < ださい。 

•お テさまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたり巻さ込まれた 
りするおそれびあります。 

■挟み込み 防止機能 

•挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手•腕•頭-首などを挟ん 
だりしないで < ださい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

•挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
い場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引き続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないように注意してください。重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。 
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-4. ドアガラス-ムーンルーフの開け方、閉め方 

: X — ンルーフ* 


頭上のスイッチで、ムーンルーフを開閉-チルトアップ/ダウンずる 
ことびできまず。 

■ 自動開閉 



■チルトアップ/ダウン 



n ムーンルーフを 開く^ 

全開の手前の位置で止まります。 
(風切音の低減機能） 

全開にしたいときは、スイッチを 
をラー度押してください。 

且 ムーンルーフを 閉める‘^ 

^途中で停止するとさは、スイッ 
チを軽く巧します。 

n チルトアップ^ 

且チルトダウン^ 

^途中で停止するとさは、スイッ 
チを軽く押します。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


















1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開けち、閉めち 


□知識 


■作動条件 

►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ON " のとさ 

► スマートエント U — &スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとさ 

■エンジンスイッチ " LOCK " または"エンジンスタートストップ"スイッチ 

日 FF 後の作動 

►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを " ACC " または " LOCK " にしたあとでち、約4己 
秒間は操作でさます。ただし、そのあいだに運転席ドアを開閉すると作動し 
なくなります。 

► スマートエント U — &スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ U —モード、または OFF 
にしたあとでも、約4已秒間は操作でさます。ただし、そのあいだに運転席 
ドアを開閉すると作動しなくなります。 


■挟み込み防止機能 

ムーンルーフを閉めるとさ、またはチルトダウンするときに、ムーンルーフび 
異物の挟み込みを感知すると、作動び停止し少し開さます。 

■サンシェード 

手動で開閉でさます。また、ムーンルーフを開くと連動して開さます。 

■閉め忘れ警告ブザー 

►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチび " LOCK " の位置で、ムーンルーフび完全に閉まってい 
ないとき、運転席ドアを開けると警告ブヴーび鳴ります。 

► スマートエント U — &スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチび OFF で、ムーン j レーフび完全に閉 
まっていないとさ、運転席ドアを開けると警告ブヴーび鳴ります。 


66 





1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開けち、閉めち 


■ムーンルーフび正常に閉ま！5ないときは 

下記の操作を行って < ださい。 

•閉まるときに反転し、閉じ切5ない場合 

I ちヨ M 1 I 車を停止する 

I お顧 I 2 1スイッチの "TILT UP " 側を押し続ける※1 

ムーンルーフび閉じ、再び開き、 ] 日秒間停止します。^ 2 
その後再び閉じ、チルトアップし、]秒間停止します。チルトダ 
ウン後、いったん開いてから閉じます。 

I ち逊 亂3 I ムーンルーフび完全に閉まったことを確認し、スイッチから手を離す 

♦チルトダウン時に反転し、閉じ切！5ない場合 

I ちヨ W 1 I 車を停止する 

隠 ill 2 1スイッチの "TILT UP " 側を押し続け^1、ムーンルーフをチルト 
アップ位置にする 

mmm 3 1 スイッチから一度手を離し、再度 "tilt up " 側を押し続ける^ i 

ムーンルーフびチルトアップの状態で]日秒間停止し^2微調節後 
1秒間停止します。チルトダウン歡いったん開いてから閉じます。 

な誦 41 ムーンルーフび完全に閉まったことを確認し、スイッチから手を離す 
途中でスイッチから手を離すと、最初からやり直しとなります。 

^210秒間停止したあとにスイッチから手を離すと、それじ I 降オート作動でさ 
なくなります。その場合は、スイッチの "TILT UP " 側、または "SLIDE 
日 PEN " 側を押し続けてください。ムーンルーフびチルトアップし、]秒 
間停止します。その後、チルトダウンし、いったん開いてから閉じます。 
ムーンルーフび完全に閉まったことを確認したら、スイッチから手を離し 
て < ださい。 

上の操作を行ってち反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開けち、閉めち 


A 警告 

■ムーン ルーフを開けているときは 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

•走行 中はルーフから手や顔を出さない 
•開 □部に腰かけない 

■ムーン ルーフを 開閉するときは 

次のことを必ずお守り <ださい。 

お守りいただかないと、骨折など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあります。 

♦ムーン ルーフを、開閉やチルトダウンす 
るとさは、秉員の手•腕•頭-首を挟ん 
だり巻さ込んだりしないように注意して 
<ださい。 

参 おテさまには、ムーンルーフの操作をさ 
せないで < ださい。 

ムーンルーフに挟まれたり巻さ込まれた 
りするおそれびあります。 


•挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手•腕•頭-首などを挟ん 
だりしないで < ださい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

•挟み込み 防止機能は、ムーンルーフび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動し 
ない場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを押し続けた状態 
では作動しません。指などを挟まないように注意してください。重大な傷害を 
受けるおそれびあり危険です。 
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1-5 .給油のしかた 

給油□の開け方 


次の手順で給油□を開けてください。 

■給油ずる前に 

►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 

ドアとドアガラスを閉め、エンジンスイッチを " LOCK " にして 
ください。 

► スマートエントリ ー&スタートシステム装着車 

ドアとドアガラスを閉め、"エンジンスタートストップ"スイッ 
チを OFF にしてください。 

■給油□の開け方 



給油□オープナーを引いて、給 
油□を開ける 



キャップをゆっくりまわして開 
ける 




















1-5. 給油のしかた 



キャップを八ンガーにかける 


(，給油□のキヤップを閉めるとさは 



キャップを"カチッ"と音びする 
までまわして閉める 

手を離すと、キャップび逆ち向に少し 
ちどります。 


□知識 

■燃料の種類 
無鉛レギュラーガソ U ン 
■燃料タンク容量（参考値) 

己0し 
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1-5. 給油のしかた 


A 警告 
■給油に ついて 

給油前には次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ボデ ーなどの金属部分にふれて体の静電気を除去する 
除去しないと放電による乂花で燃料に引乂するおそれびあります。 

•キャップを ゆるめたときに、"シュー"という音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ<り開ける 

キャップを開けるとさは、キャップのツマミ部分を持ち、ゆっくりと開けま 
す。ゆっくりと開けないと、気温び高いとさ給油□から燃料び噴さ返してけ 
びをするおそれびあります。 

•給油 □に、静電気を除去していない人を近付けない 

•気化 した燃料を吸わないようにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるものちあります。 

•喫煙し ない 

引乂して乂災を弓 I さ起こすおそれびあります。 

•車内に ちどったり、帯電している人や物にふれない 
再び帯電する可能性びあります。 

■ 給油時の注意 

•給油す るとさは給油□にノズルを確実に挿入してください。 

ノズルを浮かして継ぎ足し給油を行うと、オートストップび作動せず、燃料び 
こぼれる場合びあります。 

•その他、 ガソ U ンスタンドで掲示されているを意事項を守ってください。 
正常に給油でさない場合は、スタンドの係員を呼んで指示に従ってください。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正！; I 外のキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと乂災などを引き起こし、その結果重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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1-5. 給油のしかた 


A 江'言、 

■給油す るとさは 

指定！; I 外のガソ U ンや他の燃料（粗悪ガソ U ン-軽油-打油-アルコール系燃 
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 

次のような状態になるおそれびあります。 

♦エン ジンの始動性び悪くなる 

♦ノッキングび 発生する 

•エンジン 出力び低下する 

♦排気 制御システムび正常に機能しない 

•燃料 系部品び損傷する 

•塗装び 損傷する 
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1-6 .盗難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム* 


キーに信号発信機び内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキー似外で 
はエンジンを始動できません。 

車両か5離れる場合は、車内にキーを残さないでください。 



"エンジンスタートストップ" 
スイッチを OFF にすると、シス 
テムの作動を知らせるために、 
メーター内のインジケーターび 
点滅します D 

登録されたキーを携帯し、"エンジ 
ンスタートストップ"スイッチ 
をアクセヴ IJ ーモードまたはイグ 
ニッシヨン日 N モードにするとシ 
ステムび解除され、インジケー 
ターび消打します。 


□知識 

■メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■システムび正常に作動しないとき 

♦キーび金属製のものに接したり、覆われている 

♦キーび他の車両のセキュ U ティシステム用キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なっているとさや接近しているとさ 

•引つかかり等により、電気式ステア U ング □ ックび解除されていない 


A ま意 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
いおそれびあります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-7. 安全にお使いいただくために 

正しい運巧姿勢 


次の条件に合った正しい姿勢で運転してください。 

n まっすぐ座り、背もたれから 
背を離さない P . 44) 

且シートをペダルび十分に踏み 
込めるようなシート位置にす 
る P . 44) 

且各装置び操作しやすい背わた 
れの角度にする P . 44) 
□ SRS エアバッグび自分の胸の 
方へ向くような八ンドルの位 
置にする P . 56) 

且へッドレストの中央を耳のい 
ちばん上あたりになるように 
する P . 49) 

且シートベルトび正しく着用で 
さる U P . 51 ) 
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1- ス安全にお使いいただくために 


A 警告 

■走行 中は 

•走行 中は運転席の調整をしないでください。 

運転を誤るおそれびあります。 

•背ち たれと背のあいだにクッションなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとき、シートベルトやヘッド 
レストなどの効果び十分に発揮されずに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

•フ □ントシートの下にものを置かないでください。 

ものび挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因になって、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死甘こつなびるおそれびあります。また、調整機構の 
故障の原因になります。 

■シートを 調整するときは 

•同乗者び シートにあたってけびをしないように注意してください。 

•シートの 下や動いている部分に手を近付けないでください。 

指や手を挟み、重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは柔員に重大な危害びおよぶような強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトび体を拘束ずる働きと併せて乗員へ 
の衝撃を績和させまず。 



D 運転席 SRS エアバッグ/助手席 SRS エアバッグ 
(運転者と助手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和） 

► SRS サイドエアバッグ& SRS カーテンシールドエアバッグ 
且 SRS サイドエアバッグ 

(フ□ント席乗員の胸などへの衝撃を緩和） 

且 SRS カーテンシールドエアバッグ 

(フ□ント席とリヤ外側席乗員の主に頭部への衝撃を緩和） 
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1- ス安全にお使いいただくために 


□知識 

■ SRS エアバッグび展開すると 

• SRS エアバッグとの接触により、打撲やすり傷などを受けることびあります。 
•作動音とともに白いガスび発生します。 

•フ□ント席-フ□ントピラー- U ヤピラー-ルーフサイドレールの一部分な 
どだけでなくエアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八ブ-エアバッグ 
カバー•インフレーター）も数分間熱くなることびあります。エアバッグそ 
のものも熱くなります。 

•フ□ントウインドウガラスび破損することびあります。 

■ SRS エアバッグび作動するとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

•フ□ント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値(移動も変形もしない固定 
された壁に、約2日〜3日 km / h で正面衝突した場合の衝撃の強さに相当す 
る値）じ I 上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車両や標識のような衝撃によって移動や変形する物に 
衝突した場合や、ちぐり込むような衝突（例えば、車両前部びちぐり込む、 
下に入り込む、トラックの下敷さになる、など）の場合は、展開車速は設定 
値より高くなります。 

♦衝撃の強さび設定値に近い場合での前方からの衝突の場合には、フ□ント 
SRS エアバッグとシートベルトプリテンシヨナーび同時に作動しない場合 
びあります。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■ SRS エアバッグび作動するとき 
(SRS サイドエアバッグ& SRS カーテンシールドエアバッグ） 

SRS サイドエアバッグと SRS カーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さび 
設定値（約].己 t の車両び、約2日〜 30 km / h の速度で客室へ直角に衝突した 
場合の衝撃の強さに相当する値） lil 上の場合に作動します。 

■衝突 m 外で作動するとき 

次のような状況で、車両下部に強い衝撃を受けたとさち、作動する場合びあり 
ます。 



♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとさ 

•深い穴や溝に落ちたり、柔り越えたとさ 

•ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとさ 


■ SRS エアバッグび作動しないとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

フ□ント SRS エアバッグは、側面や後ちからの衝撃 • 横転または低速での前ち 
からの衝撃で作動するようには設計されていません。ただし、それらの衝撃び 
前方への減速を十分に引き起こす場合には、フ□ント SRS エアバッグび作動す 
ることびあります。 



♦側面からの衝突 
♦後方からの衝突 
♦横転 
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1- ス安全にお使いいただくために 


■ SRS エアバッグび作動しないとき 
(SRS サイドエアバッグ& SRS カーテンシールドエアバッグ） 

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分外の側面に衝撃を受けたとさには、 
SRS サイドエアバッグと SRS カーテンシールドエアバッグび作動しない場合 
びあります。 

• 客室部分！;(外の側面への衝撃 
♦斜めからの衝撃 


SRS サイドエアバッグと SRS カーテンシールドエアバッグは、前方や後方か 
らの衝撃、横転、または低速での側面からの衝撃で作動するようには設計され 
ていません。 

•前ちからの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡び必要な場合 

次のような場合には、でさるだけ早くトヨタ販売店へご連絡ください。 

トヨタ販売店に連絡する前にバッテ U —のケーブルをはずさないでください。 

♦いずれかの SRS エアバッグびふくらんだとさ 






♦フ□ント SRS エアバッグはふくらまな 
かったび、事故で車両の前部を衝突した 
とき、または破損•変形などびあるとき 


• SRS サイドエアバッグと SRS カーテン 
シールドエアバッグは而くらまなかった 
び、事故でドア部分を衝突したとさ、ま 
たは破損-変形などびあるとさ 


•八ンドルのパッド部分-助手席 SRS エア 
バッグのカバー部び傷付いたり、ひび割 
れたり、その他の損傷を受けたとさ 


• SRS サイドエアバッグび内蔵されている 
シート表面び傷付いたり、ひび割れたり、 
その他の損傷を受けたとさ 

• SRS カーテンシールドエアバッグび内蔵 
されているフ□ントピラー部- U ヤピ 
ラー部•ルーフサイド部び傷付いたり、ひ 
び割れたり、その他の損傷を受けたとさ 
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1- ス安全にお使いいただくために 


A 警告 

■SRS エアバッグについて 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

•運転者と 柔員すべてびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

•助手席 SRS エアバッグは強い力でふくらむため、特に柔員び SRS エアバッ 
グに近付さすざると、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。秉員び SRS エアバッグのふくらむ場所に近い場合は特に 
危険です。シートの背ちたれを調整して、シートをでさるだけ SRS エアバッ 
グから離し、まっすぐに座ってください。 

•お テさまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

おテさまびルさくてシートベルトを使用できないときは、チヤイルドシートで 
しっかり固定してください。 

おテさまは U ヤ席に乗せ、チヤイルドシートまたはシートベルトを着用させる 
ことをおすすめいたします。 （^ P . 9己） 

参 シートの縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかったりしない 


•お テさまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない 

•運転者 および助手席柔員は、ひざの上に 
何ち持たない 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■SRS エアバッグについて 



• ドアやフ□ントピラー-センターピラー • 
U ヤピラー-ルーフサイドレールへ寄り 
かからない 


•助手席 や U ヤ外側シートでは、ドアに向 
かってひざをついたり、窓から顔や手を 
出したりしない 


•ダッシュ ボード-八ンドルのパッド部分 
などには何も取り付けたり、置いたりし 
ない 


•ドア- フ□ントガラス-ドアガラス•フ 
□ントピラーおよび U ヤピラー-ルーフ 
サイドレール-アシストグ U ップなどに 
は何も取り付けない 
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1- ス安全にお使いいただくために 


A 警告 

■SRS エアバッグについて 

• SRS サイドエアバッグびふくらむ場所を覆うようなシートアクセヴ U —を使 
用しないでください。エアバッグび展開する際、アクセヴ U —び干渉するおそ 
れびあります。そのようなアクセヴ U —びエアバッグび正常に作動するのをさ 
またげ、システムを不能にしたり、またはエアバッグび誤って展開したりし 
て、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強くたたくなど過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

• SRS エアバッグびふくらんだ直樹ま、構成部品び熱くなっているため、ふれ 
ないで < ださい。 

• SRS エアバッグび而くらんだあとに、わし呼吸び苦しく感じたら、ドアや 
ドアガラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出てください。 
皮膚の炎症を防ぐため、残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 

• SRS エアバッグび収納されている パッ ド部およびフ□ントピラーガーニ ッシュ 
部に傷び付いていたり、ひび割れびあるときは、そのまま使用せずトヨタ販売店 
で交換してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■改造 •廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、次の改造-廃棄をしないでください。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤って而くらむなどして、重大な 
傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの取りはずし-取り付け-分解-修理 

•八ン ドル-インストルメントパネル-ダッシュボード•シート-シート表皮- 
フ□ントピラー-センターピラー- U ヤピラー-ルーフサイドレール周边の修 
理-取りはずし-改造 

•フ □ントフエンダー•フ□ントバンパー-車両客室側面部の修理-改造 

•グ U ルガード（ブルバー-カンガルーバーなど）-除雪装置-ウィンチなどの 
取り付け 

•サスペンションの 改造 

• CD プレーヤー-無線機などの電化製品の取り付け 
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1-7. 安全にお使いいただくために 

子供専用シート 


子供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定するこ 
とができまず。 


[知っておいていたださたいこと 


♦ 車の仕様やお子さまの年齢-体格に合わせて、適切なテ供専用シート 
をお選びください。 

• テ供専用 シー トの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのテ 
供専用 シートに 付属の取り扱い説明書をお読み<ださい。 

♦ この車は2006年] 0月]曰施行の保安基準に適合した IS 日 FIX 対応 
チヤイルドシート固定専用バーを標準装備しています。 


■子供専用シートの適合性一覧表について 


■質量グループについて 

ECE R44 ^の基準に適合する子供専用シートはおテさまの体重によ 
り次の日種類に分類されます。 


グルー プ〇 : ]0k 呂 まで 
グルー プ0+ :13k 呂 まで 
グループ I : 9 〜 18k 呂 
グルー プ n :] 己〜 25kg 
グループ m : 22 〜 36k 呂 


この本では代表的な次の3種類の子供専用シートをシートベルトで固定 
する方法を紹介します。 

ECE R 44 は、テ供専用シートに関する国際法規です。 


■サイズ等級、固定具について 

子供専用シートに表示される分類記号と、それにとわなう取り付け器 
具の記号になります。 


85 










1-7. 安全にお使いいただくために 


ECE R 44 基準のグループ0、が 
に相当 


► チヤイルドシート 

ECE R 44 基準のグループ0 +、I 
に相当 


ECE R 44 基準のグループ日 、 m 
に相当 




►ベ ビーシート 
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1- ス安全にお使いいただくために 


[シート位置別子供専用シート適合性一覧表（シートベルトでの取り付け) 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フ□ントシート 

U ヤシート 

助手席 

左ち席 

中央席 

0 

(1 日倍まで） 

X 

U 

L 

が 

(13 kg まで） 

X 

U 

L 

I 

(9 〜] 8 kg ) 

前向さ UF 

U 

L 

う しろ向さ X 

n 

(1 己〜2己 kg ) 

UF 

U 

L 

n 

(22 〜 36 kg ) 

UF 

U 

L 


♦ 上表に記入する文字の説明 


U :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテゴ U- のテ 
供専用シートに適しています。 

UF :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテコ' U- の前 
向さテ供専用シートに適しています。 

L :テ供専用シートの U ストに示す特定のテ供専用シートに適しています。 

(IJ ストに記載びあれば「特定自動車」、「限定」、「準ミ凡車」カテゴ IJ 一のテ供専 
用シートにち適しています） 

X :テ供専用シートを取り付けることはできません。 

テ供専用シートの装着についてはテ供専用シートの取り扱い説明書をご確認ください。 
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1 - 7 . 安全にお使いいただくために 


[子供専用シートのリスト 


質量グループ 

テ供専用シート 

カテゴ U — 

0 

(10 kg まで） 

トヨタ純正 NE 0 G-Child ISO tether 

ミ凡用 

が 

(13 kg まで） 

トヨタ純正 NE 0 G-Child ISO tether 

ミ凡用 

I 

(9 〜] 8 kg ) 

トヨタ純正 NEO G-Child ISO tether 

ミ凡用 

n 

(1 己〜2己 kg ) 

トヨタ純正ジュニアシート 

ミ凡用 

n 

(22 〜 36 kg ) 

トヨタ純正ジュニアシート 

ミ凡用 


表に記載されていないテ供専用シートを使用する場合は、テ供専用シート製造業ちまた 
は販売業者にご相談 < ださい。 
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1- ス安全にお使いいただくために 


I シート 位置別子供専用 シートの 適合性一覧表 
asoFix 対応トップテザーアンカーでの取り付け) 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

車両 ISOFIX 位置 

U ヤシート左ち席 

キャ U コット 

F 

IS0/L1 

X 

G 

IS0/L2 

X 

0 

(10kg まで） 

E 

IS0/R1 

IL 

が 

(13kg まで） 

E 

IS0/R1 

IL 

D 

IS0/R2 

X 

C 

IS0/R3 

X 

I 

(9 〜] 8 kg ) 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

巨 

IS 0/ F 2 

IUF 

B 1 

IS 0/ F 2 X 

IUF 

A 

IS 0/ F 3 

IUF 

n 

(1 己〜2日 kg ) 


(1) 

X 

n 

(22 〜 36 kg ) 


(1) 

X 


♦ 上表に記入する文字の説明 


(1) サイズ等級表示 （A から G) のないテ供専用シートの各シート位置でのに日円X 
対応テ供専用シート固定機構の取り扱いについては、テ供専用シート製造業者ま 
たは販売業者にご相談ください。 

IUF :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテコ' U —の 
ISOFIX 対応の前向さテ供専用シートに適しています。 

IL :に日円Xテ供専用シートの U ストに示す「特定自動車」、「限定」、または「準ミ凡 
用」カテ 3'U —のテ供専用シートに適しています。 

X : ISOFIX 子供専用シートを取り付けることはできません。 



テ供専用シートの装着についてはテ供専用シートの取り扱い説明書ちご確認ください。 
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1 - 7 . 安全にお使いいただくために 


匿旧 OFIX 子供専用シートのリスト 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

ISOFIX テ供専用シート 

カテゴ U — 

0 (10 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 日 G-Child 
ISO BABY 

準ミ凡用 

0+ (13 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 日 G-Child 
ISO BABY 

準ミ凡用 


表に記載されていないテ供専用シートを使用する場合は、テ供専用シート製造業ちまた 
は販売業ちにご相談 < ださい。 


曰知識 


■ ISOFIX 対応チヤイルドシート固定専用バーについて 


この車に標準装備されている IS 日 FIX 対応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECE R 44 に適合しているテ供専用シートの取り付け専用です。それ！; I 外のも 
のを使用することはでさません。 

■子供専用シートの選択、使用について 

♦おテさまに最適なテ供専用シートについては、テ供専用シート製造業者、ま 
たは販売業者にご相談ください。 

•おテさまび成長し、適切にシートベルトび着用できるようになるまでは、お 
テさまに合ったテ供専用シートを使用してください。 

•体び十分に大さく、テ供専用シートび不要なおテさまは、 U ヤシートに秉せ 
て車のシートベルトを使用してください。 
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1- ス安全にお使いいただくために 


■シートベルトで取り付けるタイプの子供専用シートの選択について 

「シート位置別テ供専用シート適合性一覧表」 (^P. 87) を参照し、テ供専用 
シートを取り付け可能な位置と、対応するテ供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したちのを選択してください。 

■ ECE R44 適合の旧 OFIX 対応子供専用シートの選択について 

「シート位置別テ供専用シートの適合性一覧表」 (^P. 89) を確認して、適切な 
シートを選択してください。 

im 五おテさまの体重から、該当する「質量グループ」を確認する 

(例 1) :体重び] 2kg の場合、質量グループは「0+」になります。 

(例 2) :体重び]日 kg の場合、質量グループは「I」になります。 

MM \2 \ サイズ等級を選択する 

HI でで確認した「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認し 
ます。※ 

(例 1) :質量グループび「0+」の場合、サイズ等級はに」 •「D」• に」 
び該当します。 

(例 2) :質量グループび「I」の場合、サイズ等級は 「A」 •旧」•旧1」 • 
に」 • の」び該当します。 

^ただし、該当のサイズ等級でち適合性一覧表の「車両 IS 日円X位置」に 
「X」と記載されているをのは選択できません。また、「11_」と記載され 
ている場合は、 nSOFIX テ供専用シートの U スト」 (^P. 90) で指定 
されている製品を使用してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 



テ供専用シートに表示されているマーク/ 
ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する 

ミ凡用（ユニバーサル）テ供専用シートには、 
次に示すマーク-ラベル類び表示されてい 
ます。※ 

^表示されている位置-記号などは、商品に 
より異なります。 



D ISOFIX 対応テ供専用シートであること 
を 7J\ す表 

サイズ等級び示されています。（表示され 
る文字は、製品により異なります） 

お Mi 2 I で確認したサイズ等級に適合し 
ているものを選択してください。 



且ミ凡用（ユニバーサル）テ供専用シートの 
認可7—ク 

UNIVERSAL はミ凡用品の認可であること 
をあらわし、併せて、対象となるおテさ 
まの体重の範囲び記載されています。 



且トップ テヴー （^P. 9日）を示す マーク 

商品の取り付け装置の位置により、意匠 
は異なります。 
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1- ス安全にお使いいただくために 


■ ISOFIX 対応子供専用シートの種類（サイズ等級別) 


A - IS 0/ F 3 

全高前向き幼児用チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

低型前向さ幼児用チャイルドシート 

BMS 0/ F 2 X 

低型前向さ幼児用チャイルドシート 
( B - IS 0/ F 2 と別形状のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向さ幼児用チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

ル型後向さ幼児用チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向さ乳児用チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向さ位置用チャイルドシート（キャ U コット） 

G - IS 0/ L 2 

ち向き位置用チャイルドシート（キャ U コット） 


■助手席に子供専用シートを取り付けるとき 

やむを得ず助手席にテ供専用シートを取り付ける場合には、助手席シートを次 
のように調整し、テ供専用シートを前向さに取り付けてください。 


•背わたれを直立状態にする 
•シートをいちばんうしろに下げる 

•シートベルトの高さをいちばん低い位置 
まで下げる 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■キヤリコツトについて 

キヤ U コツトは横向きに取り付けることのできるベビーシートのことです。詳 
しくはテ供専用シート製造業者または販売業者にお尋ねください。 


A 警告 

■子供 専用シートを使用しない場合 

♦テ 供専用シートを使用しないとさであってち、シートに適切にしっかりと取 
り付けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてく 
ださい。 

•テ 供専用シートの取りはずしび必要な場合は、車両からはずして保管するか、 
ラゲージルーム内に容易に動かないように収納してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正しく着用できない小さなお子さまを柔せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまの安全のために、チャ 
イルドシートはリヤシートに取り付けてください。 

取り付け方剤よ、商品に付属の取り扱い説明書に必ず従ってくださし、。 



シートベルトによる取り付け 
P . 96) 



ISOFIX 対応チャイルドシート 
固定専用パー P . 97) 

IJ ヤシートの外側席に装備されて 
います。（固定専用パ'-び装備され 
ていることを示すタグびシートに 
付いています） 



トップテヴーアンカー 
P . 98) 

テヴーべルトを固定するとさに使 
います。トップテヴーアンカーは、 
U ヤ外側シートに装備されていま 
す。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


[シートベルトで 固定ずる 


固 画の背ちたれび固定されていることを確認する 



チヤイルドシートにシートベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ"と音びするまで挿し 
込む。ベルトびねじれていないよ 
5にする 

チヤイルドシートに付属の取り扱い 
説明書に従い、シートベルトをチヤイ 
ルドシートにしつかりと固定させて 
<ださい。 



チヤイルドシートにシートベルト 
の固定装置び備わつていない場合 
は、□ッキングクリップ（別売）を 
使用して固定する 

□ッキングク IJ ップの購入にあたつ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
し、（□ッキングク U ップ品番： 
731 19-22010) 


取り付け後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されていること 
を確認してください。 
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1- ス安全にお使いいただくために 


ISOFIX 対応チヤイルドシート固定専用バー&トップテザーアンカーで固定する 

固 画田背ちたれび固定されていることを確認する 




へッドレストを上げる 


固定専用バーの位置を確認して、 
チヤイルドシートをシートに取り 
付ける 

固定専用バーは、シートクッションと 
背ちたれのあいだにあります。 

チヤイルドシートの取り付け金具を 
チヤイルドシート固定専用バーに取 
り付けます。 

取り付けち法は、それぞれのチヤイル 
ドシート付属の取り扱い説明書に 
従ってください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 




フタを開けて、トップテヴーアン 
カーにフックを固定し、テヴーべ 
ルトを締める 

テヴーベルトをピンと張り、フック 
びしっかり固定されているか確認し 
ます。 


取り付けたチヤイルドシートを軽 
くゆさぶり、確実に固定されてい 
ることを確認する 


曰知識 


■ ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バー&トップテザーアンカーについて 

この IS 日円 X 対応チャイルドシート固定専用バー&トップテヴーアンカーには、 
道路運送車両の保安基準に適合するテ供専用シート ( ISOFIX 対応チャイルド 
シート固定専用バー&トップテヴーアンカー対応のトヨタ純正チャイルドシー 
卜）を取り付けることをおすすめします。チャイルドシートの選択にあたって 
は、トヨタ販売店にご相談ください。 
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1- ス安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シー■卜について 

•事故 や急停止の際、効果的におテさまを保護するために、必ずおテさまの年齢 
や体の大きさに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してくだ 
さい。おテさまを腕の中に抱くのはチャイルドシートのかわりにはなりませ 
ん。事故の際、おテさまびフ□ントガラスや乗員、車内の装備にぶつかり、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•お テさまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して U ヤシー 
卜に取り付けてください。 

♦チ ャイルドシートに座らせている場合でも、ドア•シート-フ□ントピラー- 
U ヤピラー•ルーフサイドレール付近におテさまの頭や体のどの部分もちたれ 
かけさせないようにしてください。 SRS エアバッグびふくらんだ場合、大変 
危険であり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびできない、または取り付けび困難な 
場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取り扱い説明書をよくお読み 
の上、確実に取り付け、使用ち法をお守りください。使用ち法を誤ったり、確 
実に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■チ ャイルドシートを取り付けるときは 

•お テさまをシートベルトであそばせないでください。万一べルトび首に巻き付 
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びあります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミ 
などでシートベルトを切断してください。 

•シー トベルトのプレートとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていな 
いか確認してください。 

•チャイルドシートを 左ちに動かして、しっかり固定されているか確認してくだ 
さい。 

•チ ヤイルドシートを固定したあとは、シートを調整しないでください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■チ ヤイルドシートを取り付けるときは 

•運転席と チヤイルドシートび干渉し、 
チヤイルドシートび正しく取り付けられ 
ない場合は、助手席側の U ヤ席に取り付 
けて < ださい。 

•助手席と チヤイルドシートび干渉しない 
ように、助手席を調整してください。 


A 警告 助手席 SRS てアバツグ 


このシートに、ベビーシートを取り付けわり 
後向きのチャイルドシートを取り付けないで〈ださい 
また、絶対にお子さまを前席の前に立たせたり 
膝の上に抱いたりしないで〈ださい。 

エアバッグの衝撃により、死亡または重大な傷害に 
至るおそれがあります。 


ITI17R039b 

•やむ を得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、チャイルド 
シートをうしろ向さに取り付けないでください。うしろ向さに取り付けてい 
ると、事故などで助手席 SRS エアバッグびふくらんだとさ、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。助手席側のサンバ 
イヴーに、同内容の警告文び表示されています。併せてご覧<ださい。 

•やむ を得ず助手席に前向さにチャイルド 
シートを取り付ける場合には、助手席を 
いちばんうしろに下げて取り付けてくだ 
さい。 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と 
力でふ<らむので、お守りいただかない 
と、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 
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1- ス安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ャイルドシートを取り付けるときは 

•ジュニア シートを使用している場合は、肩部べルトび常におテさまの肩の中必 
にくるようにしてください。ベルトを首から離すと共に肩から落ちないように 
して < ださい。お守りいただかないと、事故や急ブレーキの際に重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するときは、周辺に障害物 
び無いか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 

■チ ャイルドシートを使用しないときは 

•車両に チャイルドシートを搭載するとさは、適切な方法で確実にシートに取り 
付けてください。 （^ P . 96,97)チャイルドシートを使用しない場合でも、 
シートにしっかり固定されていない状態で、客室内に置くことは避けてくださ 
い。 

•チャイルドシートの 取りはずしび必要な場合は、車両から降ろして保管する 
か、ラゲージルーム内に収納し、しっかりと固定しておいてください。 


A ま意 

■ トップテザーアンカーについて 

使用しないときはフタを確実に閉めてください。開けたままにしておくと、フタ 
び破損するおそれびあります。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 
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運拓ずるとをに 2 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって . 104 

エンジン（イグニッシヨン）スイッチ 
(スマートエント U -& 

スタートシステム非装着車)…]] 4 
エンジン（イグニッシヨン）スイッチ 
(スマートエント U -& 

スタートシステム装着車）…]]7 
オート7チックトランス 


ミッション . 121 
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ライトスイッチ . 139 
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ワイパー&ウォツシャー 

(フ□ント） . 145 

ワイパー&ウオツシャー 


(IJ ャ) . 148 
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4 WD オートモード 

スイッチ . 151 

運転を補助する装置 . 152 
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荷物を積むとさの注意 . 172 

寒を時の運転 . 175 
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2-1 .運転のしかた 

運拓にあたって 


ち全運乾を/こ、がけて、次の手順で走行してください。 

■ エンジンをかける 
^P. 114,117 

■発進ずる 

固圆[でブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーを D にする 
(^P. 121) 

固画回パーキングブレーキを解除する UP . 127) 


固画[司ブレーキペダルから徐々に足を離し、アクセルペダルをゆつ 
くり踏み発進する 


■ 停車ずる 

固 画 のシフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固画互必要に応じて、パーキングブレーキをかける 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にします。 

(^P. 121) 

■駐車ずる 

固画でシフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固画互パーキングブレーキをかける UP . 127) 

固画互シフトレバーを P にする UP . 121) 

坂道の途中で駐車をする場合は、必要に応じて輪止め^を使用して< 
ださい。 

^輪止めはトヨタ販売店で購入することびでさます。 

I ち 3M 4 I 

►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを " LOCK " にしてエンジンを停止する 

► スマートエントリ ー&スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしてエンジン 
を停止する 

固画[司キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠する 


104 





















2-1 .運転のしかた 


I 上り坂の発進のしかた 

固画田パーキングブレーキをしっかりかけ、シフトレバーを D にする 
固画回アクセルペダルをゆっくり踏む 

固画回車び動さ出す感触を確認したら、パーキングブレーキを解除し 
発進する 

曰知識 

■雨の曰の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦ 雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高速走行などでは、タイヤと路面のあいだに水膜び発生し、八ン 
ドルやブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにし 
て < ださい。 

■運転標識の取り付け 

磁石式の初必運転者標識や高齢運転者標識などを、樹脂バンパーやアル S ボ 
デー部に取り付けることはでさません。 

■環境に配慮した運転 

シフトポジシヨン D で走行中（シフトパド 
ル装着車はシフトパドル未使用時)、エコド 
ライブインジケーターランプび点打する 
と、環境に配慮したアクセル操作をしてい 
ることをお知らせします。必要じ I 上にアク 
セルペダルを踏むと消なします。 


■販売店で設定可能な機能 

エコドライブインジケーターランプの ON / OFF を変更でさます。 
(カスタマイズー覧： ^ P . 326) 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■発進 するときは 

エンジンびかかったまま停車しているときは、常にブレーキペダルを踏んでくださ 
し、ク U —プ現象で車び動さ出すのを防ぎます。 

■運転す るとさは 

•踏み 間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を把握しな 
い状態で運転しないで < ださい。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

-後退するときは体をひねった姿勢となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にできるようを意してください。 

-車を少し移動させるときわ正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるようにしてください。 

. ブレーキ ペダルは ち 足で操作してください。左足での ブレーキ 操作は緊急 
時の反応び遅れるなど、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 
•燃え やすいちのの上を走行したり、可燃物付近に車を停めたりしないで < ださ 
し、排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近くにあると乂災につなびるお 
それびあり危険です。 

•シフ トレバーを前進側のシフトポジションに入れたまま惰性で後退したり 、 R 
に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。 

エンジンび停止し、ブレーキの効さび悪くなったり、八ンドルび重くなったり 
して、思わめ事故や故障につながるおそれびあります。 

•車内で 排気ガス臭に気付いたら、ドアガラスを開け、バックドアび閉まってい 
ることを確認して<ださい。多量の排気ガスび眠気を招さ事故の原因になる 
他、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■運転す るとさは 

参 走行中に決してシフトレバーを P の位置に動かさないでください。 

機械に重大なダメージを与えると共に、車びコント□ールを失う場合びありま 
す。 

♦前方 走行中に決してシフトレバーを R の位置にしないでください。トランス 
S ッシヨンに重大なダメージを与えると共に、車びコント□ールを失う場合び 
あります。 

•走行 中はシフトレバーを N にしないでください。 

N にすると、エンジンブレーキびまったく効かないため、思わめ事故につな 
びるおそれびあり危険です。 

•走行 中はエンジンを停止しないでください。 

ノ くワーステア U ングおよびブレーキ倍力装置は、エンジン回転中でないと作動 
しません。 

•急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーバーヒートして正常 
に機能しなくなります。 (^ P . 122, 123) 

•走行 中は八ンドル•シート-ドアミラー-インナーミラーの調整をしないでく 
ださい。 

運転を誤り、思わめ事故の原因になって重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

• すべての乗員は頭や手、その他の体の一部を車から出さないようにしてくださ 
し、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•オフ □ー ド走行をしないでください。 （4 VVD 車） 

本格的なオフ□ー ド走行を目的とした 4 WD 車ではありません。やむを得ず 
オフ□ー ドを走行するとさは、慎重に運転してください。 

•渡 巧などの水中走行はしないでください。 

電装品のショートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因となるおそれ 
びあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■すべりやすい 路面を運転するときは 

•急 ブレーキ-急加速-急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
<なり、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

•シフ トアップやシフトダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の 
急な変化は、車び横すべりするなどして、思わめ事故につなびるおそれびあり 
危険です。 

•水たまり 走行後はブレーキペダルを軽く踏んでブレーキび正常に働くことを 
確認してください。ブレーキパッドびめれるとブレーキの効さび悪くなった 
り、めれていない片方だけび効いたりして八ンドルをとられ、思わめ事故につ 
なびるおそれびあり危険です。 

■シフ トレバーを操作するときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないように気を付けてください。 

シフトレバーび P または N じ1外にあると、車び急発進し、思わめ事故につなび 

るおそれびあり危険です。 

■きしみ やひっかき音び聞こえた！5 (ブレーキパッドウエアインジケーター） 

できるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、ブレーキパッドを交換してください。 

必要なとさにパッドの交換び行われないと、□ーターの損傷につなびる場合びあり 

よ9 〇 

ブレーキパッドやディスク□ーターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗してい 

きます。摩耗の限界をこえて走行すると故障を弓 I き起こすばかりでなく、思わめ事 

故につなびるおそれびあり危険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■停車 するときは 

•空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P または N じ(外にあると、車び急発進して思わめ事故につな 
びるおそれびあり危険です。 

♦長時間 エンジンをかけたままにしないでください。 

どうしても必要な場合は、開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入って 
こないことを確認してください。 

•車び 動き出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキぺダ 
ルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 

•坂道で 停車するとさは、前後に動さ出して事故につなびるのを防ぐため、 
常にブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてくださ 
い。 

♦停車 中に空ぶかしをしないでください。 

排気管び過熱し、可燃物び近<にあると乂災につなびるおそれびあり危険で 
す。 

■駐車 するときは 

•炎天下では、 メガネ-ライター-スプレー吿-炭酸飲料の吿などを車内に放置 
しないでください。放置したままでいると、次のようなことび起こるおそれび 
あり危険です。 

-ライターやスプレー吿からガスびちれたり、出乂する 
-プラスチックレンズ•プラスチック素材のメガネび、変形またはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の吿び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 

•ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグ□ーブボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだりシートを動かしたとさにライターの操作部び誤作動し、乂災につなびる 
おそれびあり危険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

•ウインドウ ガラスなどには吸盤を取り付けないでください。また、インスト 
ルメントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで<だ 
さい。 

吸盤や容器びレンズの働さをして、車両乂災につなびるおそれびあり危険です。 

•シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働さをして乂災につなびるおそれびあり危険です。 

•車から 離れるときは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にし 
てエンジンを停止し、施錠してください。 

エンジンびかかっているあいだは、車から離れないでください。 

•エンジン 回転中または停止直後は排気管に店\れないでください。 

やけどをするおそれびあります。 

•降雪 時や雪び積もった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重大な健康障害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■排気ガス について 

排気ガスには無色-無臭で有害な一酸化炭素 ( C 0) び含まれているため、排 
気ガスを吸い込むと、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

•換気び 悪い場所では、エンジンを停止してください。 

特に車庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害や死こに 
至るおそれびあり危険です。 

•排気管は ときどき点検してください。排気管の腐食などによる穴や亀裂、およ 
び継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気づいた場合は必ずトヨタ販売 
店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■仮眠 するときは 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による乂災び発生 
するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排気ガスび車 
内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

■ブレーキを かけるとさは 

♦ブレーキび めれているとさは、普段よりもを意して走行してください。ブレー 
キびめれていると、制動距離び長<なり、ブレーキのかかりに、左ちの違いび 
出るおそれびあります。また、パーキングブレーキびしっかりとかからないお 
それちあります。 

♦ブレーキ 倍力装置び機能しないときは、他の車に近付いたりしないでくださ 
し、また、下り坂や急カーブを避けてください。 

この場合ブレーキは作動しますび、通常よりも強く踏む必要びあります。また 
制動距離ち長< なります。 

•万ー エンジンび停止したときは、ブレーキペダルをくり返し踏まないでくだ 
さい。ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまい 
ふ9 〇 

•ブ レーキシステムは2つの独立したシステムで構成されており、一方の油圧シ 
ステムび故障しても、わう一方は作動します。この場合、ブレーキペダルを通 
常より強く踏む必要びあり、制動距離び長くなります。一方のブレーキシステ 
ムしか作動していない状態で走行しないでください。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 

■万一 脱輪したときは （4 WD 車） 

いずれかのタイヤび苗に浮いているとさは、むやみに空転させないでください。 
駆動系部品の損傷や、車両の飛び出しによる思わめ事故につながるおそれびあ 
り危険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 江'言、 

■運転 中は 

坂道で停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■駐車 するときは 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動さ出した 
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだときに急発進するおそれびあります。 

■部品の 損傷を防ぐために 

•パワー ステア U ングモーターの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいにまわし 
た状態を長 < 続けないで < ださい。 

•ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとさは、でさる 
だけゆっくり走してください。 

■走行 中にタイヤびパンクした！5 

次のようなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっかり 
持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

•八ン ドルびとられる 
•異常な 音や振動びある 
♦車両び 異常に傾< 

タイヤびパンクした場合の対処法は P . 292を参照してください。 
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2-1 .運転のしかた 


A 江'言、 

■冠 水路走行に関するま意 

大雨などで冠水した道路では、次のような重大な損傷を受けるおそれびあるた 
め、走行しないでください。 

•エンスト する 

•電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとさは必ずトヨタ販売店 
で次の点検をしてください。 

♦ブレーキの 効さ具合 

♦エンジン- トランスアクスル-トランスファー (4 WD 車)、デイファレンシャル 
などのオイルやフルードの量および質の変化 

♦ プ□ペラシャフト （4 VVD 車） • 各ベア U ング-各ジョイント部などの潤滑不良 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン（イク’こッシヨン）スイッチ（ス7-卜 I ントリ - S スタ-トシステムが装着車) 


■エンジンのかけ方 


固画田パーキングブレーキびかかっていることを確認する 
PUM シフトレノ く一び P の位置にあることを確認する 
お 3 顚 I 3 I ブレーキぺ夕 V レをしっかり踏む 
固画互エンジンスイッチを " START " の位置にまわす 

■ エンジンスイッチの位置の切りかえ 



IT021R004 


□ LOCK ( OFF ) 

-ステア U ング□ックびかかりま 
す。 

-シフトレバーの位置び P のと 
さ、キーを抜さ挿しすることび 
でさます。 

且 " ACC ’’ 

才ーディオなどの電装品び使用で 
さます。 

且 ‘‘ ON " 

すべての電装品び使用でさます。 

□ START " 

エンジンび始動でさます。 
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2-1 .運転のしかた 


曰知識 

■キーを "ACC" か！5 "LOCK" にまねすには 

I ちヨ翻 1 I シフトレバーび P の位置にあることを確認する 



キーを押し込みなびら" LOCK " までまわ 
す 


■ ステアリング □ ックを解除するには 



八ンドルを左ちに動かしなびら、エンジン 
スイッチをまわして<ださい。 


I キー 抜さ忘れ警告 ブザー 

キーび挿してあり、エンジンスイッチび " ACC " または " LOCK " のとき、 
運転席ドアを開けると警告音び鳴ります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■エンジンを $台動するとさは 

必ず運転席に座って行ってください。このとき決してアクセルペダルは踏まな 
いでください。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

■ 緊急時のエンジン停止方法 

走行中にエンジンを緊急停止したい場合は、エンジンスイッチを " ACC " に 
して < ださい。 

ただし、緊急時外は走行中にエンジンスイッチに而れないでください。走行 
中にエンジンび停止すると、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 


A ま意 

■バッテリー あびりを防止するために 

エンジンびかかっていないとさは、エンジンスイッチを " ACC " または" ON " 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを 始動するとき 

•一度に 3日秒じ(上スターターをまわさないでください。 

•エンジンび 冷えた状態で空ぶかししないでください。 

•もし エンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただ 
ちにエンジンの点検を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン(イク‘こッシヨン)スイッチ(ストにントリイスタ-トシステム繞苗 


電子キーを携帯して次の操作を行うことで、エンジンの始動または 
モードを切りかえることびでさまず。 

■ エンジンのかけ方 

固画田パーキングブレーキびかかっていることを確認する 
シフトレノ く一び P の位置にあることを確認する 


I ち3麵 I 3 I ブレーキぺダ;!レをしっかり踏む 

スイッチ上のインジケーターび緑色に点打します。 
緑色に点打していないと、エンジンは始動しません。 



エンジンスタートストップ" 
スイッチを押す 

完全にエンジンび始動するまで、 
ブレーキペダルを踏み続けて < だ 
さい。 

どのモードからでちエンジンを始 
動でさます。 
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2-1 .運転のしかた 


■" エンジンスタートストップ"スイッチのモード切りかえ 

ブレーキペダルを踏まずに"エンジンスタートストップ"スイッ 
チを押すと、モードを切りかえることびでさます。（スイッチを押 
すごとにモードび切りかわります） 



nOFF^ 

非常点滅打び使用でさます。 

且アクセサリーモード 

才ーディオなどの電装品び使用で 
さます。 

スイッチ上のインジケーターび糧 
色に点灯します。 

且イグニッシヨン ON モード 

すべての電装品び使用でさます。 
スイッチ上のインジケーターび程 
色に点灯します。 

^シフトレバーび P じ(外のとさは 
アクセヴ IJ - モードになり、日 FF 
になりません。 


□知識 


■ステアリング□ックび解除できないときは 



"エンジンスタートストップ"スイッチ 
上のインジケーターび緑色に点滅します。 
八ンドルを左ちに動かしなびら、再操作し 
て < ださい。 
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2-1 .運転のしかた 


■エンジンび始動しないときは 

エンジンイモビライヴーシステムび解除されていない可能性びあります。 

(^ P . 73) 

■" エンジンスタートストップ"スイッチ上のインジケーターび糧色に点滅した 
とさは 

システムに異常びあるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 

■自動電源 OFF 機能 

シフトレバーび P にあるとき、]時間じ I 上アクセヴ U —モードにしたままにし 
ておくと、"エンジンスタートストップ"スイッチび自動で OFF になります。 

■クランキングホールド機能 

エンジン始動操作をしてすぐ手を離すと、エンジンび始動するまでスターター 
の回転を最大2己秒間 （1 NZ - FE エンジン搭載車は2日秒間）保持します。 
"エンジンスタートストップ"スイッチを押したままでち、スターターの回転 
は最大で3日秒間です。約3日秒経過してもエンジンび始動しない場合は、ス 
ターターの回転を停止します。その場合は、わう一度エンジンの始動操作をし 
て < ださい。 

■電子キーの電池の消耗について 

^ P . 27 

■ 電子キーの電池び切れたときは 

-^ P . 306 

■スマートエントリー&スタートシステムび正常に働かないおそれのある1|犬況 

^ P . 26 

■ ご留意いただきたいこと 

斗. 28 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■エンジンを $台動するとさは 

必ず運転席に座って行ってください。このとき決してアクセルペダルは踏まな 
いでください。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

■ 緊急時のエンジン停止方法 

走行中にエンジンを緊急停止したい場合には、3秒じ I 上"エンジンスタート 
ストップ"スイッチを押し続けてください。 

ただし、緊急時じ I 外は走行中に"エンジンスタートストップ"スイッチにふ 
れないでください。走行中にエンジンび停止すると、思わめ事故につながるお 
それびあり危険です。 


A 迂思 

■バッテリー あがりを防止するために 

エンジンびかかっていないとさは、"エンジンスタートストップ"スイッチを 
アクセヴ U —モード、またはイグニッション ON モードにしたまま長時間放置 
しないで < ださい。 

■エンジンを 5台動するとさ 

♦エンジンび 冷えた状態で空ぶかししないでください。 

•もし エンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただ 
ちにエンジンの点検を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 

オート7チックトランスミッション 


状況に応じてシフトポジションを選択してくださし、。 

■シフトレバーの動かし方 

► 1 NZ - FE エンジン搭載車 



^スマートエントリー&ス 
タートシステム非装着 
車： 

エンジンスイッチび"日 N " 
の状態で、 ブレーキ ペダルを 
踏んだまま操作します。 

スマートエントリー&ス 
タートシステム装着車： 

" エンジンスタートストッ 
プ"スイッチびイグニッショ 
ン日 N モードの状態で、ブ 
レーキペダルを踏んだまま操 
作します。 

P と D のあいだの操作は、ブ 
レーキペダルを踏み、車を完 
全に止めてから行ってくださ 
し、 



121 





















2-1 .運転のしかた 


► 2 ZR - FAE エンジン搭載車 

^スマートエント U —&ス 
タートシステム非装着 
車： 

エンジンスイッチび"日 N " 
の状態で、 ブレーキ ペダルを 
踏んだまま操作します。 

スマートエント U — &ス 
タートシステム装着車： 

" エンジン スター ト ス トッ 
プ"スイッチびイグニッショ 
ン日 N モードの状態で、ブ 
レーキペダルを踏んだまま操 
作します。 

P と D のあいだの操作は、ブ 
レーキぺダ>1レを踏み、車を完全 
に止めてから行ってください。 


■シフトポジシヨンの使用目的 


シフトポジション 

目的 

1 NZ - FE エンジン搭載車 

2 ZR - FAE エンジン搭載車 

P 

駐車またはエンジン始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行^ 

M 


7速スポーツシーケンシャル 
シフトマチックモード走行 

(^ P . 1 23) 

S 

坂道走行 

^ 

巨 

急な下り坂走行 

^ 


^燃費向上や騒音の低減のために、通常は D ポジションを使用してください。 
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2-1 .運転のしかた 


シフトレバーび M の位置にあるとき、シフトレバーまたはシフトパドル 
を次のように操作でをます。 

►シフト レバー 

n シフトアップ 
且シフトダウン 



1 7速スポーツシーケンシャルシフトマチックモードでの変速段切りかえ 
(2 ZR - FAE エンジン搭載車） 


運転するとさに 
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2-1 .運転のしかた 


►シフトパドルが 



n シフトアップ 
且シフトダウン 


□知識 


■リバース警告ブザー 


シフトレバーを刊こ入れるとブヴーび鳴り、 R にあることを運転萄こ知らせます。 

■シフトレバーを P か5シフトできないときは 

-^P. 304 

■7 速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード走行時の自動変速について 

変速段を固定して走行しているとさでわ、エンジン回転数び上びりすぎそうな 
とさ、または下がりすざそうなとさは、現在の変速段から自動的に]段シフト 
アップ、またはシフトダウンされます。 

■シフトダウン制限警告ブザー 
(7 速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード走行時） 

安全や走行性能を確保するため、シフト操作には制限びあり、操作してもシフ 
トダウンでさない場合びあります。シフト操作によるシフトダウンび行われな 
い場合は警告ブヴーび鳴ります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-1 .運転のしかた 


■シフトレバーを M にしても、シフトポジション•シフトレンジ表示の " M " び 
点なしないときまたは点滅したときは 

システム 異常のおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。この場合、シフトレバーを D にしているときと同じ制御になります。 

■ M ポジションで走行中に停車したときは 

♦停車すると自動的に M ] にシフトダウンされます。 

•停車後、走行するとさは M ] からの発進となります。 

•停車時は M ] に固定されます。 

■-時的な7速スポーツシーケンシャルシフトマチックモードについて 

シフトレバーを D の位置で走行中、シフト 
パドルを操作することにより任意の変速段 
を選択することびでさます。この場合、シ 
フトポジション-シフトレンジ表示の D び 
点打し、変速段び表示されます。 

一時的な7速スポーツシーケンシャルシフ 
トマチックモードは次の状態になると解除 
されます。 

• 同一変速段で、アクセ J レペタレを一定時間！;(上踏み続けたとき 
•アクセ J レペタレを大きく踏み込んだとき 
•シフトパドルのシフトアップ側を一定時間じ(上押し続けたとき 
♦車両停止状態のとさ 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、シフト操作を行わないでください。エンジンブレーキカ 
の急激な変化び、横すベりやスピンの原因になりますので注意してください。 
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2-1 .運転のしかた 

方向指巧レバー 


レノ V — 操作により、次のように運転者の意思を表示することびできます。 



n 左折 
且ち折 

且左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーを離すまで、左側ち向指示 
打び点滅します。 

□ ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーを離すまで、ち側ち向指示 
打び点滅します。 


□知識 
■作動条件 

►スマートエント U —&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ON " のとさ 
► スマートエント U — &スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとさ 
■ 表示なの点滅び異常に速くなったときは 
方向指示打の電球び切れていないか確認して<ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 


n パーキングブレーキをかける 
にはブレーキペダルを踏みな 
びら、パーキングブレーキレ 
バーをいっぱいまで引く 
且パーキングブレーキを解除 
するには、レバーを少し引き 
上げ、ボタンを押しなびら完 
全に下までもどす 


口知識 

■ノ ーキングブレーキ未解除走行時 警告 ブザー 

-^ P . 288 

■冬季のパーキングブレーキの使用について 

「寒冷時の運転」 (^ P . 175) の記載を参照してください。 


A 迂思 

■走行 前のま意 

パーキングブレーキを完全に解除して<ださい。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレーキ 
の効さび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 

ホーン（警音器) 



八ンドルの周辺部を押す 
とホーンび鳴ります。 


□知識 

■八ンドル位置を調整したあとは 

八ンド j レび確実に固定されていることを確認してください。 
固定び不十分だとホーンび鳴らない場合びあります。 (^ P . 56) 
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2-2 .メ ーターの見方 

計器類 


田 旦 且 □ 且且 



□ □ 

ITI22R019 

► スマートエントリー&スタートシステム非 装着 車 

エンジンスイッチを " ON " にするとメーターび点なします。 

► スマートエントリ ー&スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン ON 
モードにするとメーターび点なします。 

□水温計 

エンジン冷却水の温度を 7 T \ します。 

B 燃料計 

燃料残量を示します。 

且タ コメーター 

毎分のエンジン回転数を示します。 

□スピードメーター 
車両の走行速度を示します。 
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2-2 .メーターの見方' 


且オドメーター/卜 U ップメーター、メーター照度調整表示 

オドメーター:走行した総距離を表示します。 

卜 IJ ップメーター： IJ セットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、 
卜 U ップ A • 卜 U ップ目の2種類で使い分けることびで 
さます。 

メーター照度調整表示：メーター照度を調整でさます。 

曰ドライブ モニター 
(^ P . 13己） 

〇表示切りかえボタン 

オドメーター/卜 U ップメーター/メーター照度調整表示の切りかえびでさ 
ます。 （^ P . 131) また、卜 U ップメーター表示中に押し続けると、走行距離 
を日にちどします。 


QDISP ボタン 

(^ P . 13己） 


130 



2-2 .メーターの見方' 


表示の切りかえ 


ボタンを押すごとに次のように切りかわります。 



n オドメーター 
且卜 U ップメーター八 ※ J 
且卜 U ップメーター目 J 
0 メーター照度 調整 表示‘^ 2 
(車幅打点な時、表示されます） 
押し続けると日にもどります。 

^2巧し続けると照度を調整でさ 
ます。 


A ま意 


■エンジン や構成部品への損傷を防ぐために 

•タコ メーターの針びレッドゾーン（エンジンの許容回転数をこえている範囲） 
に入らないようにしてください。 

•水温 計の針び H のレッドゾーンに入ったときは、オーバーヒートのおそれびあ 
るので、ただちに安全な場所に停車してください。完全に冷えたあと、エンジ 
ンを確認してください。 （^ P . 3]2) 
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2-2 .メーターの見方 

表示口/警告口 


メーター. センターパネル内の表示な.警告なでお車の：!犬況をお知5 
せしまず。 

► メーター 
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2-2 .メーターの見方' 


I 表示な 

システムの作動状況を表示します。 


.. I 方向指示表示灯 
V V (斗.126) 


こ DO こ 尾打表示打 (^ P . 1 39) 


ID 


が 


AUTO 

1^ 


へッドランプ 

上向さ表示打 (^ P . 1 40) 

フ □ン トフ ォグランプ 
表示な* (^ P . 144) 
4 WD オートモード 
表示打* (^ P . 151) 


国 


iSBf 


A 


ス u ップ表示好* 

(^ P . 1已 2) 

エコドライブインジケーター 
ランプ (^ P . 105) 

セキュ U ティ表示灯* 

(^ P . 73) 



シフトポジション-シフトレンジ表示 
(^P. 121) 


I 警告な 

万一のシステム異常などを警告します。 （^ P . 288) 


(①） 

口 


り 

か 

艇 )） 

©! 

VSC 


ホ※ 





水 


4 WD 


を 

m 

ぶ 

PASSENGER 

ぶ 




作動確認のためにエンジンスイッチを"日 N " (スマートエント U — &スター 
トシステム非装着車)、または"エンジンスタートストップ"スイッチをイ 
グニッシヨン日 N モード（スマートエント U -& スタートシステム装着車）に 
すると点打し、数秒後またはエンジンをかけると消巧します。点打しない場合 
や点打したままのとさは、システム異常のおそれびあります。トヨタ販売店で点 
検を受けてください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2 .メーターの見方' 


A 警告 

■ 安全装置の警告なび点なしないときは 

A 目 S や SRS エアバッグなどの安全装置の警告灯び、エンジンスイッチを 
" ON " または、"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨ 
VON モードにしても点灯しない場合や点巧したままの場合は、事故にあつ 
たとさに正しく作動せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなび 
るおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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2-2 .メーターの見方 

ドライブ モニター 


ドライブモニターは、外気温-時刻や走行に関するさまざまな情報を 
表71^しまず。 

参時計表示 

時刻を表示します。 

参外気温表示 

外気温を表示します。 

♦ 卜 U ップインフォメーシヨン 

航続可能距離や燃費など、走行に 
関する情報を表示します。 



表示切りかえ 



表示を切りかえるには、 DISP ボタ 
ンを押します。 


表示項目 


時計 


現在の時刻を表示します。 
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2-2 .メーターの見方' 


■ 外気温 



外気温を表示します。 


■ 瞬間燃費 



現在の瞬間燃費を表示します。 


■平均燃費 

U セツトしてからの平均燃費を表示します。 

U セツトするには、平均燃費表示中に DISP ボタンを]秒 
じ(上押し続けます。 

■航続可能距離 

現在の燃料残量で走行でさるおよその距離を表示し 
ます。 

-表示される距離は過去の平均燃費をちとに算出されるた 
め、表示される距離を実際に走行でさるとは限りません。 

-燃料給油量び少量の場合、表示び更新されないことびあり 
ます。 


AVG. 

inn 

• L/.U km/L 


■平均車速 


AVG. 

EilILI km/h 


エンジンを始動してからの平均車速を通算で表示し 
ます。 

U セツトするには、平均車速表示中に D に P ボタンを] 
秒じ(上押し続けます。 


■走行時間 


E/T 

脚 


エンジンを始動してからの走行時間を通算で表示し 
よ9 〇 

U セツトするには、走行時間表示中に D に P ボタンを] 
秒じ(上巧し続けます。 
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2-2 .メーターの見方' 


時計の調整 



時計表示中に DISP ボタンを押し 
続けて、時計表示を点滅させる 


固画互時計表示点滅中に DISP ボタンを押す 

分表示び点滅します。 

(時計表示点滅中に、操作をしないまま約]日秒び経過すると、ちとの時 
計表示にちどります） 

固画[互分表示点滅中に DISP ボタンを押して"分"を設定する 

"分"を設定したら、 DISP ボタンから手を離します。 

約己秒経過すると、時表示び点滅します。 

巨画互時表示点滅中に DISP ボタンを押して"時"を設定する 

"時"を設定したら、 DISP ボタンから手を離します。 

約己秒経過すると、ちとの時計表示にちどります。 
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2-2 .メーターの見方' 


□知識 

■時計の正時合わせについて 

時計表示び点滅しているとさに DISP ボタンを押し続けると、正時に合わせる 
ことびでさます。 

♦日〜29分は切り下げられます。 

• 3 日〜己9分は切り上げられます。 

(例）] :〇日〜] :29 の 場合は] :〇日に、 1:3 日〜] :己9 の 場合は、2:0 日になります。 
■バッテリー端子の脱着をしたときは 

バッテ U —端テの脱着を行うと、次のデータは U セットされます。 

•時計 
♦平均燃費 
•航続可能距離 
•平均車速 
•走行時間 

■ 外気温度表术について 

次の場合は、正しい外気温度び表示されなかったり、温度表示の更新び遅くなっ 
たりすることびありますび、故障ではありません。 

•停車しているときや、低速走行（約20 km / h 1；(下）のとき 
•外気温度び急激に変化したとさ（車庫、トンネルの出入り□付近など） 


A 迂点 

■低温 時の画面表术について 

画面の温度び極めて低いとさは、画面表示の切りかえび遅れる場合びあります 
ので、車内を暖めてください。 


138 








2-3 .ライトのつけ方、ワイパーの使い方 

ライトスイツチ 


レバーの端をまねすと、次のようにライトび点なします。 

□ 車幅な-尾な-番号なを点な 
且上記ライトとへッドランプを 
点打 

且ヘッドランプ、車幅ななどを 
自動点打-消打* 

(コンライト） 

スマー トエント U — & スター トシ 
ステム非装着車： 

エンジンスイッチび"日 N " のと 
さ 

スマートエント U — &スタートシ 
ステム装着車： 

" エンジンスタートストップ"ス 
イッチびイグニツシヨン日 N モー 
ドのとさ 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-3 .ライトのつけち、ワイパーの使いち 


[八イビームに ずる 



n ランプ点な時、八イビームに切 
りかえ 

レバーををとの位置へもどすと□一 
ビームに ちどります。 

且レバーを引いているあいだ、八 
イビームを点な 

ランプび消打していてち、八イビーム 
び点打します。レバーを離すと、□一 
ビームにをどる、または消打します。 
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2-3 .ライトのつけち、ワイパーの使いち 


手動光軸調整ダイヤル（八□ゲンヘッドランプ装着車） 


乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化に合わせて、へッドランプ 
の光軸を調整することびでさます。 

n 上向さに調整 
且下向をに調整 



目盛り設定の目安 


乗員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

乗員 

荷物 

2WD 

(前輪駆動） 

4WD 
(4 輪駆動） 

運転者 

なし 

0 

0 

運転者と助手席乗員 

なし 

0 

0 

全乗員 

なし 

1.5 

1 

全乗員 

ラゲージルーム満載時 

2 

1.5 

運転者 

ラゲージルーム満載時 

3 

2.5 
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2-3 .ライトのつけち、ワイパーの使いち 


曰知識 


■ライトセンサー（コンライト装着車） 

センヴーの上にちのを置いたり、センヴー 
をふさぐようなちのをウインドウガラスに 
貼らないでください。周囲からの光びさえ 
ざられると、自動点打•消打機能び正常に 
働かな< なります。 



■ライト消し忘れ防止機能（コンライト装着車） 

►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを "ACC " または " LOCK" にして運転席ドアを開け 
ると、ヘッドランプと尾好び消好します。 

再びライトを点打する場合は、エンジンスイッチを "ON" にするか、一度 
ライトスイッチを日 FF にもどし、再度 • またはミじの位置にします。 

►スマートエント U — &スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ U —モード、または OFF 
にして運転席ドアを開けると、へッドランプと尾なび消打します。 

再びライトを点打する場合は、"エンジンスタートストップ"スイッチを 
イグニッシヨン日 N モードにするか、一度ライトスイッチを OFF にもどし、 
再度参または = Q の位置にします。 
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2-3 .ライトのつけち、ワイパーの使いち 


■ライト消し忘れ警告ブザー 

へッドランプ-尾打び点打している状態で運転席ドアを開けると、ライト類の 
消し忘れを警告するブヴーび鳴ります。 

(コンライト装着車は、ライト消し忘れ防止機能び働かない場合に作動します） 
►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび" LOCK " のとさに働さます。 

► スマートエント U — &スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチび OFF のとさに働さます。 
■オートレべリングシステム（ディスチャージへッドランプ装着車） 

通行人や対向車びまぶしくないように、乗車人数-荷物の量などによる車の姿 
勢の変化に合わせて、へッドランプの光軸を自動で調整します。 

■販売店で設定可能な機能 

コンライト装着車は、ライトセンサーの感度の設定などを変更でさます。 
(カスタマイズー覧： ^P. 32己） 


A 迂点 

■バッテリー あびりを防止するために 

エンジンを停止した状態でライトを長時間点打しないでください。 
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2-3. ライトのつけ方、ワイパーの使い方 

フ□ントフォグランプスイツチ* 


雨や霧などの悪天候下での視界を確保しまず。 



□知識 
■点口条件 

へッドランプまたは車幅打び点打しているときに使用できます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



















2-3. ライトのつけ方、ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（フロント) 


次のようにレバーを操作して、ワイパーの作動を選択しまず。 



n 間欠作動 ( INT ) 

且低速作動 ( L 0) 

且高速作動 （ HI ) 

Q —時作動 ( MIST ) 

旦ウォッシャー液を出す 
ワイノ（一び連動して作動します。 
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2-3 .ライトのつけち、ワイパーの使いち 


►間欠時間調整式 



n 間欠作動 ( INT ) 

且低速作動 ( L 0) 

且高速作動 （ HI ) 

Q —時作動 ( MIST ) 

旦間欠ワイパーの作動頻度(減) 
B 間欠ワイパーの作動頻度(増) 
□ ウォッシャー液を出す 
ワイノ（一び連動して作動します。 
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2-3 .ライトのつけち、ワイパーの使いち 


□知識 
■作動条件 

►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび "ON " のとさ 
► スマートエント U — &スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとさ 

■ウォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャー液量び不足していないのにウォッシャー液び出ないときは、ノスレ 
のつまりを点検してください。 


A 注后、 

■フ □ントガラスび乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあります。 

■ウ ォツシャー液び出ないときは 

ウォツシャースイツチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまったときは 

ノズルびつまったときはトヨタ販売店へご連絡ください。 
ピンなどで取り除かないでください。 

ノズルび損傷するおそれびあります。 
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2-3. ライトのつけ方、ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（リヤ) 


次のようにレバーをまわして、ワイパーの作動を選択しまず。 

► 定速作動式 
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2-3 .ライトのつけち、ワイパーの使いち 


>間欠作動式 



n 間欠作動 ( L 0) 

且通常作動 （ HI ) 

且ウォッシャー液を出す 
(ワイパー作動中） 

□ ウォッシャー液を出す 
(ワイパー停止中） 


運転するとさに 
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2-3 .ライトのつけち、ワイパーの使いち 


白知識 

■作動条件 

►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ON " のとさ 
► スマートエント U — &スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとさ 

■ウォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャー液量び不足していないのにウォッシャー液び出ないときは、ノスレ 
のつまりを点検してください。 


A 注后、 

■ リヤウインドウガラスび乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあります。 

■ウ ォツシャー液び出ないときは 

ウォツシャースイツチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまったときは 

ノズルびつまったときはトヨタ販売店へご連絡ください。 
ピンなどで取り除かないでください。 

ノズルび損傷するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

4 WD オートモードスイッチ* * 


走行の安全性や運乾性能を高めるため、走行状況に応じて 2 WD (前 
輪駆動）走行と 4 WD (4 輪駆動）走行を自動的に切りかえまず。 



4 WD オートモードを日 N にす 
る 

4 WD オートモード表示打び数回 
点滅後、点打します。 

再度巧すと解除されます。 


曰知識 


■ 4 WD オートモード表示なについて 

• 4 WD オートモードで走行中、前後輪の回転速度の差び大さい状態び長時間 
続いた場合などには、 4 WD オートモード表示打び点滅します。 

表示打の点滅中は駆動系部品の保護のため、後輪への駆動力配分を休止し、 
2 WD モードとなります。 

この場合は、エンジンをかけたまま次の対応を行ってください。 

-表示打び点滅しなくなるまで車速を落とす 
-表示打び点滅しなくなるまで停車する（エンジンは停止しない） 

• 4 VVD システムに異常び発生したときには、 4 VVD オートモード表示打び消灯 
することびあります。この場合には、 4 VVD オートモードスイッチの状態に 
かかわらず 2 WD モードとなります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

運拓を補助する装置 


走行の安全性や運乾性能を高めるため、走行が況に応じて次の装置び 
自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助のなものなので、過 
信せずに運乾には十分に注意してください。 

■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時やすべりやすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ぎ、 
ス U ップを抑制します。 

■ブレー夺アシスト 

急ブレーキ時などに、より大さなブレーキカを発生させます。 

■ VSC (ビークルスタビリテイコント□-ル）* 

急な八ンドル操作や、すべりやすい路面で旋回するとさに横すべりを抑え、車 
両の姿勢維持に寄与します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□—ル）* 

すべりやすい路面での発進時や加速時にタイヤの空転を抑え、駆動力を確保 
します。 

■ EPS (エレクトリックパワーステアリング） 

電気式モーターを利用して、八ンドル操作を補助します。 


(vSC . TRC び作動しているとき 


車両び横すべりしそうになったと 
き、タイヤび空転したときは、 
VSC • TRC の作動を表示するため 
にス U ップ表示なび点滅します。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






























2-4. その他の走行装置の使いち 


□知識 

■ ABS • ブレーキアシスト - VSC . TRC の作動音と振動 

•エンジン始動時や発進直後、ブレーキをくり返し踏んだとさに、エンジン 
ルームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

•上記のシステムび作動すると、次のような現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 
-車両停止後ちモーター音び聞こえる 
- ABS の作動時に、ブレーキペダルびル刻みに動く 
- ABS の作動終了後、ブレーキペダルび少し奥に入る 

■ EPS モーターの 作動音 

八ンドル操作を行ったとさ、モーターの音 （ "ウイーン"という音）び聞こえる 
ことびありますび、異常ではありません。 

■ EPS の効果び下びるとき 

停車中か極低速走行中に長時間八ンドルをまわし続けると、 EPS システムの 
オーバーヒートを避けるため、 EPS の効果び下びり八ンドルび重く感じられる 
ようになります。 

その場合は、八ンドル操作を控えるか、停車し、エンジンを停止してください。 
] 日分程度でちとの状態にもどります。 


A 警告 

■ ABS の効果を発揮できないとき 

•タイヤの グ U ッブ I 年能の限界をこえたとき詹に覆われた路面を過剰に摩耗し 
たタイヤで走行するときなど） 

•雨で めれた路面やすべりやすい路面での高速走行時に、八イド□プレーニング 
現象び発生したとさ 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ ABS び作動することで、制動距離び通常よりも長くなるとき 

A 目 S は制動距離を短くする装置ではありません。なの状況では、常に速度を控 
えめにして前車と安全な車間距離をとってください。 

•ミ 尼-砂利の道路や積雪路を走行しているとさ 

•タイヤ チェーンを装着しているとさ 

•道路の つなぎ目など、段差をこえたとさ 

•凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとさ 

■ TRC の効果を発揮できないとき 

すべりやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両の方向安定性や駆動力 
び得られないことびあります。車両の方向安定性や駆動力を失うような状況で 
は、特に慎重に運転してください。 

■ス リップ表示なび点滅しているときは 

VSC び作動中であることを知らせています。常に安全運転を必がけてください。 
無謀な運転は思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。表示灯び点滅した 
ら特に慎重に運転してください。 

■タイヤを 交換するときは 

4輪とも指定されたサイズで、同じメーカー•ブランド-トレッドパターン 
(溝模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。 

異なったタイヤを装着すると 、 ABS • VSC び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するとさは、トヨタ販売店に相談してください。 
なお、この車は、工場出荷時に装着されるサイズじ I 外のタイヤを装着すること 
はでさません。故障の原因となったり、思わめ事故につながるおそれびあり危 
険ですので、指定サイズ外のタイヤは絶対に装着しないでください。 

■タイヤと サスペンションの取り扱い 

問題びあるタイヤを使用したり、サスペンションを改造したりすると、運転を 
補助するシステムに悪影響をおよぼし、システムの故障につながるおそれびあ 
ります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

ETC システム* 


ETC (Electronic Toll Collection ) システムは、有料道路の通過を 
スムーズに巧うために、自動で料金を精算ずるシステムでず。 

路側無線装置と車両の ETC ユニットとのあいだで通信を行い、料金 
はお客様び登録された ETC 力ードの弓 I き落とし□座か5後日弓 I き落 
とされまず。 



料金所の ETC レーンに設置されています。 

進入車両に対し、メッセージを表示します。 

曰発進制御装置（開閉バー） 

料金所の ETC レーンに、必要に応じて設置されています。 

通過車両の発進-停止を制御するちので、通信び正常に行われると開さます。 

□ 路側無線装置 

料金所の ETC レーンに設置されています。 

料金精算のため、車両の ETC ユニットとの通信を行ラためのアンテナです。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



155 

































2-4. その他の走行装置の使いち 


□ ETC ュニット 

車両に装着されています。 

ETC 力ー ドに格納されている、料金精算に必要なデータを路側無線装置と通信 
するための機器です。 

且 ETC カード 

ETC ユニットに装着する、にチップを搭載した ETC ユニット用力ードです。 
にチップに、料金精算に必要なデータを保持します。 


A 警告 

■ご 利用の前に 

安全のため、運転者は走行中に ETC カードの抜さ挿し、および ETC ユニット 
の操作を極力しないで < ださい。 

走行中の操作は、八ンドル操作を誤るなど思わめ事故につながるおそれびあり 
危険です。車を停車させてから操作をしてください。 


A 迂点 

■その他のサービス（スマートになど）ご利用時は 

その他、 ETC ユニットを用いたサービス（スマートになど）には、さまざまな 
制約びあります。サービス提供者び案内する利用ち法をご確認ください。 


156 







2-4. その他の走行装置の使いち 


A 江'言、 

■ ETC カードを挿入する前に 

ETC 力ー ドの有効期限切れにごを意<ださい。 ETC 力ー ドの有効期限び切れて 

いると、開閉バーび開さません。お手持ちの ETC カードに記載された、有効期 

限をあらかじめ確認してください。 

■ ETC カードを挿入したあとに 

• ETC を利用する際は、あらかじめ ETC 力ードび確実に ETC ユニットに挿入 
されていることと、 ETC ユニットび正常に作動していることを確認してくだ 
さい。 

• ETC ユニットび ETC 力ー ドを認証するまでには数秒かかりますので、料金所 
手前での ETC 力ー ドの挿入はエラーの原因となる場合びあります。 

■料金所を通過するとさは 

• ETC レーンに進入するときは、十分な車間距離をとり、約 20km/hlU 下の安 
全な速度で進入してください。 

• ETC レーンに設置されている開閉バーは、 ETC ユニットと路側無線装置のあ 
いだの通信、あるいは ETC ユニットと ETC 力ー ドとの通信び正常に行われ 
なかった場合は、開かないことびありますのでご注意ください。 

• ETC レーンを通行するとさは、前車との車間距離を保持した上で、開閉バー 
の手前で安全に停止でさるように十分に減速し、開閉バーび開いたことを確認 
してから通行してください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


[ etc ユニツトについて 

■取り付け位置 



運転席インストルメントパネルち 
下にあります。 

エンジンスイッチを "ACC" また 
は"日 N " (スマートエント U-& ス 
夕ートシステム非装着車）、"エンジ 
ンスタートストップ"スイッチをア 
クセヴ U —モードまたはイグニッ 
シヨン日 N モード（スマートエント 
リー&スタートシステム装着車）に 
すると、 ETC ユニットの電源び入り 
ます。 


■ 各部の名称 


n B PQ □ 


履歴 

】 □□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□[ 

j 口 C3 

€TC ‘ 

一 ^ : 

瓜 L 

1 ,, 

1 


1 

1 ‘ 



白 □ □ 

a50c026 


n 利用履歴確認スイッチ 
且 スピーカー部 
且緑ランプ 
Q 糧ランプ 
旦イジエクトスイッチ 
□ ETC 力ー ド挿入 □ 

〇音量調整スイッチ 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


□知識 

■ ETC を利用する前に 

はじめて ETC システムを利用するとさは、あらかじめ ETC ユニットのセット 
アップ手続さび必要です。 

♦詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

♦セットアップ手続さには、別途費用び必要です。 

■適合シールについて 

本製品は電波法の基準に適合しています。製品に貼り付けられているシールは 
その証明ですので、はびさないでください。 

また、本製品を分解•改造すると、法律により罰せられることびあります。 

■フ□ントガラスのよごれや積雪びひどい場合は 

それらを取り除いてください。 

■お車のナンバープレートび変更になった場合は 

再度 ETC ユニットのセツトアップ手続さび必要になりますので、トヨタ販売店 
にご相談ください。 


公 ま意 


■取り扱い上の注意 

•路側 無線装置との通信のさまたげにならないよう、 ETC ユニットのアンテナ 
(インストルメントパネル中央付近に内蔵されています）上方には物を置かな 
いで < ださい。 

• ETC ユニットの内部に異物などを入れないでください。 ETC ユニットび故障 
するおそれびあります。 

♦ ETC ユニットに衝撃を与えないでください。 ETC ユニットび故睛破損する 
おそれびあります。 

•めれ た手で ETC ユニットに而れたり、水（液体など）を付着させないでくだ 
さし、 ETC ユニット内部に水び入り、故障•破損するおそれびあります。 

•巧れ たとさは、やわらかい乾いた布で巧れを店\さ取ってください。ワックス • 
シンナー-アルコールなどは絶対に使用しないでください。 ETC ユニットび 
変形-故障する場合びあります。 

♦車両] 台に巧して複数の ETC ユニットを取り付けると、ゲートの開閉ノく一び開 
かないことびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


[ etc カードについて 



ETC 力ードの取得には、お客様自身 
による、別途申し込みび必要です。 


A ま意 


■取り扱い上のま意 

• ETC 力ー ドの取り扱いについては、 ETC 力ー ド発行会社の提示する注意事項 
に従ってください。 

• ETC 力ー ドには有効期限びあります。 

有効期限内の ETC 力ー ドをご利用ください。 

•セ □八ンテープ•シールなどび貼ってある ETC カードや金属端テ（にチップ） 
び巧れている ETC 力ー ドは使用しないでください。 

ETC ユニットび正常に作動しなくなったり、 ETC カードび取り出せなくなる 
など、故障の原因となるおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


fETC カードを挿入ずる 

固画のエンジンスイッチを " ACC " または " ON " (スマートエント 
リー&スタートシステム非装着車)、"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチをアクセサリーモードまたはイグニッシヨン ON 
モード（スマートエントリー&スタートシステム装着車）にする 

ETC ュニットの緑ランプと程ランプび同時に点打し、しばらくすると消打 
します。 

ETC カードを挿入する 

図のよラに正しい向さでしっかりと 
挿し込みます。 

「ピッ」とブヴーび鳴り、緑ランプび 
点滅します。 


固画]互 I ETC 力ードび認証される 


正しく認証された場合： 


曰ド菜内 

「ポーン ETC 力ードび挿入されました」 

ETC ユニット 

緑ランプび点好したまま 


ETC システムは、この状態でご利用ください。 

正しく認証されなかった場合： 

憧ランプび点滅し、統ーエラーコード (^P. 169) を音声でお知らせ 
します。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


□知識 

■程ランプび点なしているときは 

ETC ユニッ トのセットアップ手続さびでさていないので使用でさません。 

■有効期限切れ-解約済みの ETC カードを挿入したときは 

エラー表示はされませんび、開閉バーは開さません。 


A 江'言、 

■緑 ランプび点滅しているときは 

ETC カードを抜かないでください。 

ETC 力ー ド内のデータび破損するおそれびあります。 

■エラーび 発生したとさは 

ETC ユニットや ETC カードにエラーび発生した場合は、憧ランプび点滅し、 
統ーエラーコードを音声でお知らせします。 

「統ー エラーコー ドー覧」 (^ P . 169) の記載に従って対処してください。 
■エンジン 始動時にエラーび発生したときは 

いったんエンジンを停止させ、再度始動してみてください。 

エラーび解消しないとさは、トヨタ販売店で点検を受けてください。 

■ ETC 力ー ド挿入時にエラーび発生したときは 

いったん ETC 力ードを抜さ、挿入ち向を確認して、再度挿し込んでみてください。 
エラーび解消しないとさは、トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


I ETC カードを巧き取る 

I 日111 1 1 1 安全な場所に停車する 

固画[互エンジンを停止する前に±を押す 

ETC カードを抜さ取る前にエンジンを停止すると、「カード抜さ忘れ警告」 
でお知らせします。 

固画回 ETC ュニットから ETC 力ー ドを抜き取る 

□知識 

■ ETC カードの盗難を防ぐために 

ETC 力ー ドを残したまま、お車から離れないでください。 

■カード抜き忘れ警告 

ETC カードを抜さ取る前にエンジンを停止すると、 「ピーカードび残っていま 
す」 という音声でお知らせします。 

•音量を日に設定した場合は、 「ピ ー 」というブヴー音のみでお知らせします。 
•この機能を働かないようにする （ OFF にする）ことびできます。 

■カード抜き忘れ警告の設定変更 

ETC カードび挿入され、緑ランプび点打している状態で I 履歴]と r^j を同時 
に押し続けます。（約2秒間） 

•操作をするごとに 「ピッピッ」 と音びし、機能の日 N / OFF び切りかわります。 
•操作は、安全な場所に停車した上で行って<ださい。 


A ま意 

■お 車か5離れるときは 

ETC カードを車内に残したままにしないでください。車内の温度上昇により、 
ETC カードび変形したり、 ETC カード内のデータび破損するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


| etc 利用中のランプ表示と通知音について 

車両走行中は、状況に応じて ETC ユニットのランプ表示びかわり、併せて 
音声で通知されます。 


■ ETC ゲート（入 □) • 検札所-予告アンテナ- ETC 力ード未挿入 
お知5せアンテナを通過したとさ 


予告アンテナ/ 

ETC 力ード未挿入お知らせアンテナ 



進行ち向 


ITI24R009 


通信び正常に行われた場合： 


ランプ 

表示 

緑ランプび点打した 
まま 

通知音^ 

「ピンポン」 


《ETC カード未挿入お知らせアンテナ 
を通過したとさは、通知されません。 


通信び正常に行われなかった場合： 


憧ランプび点滅し、統ーエラーコード 
を音でお知らせします。 

「統ーエラーコードー 覧」 （^P. 169) 
の記載に従って対処してください。 


■ ETC ゲート（出 □/ 精算用）を通過したとき 


開閉パー1 



車両 


進行ち向 


ITI24R010 


通信び正常に行われた場合： 


ランプ 

表示 

緑色ランプび点打し 
たまま 

通知音 

「ピンポン」 

H 声案内 

通行料金を通知 


通信び正常に行われなかった場合： 
糧ランプび点滅し、統ーエラーコード 
を音でお知らせします。 

「統ーエラーコードー 覧」 （^P. 169) 
の記載に従って対処してください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


□知識 

■通知音について 

道路側システムにより通信び正常に行われた場合、 1 つの ETC ゲートで 2 回通 

知されることびあります。 

■道路設備について 

•予告アンテナは、料金所の手前に設置され、 ETC ユニットと通信し、 ETC 
ゲートを利用できるかどうかを ETC ユニットを通じて運転萄こあらかじめ 
通知するためのアンテナです。 

• ETC カード未挿入お知らせアンテナは、料金所の手前に設置され、 ETC ユニッ 
卜と通信し、 ETC ユニットに正しく ETC 力ー ドび挿入されていない場合に、 
ETC ユニットを通じて運転者にあらかじめ通知するためのアンテナです。 

♦予告アンテナ- ETC カード未挿入お知らせアンテナは、道路側のシステムに 
より、設置されている場合と設置されていない場合びあります。 

■ ETC 力ードを挿入しないまま走行したときは 

ETC カードび未挿入の状態で、予告アンテナや ETC カード未挿入お知らせア 

ンテナを通過した場合は、憧ランプび点滅し、 「ピー ETC をご利用できません 

エラー 01」という音声でお知らせします。これは、 ETC システムび利用でさ 

ないことを通知するちので、 ETC ユニットの故障ではありません。 

■通行料金の通知について 

♦通知される通行料金は、割り弓Iきなどにより実際と異なる場合びあります。 

♦他のナビ案内などと重なったときは、通行料金び案内されないことびあり 
よ9 〇 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 江'言、 

■走行 時のま意 

♦走行 中、運転者は ETC ユニットのランプ表示を見ないでください。 

• ETC ゲート進入時は、十分減速してください。 

• ETC ゲート通過時は、 ETC ゲート付近に表示されている案内に従って走行し 
て < ださい。 

• ETC ゲートの開閉ノ く一び開かない場合は、料金所係員の指示に従ってください。 
•その他、 道路事業ちの発行する利用ち法に従って<ださい。 

•必ず、 ETC ゲート（入口）で使用した ETC 力ードで、 ETC ゲート（出口/ 
精算用）または検札所を通過してください。 

• ETC 力ー ド未挿入お知らせアンテナ- ETC ゲート-検札所-予告アンテナ付 
近では、 ETC カードを抜かないでください。 ETC カード内のデータび破損す 
るおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


f 利用履歴の確認 

有料道路の利用曰および通行料金を音声で確認でさます。 

停車中で、 ETC カードび挿入され、緑ランプび点打しているとさに利用 
でをます。 

I な麵1 1 1履歴を押す 

最新の利用履歴び案内されます。 

固画互履歴をさかのぼるとさは再度 111] を押す 

押すごとにちい利用履歴に切りかわります。 

最ち過去の履歴の次は、最新の履歴にをどります。 

案内終了後、約]秒喊^上たってから 111] を押した場合は、最新の利用 
履歴から案内されます。 


口知識 

■利用履歴について 

♦利用履歴は ETC 力ードに記録されるため、最大記録件数は使用する ETC 力一 
ドにより異なります。 爆大10日件） 

♦利用履歴の最大記録件数をこえた場合は、最ちちい利用履歴び消去されます。 
•利用履歴びない場合は、 「利用履歴はありません」 と案内されます。 

♦利用曰の情報び正しくない場合は、 「利用日付は不明です」 と案内されます。 
♦通行料金の情報び正しくない場合は、 「料金は不明です」 と案内されます。 


A 江'言、 

■使用 時のま意 

ETC ゲート付近では、利用履歴の確認を行わないで<ださい。路側無線装置と 
通信びでさな < なるおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


[音量調整 


D 


履歴 

□ ロロロ□ロロロロロロ 。つ ^Tr 

□ □□□□□□□□□□ 

VOL 


W 

V っ 

' 1 1 ' 


な 

a50c057 


n 音量大 
且音量ル 


調整結果び音声で案内されます。 


曰里 

曰ド杂内 

1 〜 8 

「音量〇〇です」 

0 

「音芦案内を中止しま 
す」 


曰知識 


■音量調整について 

•音量調整は、次のような案内に有効です。 

. 未セットアップ状態の通知 
-エラー発生時のブヴー音 
-カード抜さ忘れ警告 
-利用履歴の確認 
-音量調整時の案内 

参音声案内を中止（音量日）に設定してあってち、エラー発生時には音量]で 
出力されます。 

♦ ETC ユニットび未セットアップ状態(セットアップ手続きをしていない状態) 
の通知は、 ETC ユニットを消音（音量日）にすると出力されません。 


I 記録された統ーエラーコードの確認 

ETC ユニットは、最後に発生した統ーエラーコード UP . 169) を記 
録しています。次の手順で確認でさます。 

同 画 m ETC カードをあく (カードび挿入されている場合のみ） 

I 履歴 I を押し続ける（約 2 秒じ(上） 
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最後に発生した統ー エラーコー ドを音声でお知らせします。 









































2-4. その他の走行装置の使いち 


国無一 - E フ — 」— 1^— 見 

ETC の利用中にエラーび発生したとさは、問題の概要と共に、統一 
エラーコード（エラー 0] 〜 07) を音声でお知らせします。 

次の表に従って、それぞれ対処してください。 


統 ーエラー 
コード 

異常の内容 

異常の原因 

対処ち法 

01 

ETC 力ード 

挿入異常 

-通信時に ETC カードび 
挿入されていない 
- ETC 力ー ドの挿入状態 
び悪い 

ETC 力ー ドの挿入状態を 
ご確認の上、再度挿入し 
て < ださい。 

02 

データ処理 

異常 

- ETC 力ー ドへの読み出 
し、書さ込みエラー 
- ETC 力ードと ETC ュ 
ニットの接点不良 (ETC 
カードアクセス中の瞬 
断） 

-読み出し中、書さ込み中 
カードのイジェクト 

ETC 力ー ド挿入時： 

挿入された ETC カードの 
データび読み出せません 
でした。再度挿入してく 
ださい。 

エラーび解消しない場合 
は、トヨタ販売店へお問 
い合わせください。 

ETC ゲート通過前： 

料金所にて車両の停止び 
案内されることびありま 
す。車両停止後、料金所 
係員の指示に従って<だ 
さい。 

ETC ゲート通過後： 

次の料金所にて車両の停 
止び案内され る ことびあ 
ります。料金所係員のい 
る一 般レーン （ ETC /- 
般共用レーンを含む）へ 
進入してください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


統ーエラー 
コード 

異常の内容 

異常の原因 

対処方法 

03 

ETC 力ード 

異常 

- ETC カードび故障してい 
る 

-にカードじ(外のカードび 
挿入され、通信しない 
- ETC 力ー ドの誤挿入 
(裏面、挿入方向違い） 

挿入されたカードび ETC 
カードであると認識でさ 
ませんでした。正しい 

ETC カードであること、 
および挿入ち向などをご 
確認の上、再度挿入して 
<ださい。 

エラーび解消しない場合 
は、トヨタ販売店へお問 
い合わせください。 

04 

ETC ユこット 

故障 

自己診断の結果、 ETC ユ 
ニットの故障と判断され 
た 

再度エンジンを始動して 
みて < ださい。 

エラーび解消しない場合 
は、トヨタ販売店へお問 
い合わせください。 

05 

ETC 力ード 

情報の異常 

- ETC カードとの認証エラー 
- ETC 力ード政外のに力一 
ドび挿入 

-認証中 ETC 力ー ドのイ 
ジェクト 

. 未 セッ トアップ状態で 
の ETC 力ー ドの挿入 

挿入されたカードび ETC 
カードであると認識でき 
ませんでした。正しい 
ETC カードであること、 
および挿入ち向などをご 
確認の上、再度挿入して 
<ださい。 

エラーび解消しない場合 
は、トヨタ販売店へお問 
い合わせください。 

06 

ETC ユこット 

情報の異常 

路側無線装置との認証エ 
ラー 

ETC ユニットと料金所間 
におけるデータ処理にエ 
ラーび発生しました。 
料金所係員の指示に従つ 
て < ださい。 

07 

通信異常 

路側無線装置との通信び 
途中で終了した 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


□知識 

■この場合は異常ありません 

• ETC 力ード未挿入お知らせアンテナ等と通信した際、統ーエラーコード （07) 
と通知されることびありますび、 ETC ユニットの故障ではありません。 

• ETC ユニットの無線通信を利用して、駐車場管理システムなどび運用されて 
います。有料道路の料金支払いと異なる通信を行った場合、統ー エラーコー 
ド (01) または (07) と通知されることびありますび、 ETC ユニットの 
故障ではありません。 

■ ETC ゲート通過後にエラーび発生した場合 

ETC カードを抜くと、エラー音び停止します。再度、 ETC カードを挿入する 
と、 「ポーン ETC カードび挿入されました」 の音声と同時に緑ランプび点打し 
ますび、次の料金所にて車両の停止び案内されることびあります。 
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2-日.様々なが況での運転 

巧物を積むとをのま意 


安全で快適なドライブをずるために、荷物を積むときは次のことをお 
守りください。 


♦ でさるだけ荷物はラゲージルームに積む 

• 荷物び安全な位置に置かれているか確認する 

•走行中のバランスを維持するために重さび偏らないように積む 

•燃費び悪化しないようにするために、不要な荷物は積まないよう 
にする 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■積んで はいけないもの 

次のようなわのを積むと引乂するおそれびあり危険です。 

•燃料び 入った容器 
•スプレー 吿 

■荷物を 積むときは 

次の警告をお守り<ださい。お守りいただかないと思わめ事故につながるおそ 
れびあり危険です。 

•でさる だけ荷物はラゲージルームに積んでください。 

•なの 場所には荷物を積まないでください。 

お守りいただかないと、ブレーキペダル • アクセルペダルを正しく操作できな 
かったり、荷物び視界をさえざったり、荷物び乗員に衝突したりして、思わめ 
事故につなびるおそれびあり危険です。 

-運転席足元 

-助手席や U ヤ席（荷物を積み重ねる場合） 

-パッケージトレイト U ム（販売店オプション） 

-インストルメントパネル 
-ダッシュボード 

•室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

安定していないと、急ブレーキや事故の際に投げ出され、乗員を傷付けるおそ 
れびあります。 

•シー ト背もたれより高いものをラゲージルームに積まないでください。 

急ブレーキや事故の際に、投げ出され、乗員を傷付けるおそれびあります。 

•後 席のシート背ちたれを折りたたんで、寸法び長い荷物を積むとさは、でさ 
るだけ前席シート背もたれの真うしろには積まないでください。 

•ラ ゲージルームに人を乗せないでください。乗員用には設計されていませ 
ん。乗員は、適切にシートベルトを着用させ、座席に座らせてください。 
お守りいただかないと、急ブレーキや衝突の際に、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■荷物の 重量 • 荷重のかけ方について 

•荷物を 積み過ぎないで<ださい。 

•荷重を 不均等にかけないようにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やブレーキ制御の低 
下により思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあります。 


A 注后、 

■ルーフラック し娘売店オプション）などに荷物を積むときは 

ルーフの中央部分に手をついたり、強く押したりしないでください。 
ルーフびへこむおそれびあります。 
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2-5. 様々なが況での運転 

寒を時の運拓 


寒冷時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいた上で適切 
に運転してください。 

■冬の前の準備 

•次のわのはそれぞれ外気温に適したわのをお使いください。 

-エンジンオイル 
• 冷却水 

-ウォッシャー/ィタ 

参バッテリーの液量-比重を点検してください D 

•を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（前部タイヤ用）を用意して 
<ださい。 

タイヤは4輪とわ指定サイズで同一銘柄のわのを、タイヤチェーン 
はタイヤサイズに合ったものを用意してください。 

(タイヤについて： ^ P . 244) 

■運転ずる前に 

状況に応じて次のことを行ってください。 

• ドアやワイパーび凍結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を溶かし、すぐに水分を十分に 
而き取ってください。 

♦ フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ□に雪び積もって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取り除いてください。 

• 足まわりに氷び付いているとをは、氷を取り除いてください。 

♦ フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷び付いているとさは、取 
り除いて < ださい。 
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2-5. 様々な状況での運転 


■運転ずるときは 

ゆっくりスタートし、速度を控えて走行してください。 

■駐車ずるときは 

パーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
な < なるおそれびあ0ます。 

パーキングブレーキはかけずに、シフトレバーを P に入れて駐車 
し、輪止め^をしてください。 

^輪止めは、トヨタ販売店で購入することびでさます。 


□知識 


■寒冷地用ワイパーブレードについて 


•降雪期に使用する寒冷地用ワイパーブレードは、雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分をゴムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
お求めください。 

♦高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスびふさ取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取り付け-取りはずし-取り扱いち法については次の指示に従ってください。 
♦安全に作業でさる場所で行う 
♦前2輪に取り付ける 

♦タイヤチェーンに付属の取り扱い説明書に従う 
♦取り付け後日.日〜].0 km 走行したら締め直しを行う 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■冬 用タイヤ装着時の警告 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールび不能となり、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使用する 
•空気 圧を推奨値に調整する 

•装着す る冬用タイヤの最高許容速度や制限速度をこえる速度で走行しない 
•冬 用タイヤを装着する際は、必ず4輪とち装着する 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、安全に車を運転することびできずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•装着 したチェーンに定められた制限速度、もしくは3日 km/h のどちらか低い 
ちをこえる速度で走行しない 

•路面の 凹凸や穴を避ける 
•急 八ンドル-急 ブレーキを避ける 

•カーブの 入り□手前で十分減速して車のコント□ールを失うのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングブレーキをかけずに駐車するとさは、必ず輪止めをしてください。 

輪止めをしないと、車び動さ思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 江'言、 

■タイヤ チェーンの使用について 

トヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。 

トヨタ純正品外のタイヤチェーンを使用時、適切に装着されない場合、車体 
にあたり、走行のさまたげとなるおそれびあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

■フ □ントウインドウガラスに付いた氷を除まするときは 

たたいて割らないで<ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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室内装備の使い方 


3-1 .エアコン.デフォッガーの 
使い方 

マニュアルエアコン . 180 

オートエアコン . 185 

U ヤウインドウデフォッガー 

(曇0取 0). 192 

フ□ントワイパー 
デアイサー . 194 

3-2. オーディオの使い方 

オーディオインデックス ...... 195 

ラジオの使いち . 197 

CD プレーヤーの使いち ....... 199 

MP 3/ WMA ディスクの 

聞きち . 205 

快適に聞くために . 212 

AUX (外部入力接続）端テの 

使いち . 214 

アンテナ . 216 

3-3. 室内なのつけ方 

室内打一覧 . 217 

•ルームランプ . 218 

•パーソナルランプ . 218 


3 


3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 220 

-グ□ーブボックス . 221 

-コンソールボックス . 221 

-カップホルダー . S 23 

-ボトル ホルダー . 224 

-オープントレイ . 22己 

•ユーテイ U テイスペース ....... 227 

- ルーフ サイ ドネット 

ポケット . 228 

-カードホルダー . 228 

3-5. その他の室内装備の 
使いち 

サンバイヴー . 229 

バニテイミラー . 230 

アクセサリーソケット . 231 

リヤセンター 

ァームレスト . 232 

フ□ァマット . 233 

ラ ゲージルーム 内装備 . 234 
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3-1 .エアコン-デフォッガーの使い方 

マニュアルエアコン* 


吹さ出し口切りかえダイヤル 



ITO31R018 


I エアコンの設定 

■基本設定 

固画で冷房-除湿機能を日 N にし、風量を調節するには、風量調節ダイ 
ヤルをち（増）か左（減）へまわす 
送風を止めるときはダイヤルを日の位置に合わせてください。 

固画回温度設定を変更するには、温度調節ダイヤルをち（暖）か左（冷） 
へまわす 

( a/C ) び押されていない場合は、送風または暖房で使用できます。 

固画回吹さ出し□を切りかえるには、吹さ出し□切りかえダイヤルを 
まわし吹さ出し□を選ぶ 

ダイヤルの位置を各吹さ出し□のあいだにすると、吹さ出し□を細かく選択 
でさます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





























3-1 .エアコン-デフォッガーの使い方 



上半身に送風 



上半身と足元に送風 



足元に送風 


室内装備の使いち 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 



足元に送風-ガラスの曇りを取る 


:寒冷地仕様車のみ 

ガラスの曇りを取る 

自動的に外気導入に切りかわります。 

( a / c ) を押し;令房•除湿機能を日 N 
にすると、曇りび早く取れます。 


■外気導入-内気循環を切りかえるには 



知 を押す 

ボタンを巧すたびに外気導入-内気循環び切りかわります。 

内気循環を選択しているとさは、（な〇の表示打び点打します。 
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3-1 .エアコン-デフォッガーの使い方 


風向きの調整-吹き出し□の開閉 



n 風向きの調整 

フィンを動かして調整します。 

且吹さ 出し□の開閉 

開けるときはフィンのくぼみ部分を 
押します。 

閉めるとさはフィンを押し下げます。 


室内装備の使いち 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


□知識 

■内気循環について 

内気循環を使うとガラスび曇る場合びあります。 

■ 外気温度び0で lU 下のとき 

( A / C ) を押しても冷房-除湿機能び働かない場合びあります。 

■吹き出し□をみジにしたとき 

頭寒足熱を目的とした吹さ出し□のため、温度調節ダイヤルの位置によっては、 
足元に送られる風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 


A 警告 

■フ □ントガラスの腿りを防止するために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを低い設定温度で作動させているとさは、吹 
さ出し□切りかえダイヤルを巧京の位置に合わせないでください。外気とガラス 
の温度差でガラスの外側び曇り、視界をさまたげる場合びあります。 


A 江'言、 

■バッテリー あびりを防ぐために 

エンジン停止中は、必要じ I 上にエアコンを使用しないでください。 
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3-1. エアコン-テフォツカーの使い方 

オートエアコン* 


設定温度に合わせて吹き出し□と風量を自動で調整しまず。 



オートエアコンを使うには 


I ち麵1 1 ^を押す 

吹さ出し□と風量び自動で調整されます。 


設定温度を上げるとさは 


の▲を、下げるとさは▼を押す 


^を押す 

ボタンを押すたびにエアコンの日 N • OFF び切りかわります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使いち 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


I お好みの設定で使うとき 

■基本設定 

固画の風量をかえるには、 



の▲(増）か▼(減）を押す 


送風を止めるときは 



を押します。 


固画互設定温度をかえるには、温度を上げるとさは 
げるとさは▼を押す 


の▲を、下 


固画[互吹さ出し□を切りかえるには、 



を押す 


押すたびに吹さ出し□び切りかわります。選択した吹さ出し□に従って次の 
よラに送風されます。 



上半身に送風 
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3-1 .エアコン-デフォッガーの使い方 



// ITI31R028a 


足元に送風 


:寒冷地仕様車のみ 



足元に送風-ガラスの曇りを取る 


■外気導入-内気循環を切りかえるには 

を押す 

ボタンを押すたびに外気導入.内気循環び切りかわります。 
内気循環を選択しているとさは、しう/の表示巧び点打します。 


室内装備の使いち 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


フ□ントガラスの墨りを取るには 



を 


を押す 

エアコンび作動します。 


曇りび取れたら再度 苗\ を巧すと、 
前のモードにちどります。 


粉除去機能を使うには 


を押す 

内気循環に切りかわり、上半身に送風して花粉を除去します。通常約3分後に 
を押す前のモードにちどります。 

途中で作動を止めるとさは、再度を押すと前のモードにちどります。 
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3-1 .エアコン-デフォッガーの使い方 


風向きの調整-吹き出し□の開閉 



n 風向きの調整 

フィンを動かして調整します。 

且吹さ 出し□の開閉 

開けるときはフィンのくぼみ部分を 
押します。 

閉めるとさはフィンを押し下げます。 


室内装備の使いち 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


□知識 


■オート設定の作動について 

風量は温度設定と外気の状態により自動で調整されます。次のような制御をす 
る場合びあります。 


//km/ 


を押した直後、温風や冷風の準備びでさるまでしばらく送風び停止す 


る 

•暖房時、冷風を上半身に向けて送る 

■内気循環について 

内気循環を使うとガラスび曇る場合びあります。 

■内外気切りかえについて 

設定温度や室内温度などにより、自動的に内気循環または外気導入へ切りかわ 
る場合びあります。 

■フ□ントガラスの屢りを取るとき 

内外気の温度によって、自動的に外気導入に切りかわる場合びあります。 

■ 外気温度び0で下のとき 



を押しても冷房-除湿機能び働かない場合びあります。 


■花粉除去モードについて 

•外気温び低いとさは、ガラスの曇りを防止するために次のような作動をする 
場合びあります。 


-内気循環に切りかわらない 
-エアコンの電源び自動的に入る 
•約]分後に作動び停止する 

•湿度び非常に高いとさに使うとガラスび曇る場合びあります。 

•花粉除去モードび OFF のとさも花粉はフイルターで取り除かれています。 
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3-1 .エアコン-デフォッガーの使い方 


■吹き出し□を V ジにしたとき 

頭寒足熱を目的とした吹さ出し□のため、設定温度によっては、足元に送られ 
る風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 

A 警告 

■フ □ントガラスの腿りを防止するために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを低い設定温度で作動させているとさは、 


を 


を押さないで<ださい。外気とガラスの温度差でガラスの外側び曇り、 


視界をさまたげる場合びあります。 


A ま意 


■パ’ ッテリーあびりを防ぐために 

エンジン停止中は、エアコンを必要 LU 上に使用しないでください。 


室内装備の使いち 
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3-1 .エアコン-デフォッガーの使い方 

リヤウインドウデフォッガー（曇り取り) 


リヤウインドウの量りを取るときにお使いください。 


►マニュアルエアコン装着車 




ON / OFF を切りかえる 

寒冷地仕様車では、約 ] 己分で自 
動的に日 FF になります。 


ON / OFF を切りかえる 

約]己分で自動的に OFF になり 
ます。 


□知識 

■作動条件 

►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ON " のとさ 
► スマートエント U — &スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとさ 

■ S ラーヒーター*について 

U ヤウインドウデフォッガーを ON にすると、ミラーヒーターも同時に作動し 
ます。ドアミラーから雨滴や霜を取るときに使用してください。 

* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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3-1 .エアコン-デフォッガーの使い方 


A 警告 

ラーヒーター^乍動中の警告 

ドア S ラーの表面び熱くなります。やけどをするおそれびありますので店\れな 
いで < ださい。 


A 江'言、 

■バッテリー あびりを防ぐために 

連続して長時間使用すると、バッテ U —あがりの原因となります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使いち 
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3-1 .エアコン-デフォッガーの使い方 

フ□ントワイパーデアイサー* 


フ□ントガラスとワイパーブレードの凍結を防ぐためにお使いくだ 
さい。 



ON/OFF 

フ□ントワイパーデアイサーは、 
約]己分で自動的に OFF になり 
ます。 


A 警告 
■作動 中の警告 

フ□ントウインドウガラス下部およびフ□ントピラー横の表面び熱くなってお 
り、やけどをするおそれびあるので而れないで<ださい。 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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3-2 .オーディオの使い方 

オーディオインデックス 


► CD プレーヤー、 AM / FM ラジオ* 



IT032R003A 


タイトル 

参照ページ 

ラジオの使いち 

P . 197 

CD プレーヤーの使いち 

P . 199 

MP 3/ WMA ディスクの聞きち 

P . 20己 

快適に聞くために 

P . 212 

AUX (外部入力接続）端テの使いち 

P . 214 

アンテナ 

P . 216 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使いち 
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3-2. 才ーデイオの使いち 


白知識 

■携帯電話の使用 

オーディオを聞いているとさに、車内または車の近くで携帯電話を使用した場 
合、オーデイオのスピーカーから雑音び聞こえることびあります。 


八 ま意 

■バッテリー あびりを防ぐために 

エンジン停止中にオーディオを長時間使用しないでください。 

■オーディオの 取り扱いについて 

オーディオに飲み物などをこぼさないように注意してください。 
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3-2. オーディオの使い方 

ラジオのほい方 


電源 

PWR-VOL 


音量 

PWR.VOL 


周波数の調整 


選局 



© 

FOLDER 

© 




おのの 000000 

mimEi 

下 DISCCROUP FLD ART TR FLE AUTO-P 

占品古だミ-品だ占品-古だミミ;品占品古お古品占品古品思 古卜 

1クさ RAND 1 1巴ク RPT. 

V D に C へ ◄◄VFOLDER へ ►► 



1 1 

2 

3 D 

0 4 

5 

ら I 



I TEXT I 

■■りり 

DISC-AUX [ 

] FM 

AM 


© 

SEEK 

TRACK 


I AUTO.P] 


周波数の 

探索 


交通情報 AM / FM の切りかえ 


放送局の自動設定 

ITO：32R004A 


放送局を記憶させる 


I 手動設定 


I ち別部1 I 


をまわして、または 


TSd。c 


© 

SEEK 

TRACK 

© 


の" A " (高い周波数）側、ま 


たは" V "(低い周波数）側を押して、お好みの放送局を探す 

画歷互記憶させたいスイッチ胃〜胃を"ピッ"と音び鳴るま 
で押す 

■自動設定 

を"ピッ"と音び鳴るまで押す 

受信感度の良い順に6局まで記憶されます。記憶び終了すると"ピー"と音び鳴 
ります。 


室内装備の使いち 
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3-2. 才ーデイオの使いち 


I 交通情報を受信ずる 

I .…11 I を押す 

ち)ラー度押すと解除されます。 

□知識 

■ 交通情報について 

•新車時は、 ] 62日 kHz にセットしてあります。 

♦AM ラジオモードのとき1^^を"ピッ"と音び鳴るまで押し続けると、 

その周波数をに記憶させることびできます。ただし、バッテリー 
との接続び断たれたとさは、] 620 kHz にもどります。 

TUNE. FILE 

♦ を押して、ラジオを受信しているときは 、 Q - 

TuDIO CTRL 

〜-应^を操作しても、周波数は切りかわりません。 

■バッテリーとの接続び断たれたときは 

口 〜^1に設定されていた放送局び消去されます。 

■受信感度について 

♦アンテナの位置びそのとさどさでかわるため、電波の強さびかわったり、障 
害物や電車、信号機などの影響により良好な受信状態を保つことび難しい場 
合もあります。 

♦ 应^を使っているとさ、自動選局や自動記憶びできないことびあります。 
•ラジオ用アンテナはルーフ後方にあります。 (^ P . 216) 


© 

親ぶ 

© 
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3-2. オーディオの使い方 

CD プレーヤーのほい方 



fCD を挿入ずる 

CD を]枚、挿入する 


fCD を取り出ず 

を押して CD を取り出す 


[巧を選ぶ 


圈 orA " (次曲)側' または" V "揃曲)側を押して、聞きたい曲 
の番号を表示させる 


I ■早もどし•早送りする 


室内装備の使いち 


早もどしするときは胃 （イイ） を、早送りするときは、胃 （wO 
を押し続ける 
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3-2. 才ーデイオの使いち 


1 

U ピート （ RPT ) 再生ずる 

1 2 1 ( RPT ) を押す 

1 

ランダム （ RAND ) 再生する 


11 I ( RAND ) を押す 


をラー度押すまで、無作為な順序で巧び再生されます。 

1 

表示を切りかえる 


「text I を押す 

押すごとに、次のよラに表示び切りかわります。 
曲番および経過時間^ CD タイトル^曲名 
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3-2. 才ーデイオの使いち 


白知識 

■表示について 

ディスプレイに一度に表示でさるのは ] 2文字までです。 

CD タイトル、または曲名び] 3文字上の場合は、臣司を]秒 Lil 上押し続 
けることにより、 ] 3文字目じ(降を表示できます。 

表示でさるのは最大で24文字です。 

臣司をちう一度]秒！;(上押す、または約6秒！;(上操作をしないまま放置する 
と、もとの] 2文字目までの表示にもどります。 

記録されている内容によっては、正しく表示されなかったり、表示自体されな 
いことびあります。 

■ランダム再生.リピート再生の解除 

もう一度 ( RAND ) または ( RPT ) を押します。 

■エラー表示 

"ERROR " :ディスクび巧れているとさや、裏表逆などで読み取りびでさない 
とさ、もしくはプレーヤー内部に異常びあるとさに表示されます。 

■再生可能な CD 

次のマークのついたディスクび再生でさます。 

記録状態やディスクの特性•傷 • 巧れ-劣化により再生でさないことびあります。 


握瞧 S 撫 

コピープ□テクト機能付 CD などは使用できません。 


室内装備の使いち 
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3-2. 才ーデイオの使いち 


■ CD プレーヤー保護機能 

プレーヤー内部を保護するため、使用中に異常び生じたとさは自動的に再生を 
停止します。 

■ CD をプレーヤー内部に、またはプレーヤーか5飛び出した状態のままで長時間 
放置すると 

CD び傷付さ使用でさなくなるおそれびあります。 

■レンズクリーナー 

レンズク U —ナーを使用しないでください。使用すると、プレーヤーび故障する 
おそれびあります。 
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3-2. 才ーデイオの使いち 


A 江'言、 

■使用で きない CD. アダプター 

次のような CD • 8 cm CD アダプター- DualDisc を使用しないでください。 
使用すると、プレーヤーび故障したり、 CD の出し入れびでさなくなるおそれび 
あります。 

参 直径] 2 cm 、 または 8 cm の円形じ(外の 
CD 


♦低 品質または変形している CD 


♦記録 部分び透明または半透明の CD 


•セ □ノ V ン テー プ- シール • CD - R 用ラベル 
などを貼った CD や、はびしたあとのある 
CD 



室内装備の使いち 
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3-2. 才ーデイオの使いち 


A 江'言、 

■ CD プレーヤーの取り扱いについて 

次のことをお守りいただかないと、 CD び聞けなくなったり、 CD プレーヤーび 
正常に働かなくなるおそれびあります。 

• CD 挿入□に CD LU 外のちのを入れない 

• CD プレーヤーにオイルを塗ったりしない 

• CD は直射日光を避けて保管する 

• CD プレーヤーを分解しない 

•一度に 2枚じ(上の CD を挿入しない 


ITO32R021 
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3-2. オーディオの使い方 

MP 3 / WMA ディスクの聞を方 



1 

MP 3 /WMA ディスクを挿入する、または取り出ず 

X イスクを]枚挿入する、またはを押して X イスクを取り出す 

1早らどし•早送りずる 


早もどしするときは W (ィィ）を、早送りするときは、 E (パ〇を 


押し続ける 

1 

フォルダを選ぶ-最初のフォルダにもどる 


■次フオルダを選ぶ 


百 

FOLDER の ‘‘ 八 ’’ 側を押す 
© 


室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使いち 


■前フオルダを選ぶ 


で 

F 。 る ER の‘‘ V ，，艇押す 


最初のフオルダにもどるには、 
ます。 


© 

FOLDER の" V "側を"ピッ"と音び鳴るまで押し 
© 


I ファイルを選択する 

TUNE-FILE 

をまわして、または 

AUDIO C0NT 

" V "(前ファイル）側を押して、聞きたいファイルを探す 


fl ®’’ へ’’（次ファィル）俩しまたは 


I リピート （ RPT ) 再生する 

■ ファイルをくり返して再生ずる 

回 ( RPT ) を押す 

■ フオルダをくり返して再生ずる 

胃 （ RPT ) を"ピッ"と音び鳴るまで押す 


(ランダム （ RAND ) 再生ずる 


■ 特定のフオルダの中か5無作為にファイルを再生ずる 

国 ( RAND ) を押す 

■ ディスクの中か5無作為にすべてのファイルを再生する 

胃 （ RAND ) を"ピッ"と音び鳴るまで押す 


I 表示を切りかえる 

I text I を押す 

巧すごとに、次のよラに表示び切りかわります。 

フオルダ番号•ファイル番号•経過時間^フオルダタイトル^ファイル名 
^ディスクタイトル （ MP 3 のみ）^巧名^アーティスト名 
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3-2. 才ーデイオの使いち 


□知識 

■表示について 

ディスプレイに一度に表示でさるのは ] 2文字までです。 

フォルダ番号-フォルダタイトル-ファイル名などび] 3文字！;(上の場合は、 

臣互]を]秒じ(上押し続けることにより、 ] 3文字目じ I 降を表示できます。 
表示でさるのは最大で24文字です。 

臣司をちう一度]秒！;(上押す、または約6秒！;(上操作をしないまま放置する 
と、もとの] 2文字目までの表示にもどります。 

記録されている内容によっては、正しく表示されなかったり、表示自体されな 
いことびあります。 

■ランダム再生.リピート再生の解除 

もう一度^1 ( RAND ) または1^ ( RPT ) を押します。 

■エラー表示 

"ERROR " :ディスクび巧れているとさや、裏表逆などで読み取りびでさないと 
さ、ちしくはプレーヤー内部に異常びあるとさに表示されます。 

" N 0 MUSIC " :ディスク内に MP 3/ VVMA ファイルび収録されていないとさ 
に表示されます。 

■再生可能なディスク 

次のマークのついたディスクび再生でさます。 

記録状態やディスクの特性•傷 • 巧れ-劣化により再生でさないことびあります。 

证帽恒 

DIGITAL AUDIO 

■ CD プレーヤー保護機能 

プレーヤー内部を保護するため、使用中に異常び生じたとさは自動的に再生を 
停止します。 


抽帽區 

DIGITAL AUDIO 

〔 Rewritable) 


室内装備の使いち 


207 















3-2. 才ーデイオの使いち 


■ディスクをプレーヤー内部に、またはプレーヤーか5飛び出した状態のままで 
長時間放置すると 

ディスクび傷付さ使用でさなくなるおそれびあります。 

■レンズクリーナー 

レンズク U —ナーを使用しないでください。使用すると、プレーヤーび故障する 
おそれびあります。 


■ MP3 / WMA ファイルについて 


MP 3 (MPEG Audi 日 LA 丫 ER 3) は、音声圧縮技術に関する標準フォーマット 
です。 

MP 3 を使用すれば、ちとのファイルを約]/1日のサイズに圧縮することびで 
さます。 

WMA (Windows Media ™ Audi 日）は 、 Microsoft Corporation の音声圧縮 
フォーマットです。 MP 3 よりもルさいサイズに圧縮することびできます。 
使用できる MP 3/ WMA ファイルの規格やそれを記憶したメディア、フォーマッ 
卜には制限びあります。 

•再生可能な MP 3 ファイルの規格について 
-対応規格 

MP 3 ( MPEG ] LAYERS . MPEG 2 LSF LAYERS ) 

-対応ヴンプ U ング周波数 
MPEG ] LAYERS : 32、44.1、48 ( kHz ) 

MPEG 2 LSF LAYERS : 16. 22 .日己、24 ( kHz ) 

• 対応ビットレート 

MPEG ] LAYERS : 64、8日、96、1 12. 128、 ] 6日、192、224、 

2己6、320 ( kbps ) 

MPEG 2 LSF LAYERS : 64、8日、96、 ] ] 2、 ] 28、 ] 44. 160 ( kbps ) 

^ VBR に対応しています。 

-対応チヤンネルモード：ステレオ、ジョイントステレオ、デュアルチヤン 
ネル、モノラル 
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3-2. 才ーデイオの使いち 


♦再生可能な VVMA ファイルの規格について 

-対応規格 
VVMAVe 「.7、 8、9 
-対応ヴンプ U ング周波数 
32、44.1、48 ( kHz ) 

• 対応ビットレート 

Ver .7、 8: C 目 R 48、 64、80、96、128、160、192 ( kbps ) 

Ver .9 : CBR 48、 64、80、96、 ] 28、 ] 60、 ] 92、2己6、320 ( kbps ) 

^ 2 ch 再生のみ対応しています。 

♦使用でさるメディアについて 

MP 3 / WMA ファイルの再生に使用できるメディアは CD - R および CD - 
RW です。 

CD - R 、 CD - RW の状態によっては再生できないことびあります。また、ディ 
スクに傷や指紋を付けた場合、再生でさないことや、音飛びすることびあり 
ふ^ 〇 

♦使用でさるディスクのフオーマットについて 
使用でさるメディアのフォーマットは下記の通りです。 

-ディスク フオーマット： CD - ROM Model および Mode 2. CD - ROM 
XA 、 Mocle 2 Forml および Form 2 

- ファイルフオー マット ： IS 日 966 日レベル]、レベル 2 ( Romeo , Joliet ) 
上記フォーマット外で書き込まれた MP 3/ VVMA ファイルは正常に再生で 
さなかったり、ファイル名やフォルダ名などび正しく表示されないことびあり 
ます。 

規格ならびに制限事項は次の通りです。 

-最大ディレクト U 階層： 8階層 

-最大フォルダ名/ファイル名文字数：全角]6文字（半角のみのとさは 
32文字） 

-最大フォルダ数：]92 (ルート含む） 

-ディスク内最大ファイル数： 2己己 
♦ファイル名について 

MP 3/ VVMA と認識し再生するファイルは、 MP 3/ VVMA の拡張テ ". mp 3" 
または ". wma " び付いたちのだけです。 


室内装備の使いち 
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3-2. 才ーデイオの使いち 


♦マルチセッションについて 

マルチセッションに対応しており、 MP 3 / VVM A フアイルを追加したディ 
スクの再生び可能です。ただし、ファーストセッションのみ再生します。 


• ID 3 タグ/ VVMA タグについて 

MP 3 ファイルには、 ID 3 タグと呼ばれる付属文字情報を入力することびで 
き、曲のタイトル、アーティスト名などを記録することびできます。 
ID 3 Ver . l . O 、 1.1、 ID 3 Ver .2.2、2.3 のタグに対応しています。（文字 
数は ID 3 Ver .1.0、1.1 に準拠します。） 

VVMA ファイルには、 WMA タグと呼ばれる付属文字情報を入力することび 
でき、 ID 3 タグと同様に巧のタイトル、アーティスト名を記録することびで 
さます。 


♦ MP 3/ WMA の再生について 

MP 3/ WMA ファイルび収録されているディスクを挿入すると、最初にディ 
スク内のすべてのファイルをチェックします。ファイルのチェックび終わる 
と、最初の MP 3/ VVMA ファイルを再生します。 

ディスク内のチェックを早く終わらせるために、 MP 3/ VVMA ファイルじ(外 
のファイルや必要のないフォルダなどを書き込まないことをおすすめします。 
音楽データと MP 3、または WMA 形式のデータび混在しているディスク 
は、音楽データのみ再生でさます。 


♦拡張テについて 

MP 3 / WMA 1；(外のファイルに ". mp 3" または ". wma " の拡張テび付い 
ていると、 MP 3/ VVMA ファイルと誤認識して再生してしまい、大きな雑 
音び出てスピーカーを破損することびあります。 
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3-2. 才ーデイオの使い方 


♦再生について 

•安定した音質で再生するために、 MP 3 の場合、 ]28 l < b |3 S の固定ビット 
レート、 44.1 kHz のヴンプ U ング周波数を推奨します。 

- CD - R 、 CD - RW はディスクの特性により再生できないことびあります。 

- MP 3 / WMA は市場にフ U —ウェアなど多くのエンコーダソフトびを在 
し、エンコーダの状態やファイルフォーマットによって、音質び劣化したり 
再生開始時にノイズび発生したりするおそれびあります。また、再生でさな 
いことびあります。 

-ディスクに MP 3 / WMA じ I 外のファイルを記録すると、ディスクの認 
識に時間びかかったり、再生できないことびあります。 Microsoft 、 
Windows、Windows Media は米国 Microsoft Corporation の、米国 
およびその他の国における登録商標および商標です。 


A ま意 

■使用で きないディスク-アダプター （^P. 203) 
■ CD プレーヤーの取り扱いについてレ P. 204) 


室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使い方 

快適に聞<ために 



n ツマミを押して、調整したい 
モードを表示させる 
且ダイヤルをまわして、音質と 
音量バランスの設定を変更 
する UP . 213) 

最適な音質と音量バランスで聞 
くために設定を変更することび 
でさます。 


[設定を変更ずるには 


■調整モードの切りかえ 

TUNE-FILE 

Q を押すごとに、次のように切りかわります。 



FAD ^ 目 AS ^ TRE ^ 巨 AL ^ ASL 
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3-2. 才ーデイオの使いち 


■音質•音量バランスの調整 

TUNE-FILE 

Q をまわして、音質■音量バランスのレベルを調整します。 


調整モード 

表示 

レベル 

左にまわす 

ちにまわす 

前後音量 
バランス 

FAD 

R 7 〜 F 7 

後側大 

前側大 

低音※1 

目 AS 

一〇〜〇 

弱 

強 

高音^1 

TRE 

一〇〜〇 

左ち音量 
バランス 

BAL 

L 7 〜 R 7 

左側大 

ち側大 



OFF 

たへホれ才 

音量補正 

ASL 

LOW 

OFF 夺 LOW 夺 

MID^IGH 

MID 



HHGH 

社へホ 


^ J 音質レベルは、ラジオまたは CD プレーヤーそれぞれで調整でさます。 


□知識 

■ ASL 《2 (音量補正）について 

車速に応じて音量-周波数特性を自動的に制御し、いつち最適な音量-音質を 
実現するシステムです。 

HHGH • MID • LOW の順に補正量びルさくなります。 

《2 ASL は Automatic Sound Levelizer の略です。 


室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使い方 

AUX (か部入力接続）端子の使い方* 


ポータブルオーディオプレーヤーなどの機器を接続して、車両の 
スピーカーで 聞<ことびでさます。 



I ポータブルオーディオプレーヤーなどとの接続 



フタを開けて ポータブルオーディ 
オプレーヤーなどを接続する 

市販のミニプラグを使用して、接続す 
る機器の音声出力端子と AUX 端テと 
を接続します。 

接続する機器の電源び OFF の状態で 
接続してください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
























3-2. 才ーデイオの使い方 


使用ずるときは 


ぉヨ圓 I 1 I I DISCM I を押す 

ilM 接続した機器の電源を ON にし、再生を開始する 

操作ち法は、接続する機器の取り扱い説明書を参照してください。 


♦音量は、接続した機器および車両の 


を操作して調整します。 


♦音質は、接続した機器側で調整します。 

使用しないときは、接続した機器側で停止操作を行い、電源を日 FF にし 
ます。 


A ま意 


I 故障を防ぐために 

端テに異物び入ったり飲料水などびかかったりするのを防ぐため、機器を接続 
していないとさは、 AUX 端テのフタを閉めておいてください。 


室内装備の使いち 
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3-2. オーディオの使い方 

アンテナ 



n 取りはずす 
且取り付ける 
且格納する 

ラジオ受信時は、節度感のある 
ところまで立ててください。 


A 江'言、 

■アンテナの 損傷を防ぐために 

次のようなときはアンテナを格納してください。 
•車庫の 天井などにアンテナびあたるとき 
•カー カパーをかけるとさ 
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3-3. 室内なのつけ方 

室内な一質 



且ルームランプ UP . 218) 

B エンジンスイッチ照明* 

□"エンジンスタートストップ"スイッチ照明* 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使いち 
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3-3. 室内打のつけ方 


ルームランプ、パーソナルランプ 


[ルームランプ 



ランプを点打-消なする 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 














3-3. 室内灯のつけ方 


□知識 
■自動消な機能 

半ドア状態で、ルームランプのスイッチびドアポジションのとさに、各部照明 
び点打したままの場合、約2日分後に自動消打します。 

■イルミネーテッドエントリーシステム 

►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

ドアの施錠/解錠-ドアの開閉•エンジンスイッチの位置により、各部の照 
明^び自動的に点打-消打します。 

► スマートエント U — &スタートシステム装着車 
電子キーの検知-ドアの施錠/解錠-ドアの開閉 •" エンジンスタートストッ 
プ"スイッチの状態により、各部の照明^び自動的に点打•消打します。 

^ルームランプはスイッチびドアポジションのときに作動します。 

■販売店で設定可能な機能 

室内打の消打までの時間などの設定を変更でさます。 

(カスタマイズー覧： ^ P . 326) 


室内装備の使いち 
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3-4. 収納装備の使い方 

収納装備-覧 



曰ボトルホルダー 
0グ□ーブボックス 
H オープントレイ 
且カードホルダー* 

0カップホルター（フ□ント / U ヤ *) 
〇コンソールボックス* 

□ シート下収納 UP . 47) 

回ルーフサイドネットポケット* 


220 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






















3-4. 収納装備の使いち 


ク□ーブボックス、コンソールボックス 


[グ□ーブボックス 


グ□ーブボックスを開けるには、 
レバーを引さ上げる 


A 警告 
■走行 中の警告 

グ□ーブボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたグ□ーブボックスに体びあたったり、収納してい 
たちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 


I コンソールボックス* 


ノブを持ち上げて□ックを解除し 
て開< 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




室内装備の使いち 
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3-4. 収納装備の使いち 


コンソールボックス 


□知識 


■コンソールボックスのフタをアームレストとして使うときは 

フタを前後にスライドして位置を調整でさ 
ます。 


ITI 34 R 016 


■コンソールボックス内トレイについて 

フタを取りはずすと、大さなちのち収納す 
ることびでさます。取りはずすとさは切り 
欠さ部分を持ち、上に引さ上げてください。 




A 警告 
■走行 中の警告 

コンソールボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたコンソールボックスに体びあたったり、収納して 
いたちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 
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3-4. 収納装備の使いち 


カップホルダー 


I カップホルダー 


►フ□ント 



U ヤセンターアームレストを引さ 
出す 


A 警告 

■収納して はいけないらの 

カップホルダーにはカップや吿1；(外のちのを置かないでください。 

急ブレーキや事故により落ちてけがをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



室内装備の使いち 
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3-4. 収納装備の使いち 


ボトルホルター（ドアポケット) 


j ボトルホルター（ドノ 7ポケット) 


►フ□ント 



► リヤ 



曰知識 


■ボトルホルターについて 


♦ぺットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

•ぺットボトルの大きさ-形によっては収納できないことびあります。 


A 迂点 

■収納してはいけないもの 

ボトルホルダーには、ジュースなどび入っている紙コップやガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
たりするおそれびあります。 
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I オープントレイ 


►助手席アッパートレイ 




►コンソールル物入れ（アームレスト非装着車) 



3-4. 収納装備の使いち 

才ープントレイ 


室内装備の使いち 
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3-4. 収納装備の使いち 


才ープントレイ 


►コンソールル物入れ（アームレスト装着車) 



A 警告 
■走行 中の 警告 

オープントレイ内には、転びりやすいちのや凹面より高さのあるわのを置かな 
いで < ださい。 

急ブレーキ時などに収納していたちのび飛び出したりして、思わめ事故につな 
びるおそれびあり危険です。 


A 注后、 

■オープン トレイについて 

運転席トレイやコンソールル物入れには、飲み物の入った吿やカップなどを置 
かないで < ださい。 

走行中に倒れて、中身びこぼれるおそれびあります。 
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3-4. 収納装備の使いち 


ユーテイリテイスへース 


[ユー テイリテイスペース* 



A 警告 
■走行 中の 警告 

ユーテイ U テイスペース内には、転びりやすいものや、凹面からはみ出るよう 
なちのを置かないでください。 

急ブレーキ時などに収納していたわのび飛び出したりして、思わめ事故につな 
びるおそれびあり危険です。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使いち 
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3-4. 収納装備の使いち 


ルーフヴイドネットポケット、カードホルター 


[ルーフサイドネツトポケット* 



A 警告 

■収納して はいけないもの 

ルーフサイドネットポケットには、極端に重いものやとびったもの、また凹面 
からはみ出るようなちのを収納しないでください。 

ネットび破損して荷物び転落したり、急ブレーキ時などに収納していたちのび 
飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 


I 力ー ドホルター* 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




















3-5. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



n 前方をさえざるには、バイ 
ヴーを下ろす 

且側 方をさえざるには、バイ 
ヴーを下ろした状態でフッ 
クからはずし、横へまわす 


室内装備の使いち 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

バニテイミラー 



カバーを開けて使用します。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

アク七ヴ U —ソケット 


1 2 V 1 0 A 未満の電気製品を使うときの電源としてお使いくださし、。 

フタを手前に引いて開ける 


□知識 

■使用条件 

►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとさ 
►スマートエント U — &スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ U —モード、またはイグ 
ニツシヨン ON モードのとさ 


八 ま意 

■ショー トや故障を防ぐために 

アクセヴ U —ソケットに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよう 
に、使用しないとさは、フタを閉めておいてください。 

■ヒューズび 切れるのを防ぐために 

12 V ] 日 A をこえないようにしてください。 

■バッテリー あびりを防止するために 

エンジンを停止した状態で、アクセヴ U —ソケットを長時間使用しないでくだ 
さい。 



室内装備の使いち 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

U ヤセンターアームレスト 



引さ出して使用します。 


A 迂点 

■ リヤセンターアームレストの破損を防ぐために 

過度の負荷をかけないで<ださい。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

















3-5. その他の室内装備の使い方 

フ□アマ ツト 


卜の上にしっかりと固定してお使 


フ□アマットは固定クリップで 
固定します。 


A 警告 

■フ □アマットを敷くときは 

次のことをお守りください。 

お守りいただかないと、フ□アマットびすべったり、運転中にペダルの操作を 
さまたげ、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 

•フ □アマットびカーぺット上に適切に敷かれているか、またフ□アマットを裏 
返して使用していないかを確認する 

•他の フ□アマット類と重ねて使用しない 


車に合ったものを、フ□アカーぺッ 
い < ださい。 



室内装備の使いち 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

ラゲージルーム巧装備 


■デッ夺ヴイドボックス 



_ IT035R008 

■ デッ夺ボード 



取りはずすとさは、ダイヤルを 
まわして□ックをはずし、持ち 
上げます。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 


デッ夺アンダートレイ 



デッキボードの下にあります。 


デッ夺フック 



フックを使って、荷物を固定す 
ることびでさます。 


室内装備の使いち 
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3-5. その他の室内装備の使いち 


□知識 


■デッキボードを取り付けるときは 



図のようにデッキボード先端部び上を向< 
ように持ち、車両に取り付けます。 


デッキボード裏側のツメ （2 ヶ所）を車両 
側に引っ掛け、手前にある固定用ダイヤル 
をまわして固定します。 


A 警告 

■デッキ ボードについて 

必ずデッキボードをちとどおりに取り付けておいてください。取りはずしたま 
ま走行すると、急ブレーキ時などに収納していたものび飛び出したりして、思 
わめ事故につながるおそれびあり危険です。 

■デッキ フックを使用しないときは 

けびをしないように、必ずもとの位置にもどしておいてください。 


A \ 江'言、 

■デッキ ボードの破損を防ぐために 

デッキボードの上に立ったり、無理な力をかけたりしないで<ださい。 
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お手入れのしかた 4 
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4-1 •お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、次の項目を実施してください。 

• 水を十分かけなびら車体 • 足まわり-下まわりの順番に上から下 
へちれを洗い落とす 


参車体はスポンジやセーム皮のような柔らかいわので洗う 
• ちれびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流す 
• 水を而さ取る 

•水のはじさび悪くなったときは、ワックスびけを行う 

ボデーの表面の巧れを落としても水び玉状にならないときは、車体の温度び 
冷えているとさにワックスをかける（およそ体温じ(下を目安としてくださ 
し^ 

なお、ボデーコート-ホイールコート-ガラスコートなど、トヨタケ 
S カル商品を施工された場合は、お手入れ方法び異なります。詳しく 
はトヨタ販売店にお問い合わせください。 


□知識 


■アンテナの取り扱いについて 

洗車時には、アンテナを脱着、または格納することびできます。 (^ P . 216) 

■自動洗車機を使うとさは 

♦ドアミラーを格納し、アンテナを取りはずした状態にして、車両前側から洗 
車してください。また、走行前は必ずアンテナをもとどおりに取り付けて、 
ドアミラーを復帰状態にもどしてください。 

•ブラシで車体に傷び付さ、塗装を損なうことびあります。 

■高圧洗車機を使うときは 

•車内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア枠付近 
に近付けすざないでください。 

♦洗車の前に給油□び確実に閉まっていることを確認してください。 
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4-1 .お手入れのしかた 


■アルミホイール* 

♦中性洗剤を使用し、早めによごれを落としてください。研磨剤の入った洗 
剤や硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

•夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないでくだ 
さい。 

•洗剤を使用したあとは早めに十分洗い流してください。 

■バンパー 

研磨剤入りの洗剤でこすらないようにしてください。 


A 警告 

■洗車を するときは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると車両乂災につなびるおそれびあり危険です。 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスにより高温になります。洗車などでふれる場合は、十分に排 
気管び冷めてからにしてください。やけどをするおそれびあります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 江'言、 

■塗装の 劣化や車体•部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

♦次の ような場合はただちに洗車してください。 

-海岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール-花粉-樹液-鳥のふん-虫の死びいなどび付着したとさ 
. ばい 煙.油煙.粉じん.鉄粉.化学物質などの降下び多い場所を走行した 
あと 

-ほこり•ミ尼などで激しく巧れたとさ 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとき 
•塗装に 傷び付いた場合は、早めに補修してください。 

•ホイール 保管時は、腐食を防ぐために汚れを落とし、湿気の少ない場所へ保管 
して < ださい。 

■ライトの 清掃 

•注意して 洗ってください。有機溶剤や硬いブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれびあります。 

•ライ トにワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあります。 

■アンテナの 取りはずしについて 

•通常 走行時には、必ずアンテナを取り付けてください。 

•自動 洗車機などアンテナを取りはずしたときは、アンテナを紛失しないように 
を意してください。また、走行前には必ずもとどおりに取り付けてください。 

■ルーフを ミ青掃するときは 

中央部分を強く押したり、体重をかけたりしないでください。 

ルーフび へこむおそれびあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 

内装の手入れ 


お手入れは、次の要領で実施してください。 

■ 車内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除き、水またはめるま湯を含ませた布で 
店、さ取る 

■ 本革部分の手入れ 

• 掃除機などでほこりや砂を取り除く 

♦ うすめた洗剤をやわらかい布に含ませ、ちれを而さ取る 

ウール用の中性洗剤を約己％の水溶液までラすめたちのを使用して<ださ 
い。 

• 真水をひたした巧を固くしぼり、表面に残った洗剤を而を取る 

• 乾いたやわらかい巧で表面の水分を而き取り、風通しのよい日陰 
で乾燥させる 

■合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機などで、大まかなちれを取る 

• スポンジややわらかい巧を使用して合成皮革部分に刺激の少な 
い洗剤を付ける 

• 数分間洗剤につけておいてからちれを落とし、固く絞ったされい 
な巧で洗剤を而を取る 


お手入れのしかた 


241 



4-1 .お手入れのしかた 


□知識 


■本革部分のお手入れの目ち 

品質を長<保つため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。 

■カーぺットの洗ミき 

カーぺットは常に、乾いた状態を保つことをおすすめします。 

洗浄には、市販の泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げ、円を描くように塗り 
込んでください。直接水をかけたりせず、ふさ取ってから乾燥させてください。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、布かスポンジを使って洗ってください。 

シートベルトのすり切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。 


A 警告 

■車両への 水の浸入 

•車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。 

電気部品などに水びかかると、故障や車両乂災につなびるおそれびあり危険で 
す。 

• SRS エアバッグの構成部品や配線などをめらさないでください。 (^ P . 76) 
電気の不具合により、エアバッグび展開したり、正常に機能しなくなり、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■内装の 手入れをするときは（特にインストルメントパネル） 

離出しワックスや離出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルびフ□ントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 江'言、 

■清掃 するとき使用する溶剤について 

♦変色 •しみ•塗装はがれの原因になるため、次の溶剤は使用しないでくださし、 

-シート lil 外の部分：ベンジン-ガソ U ンなどの有機溶剤や酸性またはアル 
力 U 性の溶剤•染色剤•漂白剤 

-シート部分：シンナー-ベンジン-アルコール-その他のアルカ U 性や酸 
性の溶剤 

♦離 出しワックスや離出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルやその他内装の塗装のはびれ • 溶解 • 変形の原因になるおそれびあり 
ます。 

■革の 傷みを避けるために 

皮革の表面の劣化や損傷を避けるために次のことをお守り<ださい。 

•革に 付着したほこりや砂はすぐに取り除く 

•直射日光に 長時間さらさないようにする 
特に夏場は曰陰で車を保管する 

•ビニール 製-プラスチック製-ワックス含有のものは、車内び高温になると 
革に張り付<おそれびあるため、革張りの上に置かない 

■巧に 水びかかると 

水で洗わないでください。 

オーディオやフ□アカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因になったり、ボデーび請びるおそれびあります。 

■ リヤウインドウガラスの内側を掃除するときは 

♦熱線を 損傷するおそれびあるため、ガラスク U —ナーなどを使わず、熱線に 
そって水またはめるま湯を含ませた布で軽く店\いてください。 

• 熱線を引っかいたり、損傷させないように気を付けてください。 


お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 

タイヤについて 


タイヤの点検は、法律で義務付け5れています。日常点検として必ず 
タイヤを,な検して < ださい。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばずために、タイヤ□ーテーシヨン 
(タイヤ位置交換）を5,000 km ごとに行ってください。 

■ タイヤの点検項目 

タイヤは次の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」を参照してください。 

♦ タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび冷えているとさに行ってください。 

♦ タイヤの亀裂-損傷の有無 
♦ タイヤの溝の深さ 

♦ タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著しく異なるなど）の有無 

■ タイヤ□ーテーシヨンのしかた 



図で示すようにタイヤの□一 
テーシ ヨンを行う 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命をのばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤ□ーテーシ ヨン 
をおすすめします。 
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4-1 .お手入れのしかた 


□知識 


タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびできます。 

標準タイヤ： 


応急用タイヤ： 420 kPa (4.2 kg/cm う《 
^タイヤび冷えているとさの空気圧 

■ タイヤ関連の部品を交換するとき 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトを交換するときは、トヨタ 
販売店にご相談 < ださい。 


タイヤサイズ 

空気圧^ 
[ kPa ( kg / cnn 2)] 

前輪 

後輪 

195/65 R 15 

91 S 

2 ZR-FA 口 
ンジン搭載 
の 2 WD 車 

240 

(2.4) 

240 

(2.4) 

上記！;(外 

220 

(2.2) 

220 

(2.2) 

20己/己己 R ] 6 9] V 

220 

(2.2) 

220 

(2.2) 


■タイヤ空気圧の数値 



お手入れのしかた 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■点検- 交換時の警告 

必ず次のことをお守りください。 

お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不安定な操縦特性により、重大な 
傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

参 タイヤは全て同ーメーカー-同一銘柄-同ートレッドパターンで、摩耗差の 
ないタイヤを使用する 

•メーカー 指定サイズ m 外のタイヤやホイールを使用しない 

♦ラジアルタイヤ •バイアスベルテッドタイヤ•バイアスプライタイヤを混在使 
用しない 

♦サマー タイヤ. オール シーズンタイヤ. 冬用タイヤを混在使用しない 

■ 異常びあるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると、走行時に八ンドルをとられたり、 
異常な振動を感じることびあります。また、次のような事態になり、思わめ事 
故につなびるおそれびあり危険です。 

•破裂な どの修理でさない損傷を与える 
♦車両び 横すべりする 

♦車両の 本来の性能（燃費-車両の方向安定性-制動距離など）び発揮されない 


A 迂思 

■走行 中に空気もれび起こった5 

走行を続けないでください。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走行に巧するま意 

段差や凹凸のある路上を走行するとさは注意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び低下します。また、タイヤ • 
ホイール-車体などの部品も損傷するおそれびあります。 
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4-2 .簡単な点検•部品交換 

ボンネット 


車内か5□ックを解除して、ボンネットを開けます。 



ボンネット解除レバーを引く 
ボンネットび少し浮さ上びります。 



レバーを引を上げて、ボンネッ 
卜を開ける 



ボンネットステーをステー穴に 
挿し込む 


□知識 

■バッテリー端子をはずすときは 

バッテ U —端テをはずすと、コンピューターに記憶されている情報び消去され 
ます。バッテ U —端テをはずすとさは、トヨタ販売店にご相談ください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■走行 前の確認 

ボンネットびしっかり□ックされていることを確認してください。 

□ックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■エンジン ルームを 点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置さ忘れていないことを確認してください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置さ忘れていると、 
故障の原因になったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両乂災に 
つなびるおそれびあり危険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットを閉めるときは、手などを挟ま 
ないように注意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 



A 迂点 

■ボン ネットへの損傷を防ぐために 

ボンネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使用して車両を持ち上げるとさは、正しい位置に 
ガレージジャッキをセットしてください。正しい位置にセットしない 
と、車両び損傷したり、けがをずるおそれびありまず。 

■フ□ント側 



■ リヤ側 




お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■車両を 持ち上げるときは 

次のことを必ずお守りください。お守りいただかないと、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 



•図の ようなガレージジャッキを使用して 
車両を持ち上げて<ださい。 


•ガレージ ジャッキを使用するとさは、必ずガレージジャッキ付属の取り扱い説 
明書を十分に確認の上、使用してください。 

•車に 搭載されているジャッキを使用しないで < ださい。車両び落下するおそれ 
びあります。 

•ガ レージジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり 
込んだりしないでください。 

•ガレージ ジャッキおよび、自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾さ 
のない平坦な床面で使用して<ださい。 

♦車両び ジャッキアップされた状態でエンジンを始動しないでください。 

•平らで 硬い地面に停車させ、しっかりとパーキングブレーキをかけ、シフトレ 
バーを P にしてください。 

•ガレージ ジャッキは、必ずジャッキポイントに正しくセットしてください。 
ガレージジャッキを正し<セットせずに車両を持ち上げると、車両び損傷し 
ます。また、車両びガレージジャッキから落下するおそれびあります。 

•車内に 秉員びいるとさは車両を持ち上げないでください。 

•車両を 持ち上げるときは、ガレージジャッキの上下にものを置かないでくださ 
い。 


250 









4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


次に記載する電球は、ご自身で交換できまず。詳細び不明な場合やそ 
の他の電球交換については、トヨタ販売店にご相談ください。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W (ワット）数を確認してください。 UP . 323) 

■ フ□ントのバルブ位置 




:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


[電球交換のしかた 


■へッドランプ□-ビーム（八□ゲンへッドランプ装着車) 




電球を取りはずす 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


へッドランプ八イビーム 



ウォッシャータンクのフタを開 
け、クランプから注入□をはずし、 
横にずらす 

(運転席側 y りレブの交換時のみ） 



ソケットを取りはずす 



電球を取りはずす 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ フ□ントフオグランプ* 



ネジ （2 本）を取りはずし、フエ 
ンダーライナーをめ<る 



コネクターを取りはずす 



電球を取りはずす 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

























































4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 車幅:):了 

固圆[でソケットを取りはずす 
► 運転席側 





電球を取りはずす 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■フ□ント方向指示兼非常点滅な 



ソケットを取りはずす 


電球を取りはずす 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


尾な/制動な-リャ方向指示兼非常点滅'打-後退な 




ITO42R028A 


バックドアを開けて、図の位置に 
マイナスドライバーを挿し込ん 
で、カバーを取りはずす 

傷付さを防ぐため、ドライバーの先端 
にテープなどを巻いて保護してくだ 
さい。 


ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずす 

□ 尾な/制動な 
且 U ヤ方向指示兼非常点滅打 
且後退な 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


番号'打 



ITI42R012 


バックドアを開け、端からゆつく 
り手前に引いて、内張りをはずす 

内張りはク IJ ップ （ 13 個）で固定さ 
れています。 

-内張りの切り欠さ（図でドライバー 
を挿入している位置）に、テープな 
どを巻いたマイナスドライバーを挿 
し込み、矢印の方向に動かします。 

-ク IJ ップは、ひとつずつゆつくりと 
はずしてください。 



□ ソケットを取りはずす 
且電球を取りはずす 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ その他の電球 

次の電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換してください。 

♦ へッドランプ□-ビーム（ディスチャージへッドランプ*) 

•サイド方向指示兼非常点滅な 
•八イ7ウントストツプライト 

□知識 

■ディスチャージへッドランプ*の作動 

作動電圧範囲をはずれると、ランプび消打したり、点打しな<なります。 

電圧び正常にちどると再点打します。 

■ LED ライトについて 

サイドち向指示兼非常点滅打と八イマウントストップライトは数個の LED で構 
成されています。もし LED びひとつでち点打しないときは、トヨタ販売店で交 
換してください。 

■レンズ内の水滴と 腿り 

次のようなときは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一時的な 
曇りは、機能上問題ありません。 

♦ レンズ内側に大粒の水滴び付いている 
参ライト内に水びたまっている 

■電球の交換について 

電球の交換作業をするとさに、部品などの破損び必配な方は、トヨタ販売店に 
ご相談ください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■電球を 交換するときは 

•ライ トは消灯してください。消打直後は高温になっているため、交換しないで 
<ださい。やけどすることびあります。 

•電球の ガラス部を素手で而れないで<ださい。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷付けた 
り、落下させたりすると球切れしたり破裂することびあります。 

• 電球や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。 

取り付けび不十分な場合、発熱や発乂、またはへッドランプ内部への浸水によ 
る故障や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 

■デ イスチャージへッドランプ*について 

•交換す るとさ（電球交換含む）は、必ずトヨタ販売店にご相談<ださい。 

•点 打中は、高電圧ソケットに而れないでください。 

瞬間的に2万ボルトの電圧び発生するため、感電により、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•電球- ソケット-電気回路-および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電により、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ふ 9 〇 

■お 車の故障や乂災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してください。 


260 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒューズの点巧•交換 


ライトびつかないときや電気系統の装置び働かないときは、ヒューズ 
切れび考え5れまず。ヒューズの点検を行ってください。 

固画でエンジンスイッチを‘‘ LOCK " (スマートエントリー&ス 
タートシステム非装着車）、または"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを OFF (スマートエントリー&スタートシ 
ステム装着車）にする 
固画[互ヒューズボックスを開ける 
►エンジン ルーム 

ツメを押しなびら、カバーを持 
ち上げる 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


^助手席足兀 



グ□ーブボックス下カノ く一装着 
車はカバーを取りはずしてか 
ら、ヒューズボックスカバーを 
取りはずす 


固画互故障の状況から、点検すベをヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」 UP . 263) で確認する 

固画互ヒューズを引さ抜さ、ヒューズび切れていないか点検する 
ヒューズはずしは、トヨタ販売店でお買い求めください。 



n 正常 

且ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示に従い、規 
定容量のヒューズに交換します。 


CTN43AE066 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


iJini [ 14 ] 

n iniziziizn 


000 加 0 図 ^ 


ヒューズの配置と負荷 


■エンジン ルーム 


广广 

[^= 

O 

300 mmn 

關肥眠扣 ] 

-iU 


]n 000 □□马 

ロロロロロ n ロロ 

と么ム如 MiSU 





n 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

ECU - 巨2 

10 A 

エアコン、スマートエント U — & 

スタートシステム、パワーウインドウ 

2 

ECU-B 

10 A 

メインボデー ECU 、 メーター、 ETC 、 

VSC 

3 

RAD N 0.1 

15 A 

オーディオ 

4 

DOME 

10 A 

室内打、ラゲージルームランプ、スマー 
トエント U — &スタートシステム、ワ 

イヤレスリモコン 

己 

AM 2 N 0.2 

7.5 A 

メインボデー ECU 

6 

ALT-S 

7.5 A 

充電系 

7 

TURN-HAZ 

10 A 

方向指示打、非常点滅打、メーターイ 
ンジケーター 

8 

ETCS 

10 A 

EFI システム 

9 

AM 2 

30 A 

始動系、 EFI システム 

10 

STRG LOCK 

20 A 

ステア U ング□ック 

11 

に T / IN 」 

15 A 

点乂システム、燃料噴射システム 

12 

SPARE 

— 

予備ヒューズ 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

13 

SPARE 

— 

予備ヒューズ 

14 

SPARE 

— 

予備ヒューズ 

]已 

EFI MAIN 

20 A 

EFI システム 

16 

HORN 

10 A 

ホーン 

17 

IG 2 

15 A 

点乂システム、燃料噴射システム 

18 

FR D 曰 CER 

20 A 

フ□ントワイパーデアイサー 

19 

IG 2 N 0.2 

7.5 A 

始動系 

20 

EFI N 0.2 

10 A 

EFI システム 

21 

EFI N 0.1 

10 A 

EFI システム 

22 

H-LP RH HI 

10 A 

ち側ヘッドランプ（八イビーム）、 
メーターインジケーター 

23 

H-LP LH HI 

10 A 

左側ヘッドランプ（八イビーム） 

24 

H-LP RH LO 

15 A 

ち側へッドランプ（□ービーム） 

2已 

H-LP LH LO 

15 A 

左側へッドランプ（□ービーム） 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 助手席足元 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

TAIL 

10 A 

車幅灯、尾打、番号打、 U ヤフォグラ 
ンプ、フ□ントフォグランプ、光軸調 
整スイッチ 

2 

PANEL 

7.5 A 

スイッチ照明、メーター照明、メイン 
ボデー ECU 

3 

FR DOOR 

20 A 

パヮーウインドウ 

4 

RLDOOR 

20 A 

パヮーウインドウ 

己 

RR DOOR 

20 A 

パヮーウインドウ 

6 

SUNROOF 

20 A 

ムーンルーフ 

7 

OG 

15 A 

アクセヴ U —ソケット 

8 

ACC 

7.5 A 

電動ミラー、オーデイオ、シフト□ック 
システム、メインボデ ーECU、ETC、 
スマートエント U — &スタートシス 

テム 

9 

MIR HTR 

10 A 

S ラーヒーター、 EFI システム 

10 

RR FOG 

7.5 A 

U ヤフォグランプ、メーターインジ 
ケーター 

11 

IGN 

7.5 A 

ステア U ング□ック、 EFI システム、 
スマートエント U — &スタートシステ 
ム、エアバッグシステム 

12 

METER 

7.5 A 

メーター 

13 

SEAT HTR 

15 A 

— 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

14 

HTR-IG 

10 A 

エアコン、 U ヤウインドウデフォツ 
ガー 

]已 

WIPER 

25 A 

フ□ントワイパー 

16 

RR WIPER 

15 A 

U ャヮィノ く一 

17 

WASHER 

15 A 

ウォツシヤー 

18 

ECU-IG N0.1 

10 A 

自動光軸調整システム、メインボデー 
ECU、 シーケンシャルシフトマチッ 
ク、電動ノ くワーステア U ング、電動クー 
U ングファン、シフト□ツクシステム、 
VSC、 才ーディオ、 EFI システム、 4WD 

システム 

19 

ECU-IG N0.2 

10 A 

後退灯、オルタネーター、ムーンルー 
フ、 U ヤウインドウデフォツガー、エ 
アコン、フ□ントワイパーデアイサー、 

方向指示打、非常点滅打、助手席シー 
トベルト非着用警告打、 EFI システム 

20 

0 巨 D 

7.5 A 

ダイアグノーシスコネクター 

21 

STOP 

10 A 

制動打、八イマウントストップライト、 
ABS、 メインボデー ECU、EFI シス 
テム、シフト□ックシステム 

22 

DOOR 

25 A 

パワードア□ックシステム、メインボ 
デー ECU 

23 

ACC-B 

25 A 

CIG、ACC 

24 

4WD 

7.5 A 

4WD システム 

25 

FR FOG 

15 A 

フ□ントフォグランプ、メーターイン 
ジケーター 

26 

AMI 

7.5 A 

ACC 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


□知識 

■ヒューズを交換したあと 

•交換してもライト類び点好しないとさは、電球を交換してください。 

(^P. 251) 

♦交換してわ再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。 

■バッテリーか！5の回路に過剰な負荷びかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

次のことをお守りください。 

お守りいただかないと、車の故障や乂災、けびをするおそれびあります。 

•規定 容量外のヒューズ、またはヒューズ Lu 外のものを使用しないでくださ 
い。 

•必ず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

•ヒューズ やヒューズボックスを改造しないでください。 


A 江'言、 

■ヒューズを 交換する前に 

ヒューズび切れた原因び電気の過剰負荷だと判明したとさは、トヨタ販売店で 
点検を受けてください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

キ■の電池交換 


電池び消耗しているときは、新しい電池に交換してください。 

■ 用意ずるちの 

•マイナスドライバー 

♦ ルさいプラスドライバーなど 
♦ リチウム電池 

- CR 2016 (スマートエント U -& スタートシステム非装着車） 

- CR 1632 (スマートエント U -& スタートシステム装着車） 

■電池交換のしかた 

(スマートエントリー&スタートシステム非装着車） 

カノ（一をはずす 

傷び付くのを防ぐため、マイナス 
ドライバーの先端に布などを巻い 
て保護してください。 




モジュールを取り出す 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 




コインなどを使用して、モ 
ジュールカバーを はずし、消耗 
した電池を取り出す 

新しい電池は+極を上にして取り 
付けます。 


電池交換のしかた 

(スマートエントリー&スタートシステム装着車） 



メカニカルキーを抜く 


カノ（一をはずす 

傷び付くのを防ぐため、マイナス 
ドライバーの先端に布などを巻い 
て保護してください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



消耗した電池を取り出す 

新しい電池は+極を上にして取り 
付けます。 


□知識 

■電池び消耗していると 

次のような状態になります。 

♦スマートエント U — &スタートシステム（装着車のみ）-ワイヤレス機能び 
作動しない 

•作動距離び短<なる 

■リチウム電池 CR2016 (スマートエントリー&スタートシステム非装着車） • 
CR1632 (スマートエントリ ー& スタートシステム装着車）の入手 

電池はトヨタ販売店-時計店およびカメラ店などで購入でさます。 


A 警告 

■取りは ずした電池と部品について 

おテさまにさわらせないでください。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害を受ける 
おそれびあり危険です。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 江'言、 

■交換 後、正常に機能させるために 

次のことを必ずお守りください。 

参 めれた手で電池を交換しない 
請の原因になります。 

♦電池！; I外の部品に、ふれたり動かしたりしない 
♦電極を 曲げない 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の巧給 



液面び LOW の位置に近付いた 
ら、ウオッシャー液を補給する 


A 警告 

■ウォ ッシャー液を補給するときは 

エンジンび熱いとさやエンジンびかかっているとさは、ウォッシャー液を補給 
しないでください。ウオッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、 
エンジンなどにかかると出乂するおそれびあり危険です。 


A 江'言、 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

塗装にしみび付< おそれびあります。 

■ウ ォッシャー液のうすめ方 

必要に応じて水で薄めてください。水とウォッシャー液の割合は、ウォッシャー 
液の容器に表示してある凍結温度を参考にしてください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフイルターの清掃 • 交換 


エアコンを快適にお使いいただくために、エアコンフィルターを定期 
のに清掃、または交換してください。 

■交換のしかた 

固画のエンジンスイッチを " LOCK " (スマートエントリー&ス 
タートシステム非装着車）、または"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを OFF (スマートエントリー&スタートシ 


ステム装着車）にする 



グ□ーブボックスを開さ、ダン 
パーステーの ピンをはずす 


グ□ーブボックスの側面を内側 
に押して上部のツメを片側ずつ 
はずし、下部のツメをはずして 
取りはずす 


フィルターカノ く一を取りはずす 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



フィルターを取りはずし、新し 
いフィルターと交換する 

UP」 マークの矢印び上を向く 
よラに取り付けます。 


口知識 

■エアコンフィルターの清掃.交換について 

エアコンフィルターは下記の時期を目安に清掃、または交換してください。 

清掃：]日，日日日 km [7,500km ^ ] ごと 
交換： 30,000 km [1 己，日日日 km 《 ] ごと 

^大都市や寒冷地など、交通量や粉じんの多い地区 

■エアコンの風 量 び減少したとさは 

フィルターの目づまりび考えられますので、フィルターを清掃、または交換し 
て < ださい。 

なお、フイルターの清掃については、トヨタ販売店にご相談ください。 


A 迂点 

■エアコンを 使用するときの注意 

フィルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因となることびあり 
ます。必ずフィルターを装着してください。 


274 



























トラブルが起をた 6 5 


5-1 .まず初めに 

故障したとさは . 276 

非常点滅な . 277 

発炎筒 . 278 

けん引について . 280 

フューエルポンプ 
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イベントデータ 

レコーダー . 286 

5-2. 緊急時の対処法 

警告なびついたとさは . 288 

パンクしたとさは . 292 

エンジンびかからない 

ときは . 302 

シフトレパ'—びシフト 

でさないとさは . 304 

キーを無くしたとさは . 3日已 


電子キーび正常に働かないとさは 
(スマートエント U -& 

スタートシステム装着車）... 306 
バッテ U —びあびった 


ときは . 308 

才ーバーヒートした 

とさは . 312 

スタックしたとさは . 314 
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日- 1 .まず巧めに 

巧障したとまは 


故障のときはすみやかに下記の指示に従ってくださし、。 




非常点滅打を点滅させなびら、 
車を路肩に寄せ停車します。 
(^ P . 277) 

非常点滅打は、故障などでやむ 
を得ず路上駐車する場合、他車 
に知らせるため使用します。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、車両後方に停止表示板また 
は停止表示なを置いて<ださ 
い。（法的にち義務付けられてい 
ます） 



緊急を要するとさは発炎筒で合 
図します。 （^ P . 278) 


276 






















5-1. まず巧めに 

巧ち点滅な 


事故や故障のときなどにお使いください。 


スイツチを押すとすべての方向 
指示なび点滅し、をう一度押す 
と消なします。 



A 迂点 

■バッテリー あびりを防ぐために 

エンジン停止中に非常点滅打を長時間使用しないで<ださい。 






































日- 1 .まず初めに 

巧炎筒 


事故や故障のとさなど、緊急時に使用してください。 

発炎時間は約5分でず。非常点滅!打と併用してください。 



助手席足元の発炎筒を取り出す 



本体をまわしなびら抜さ、本体 
を逆さにして挿し込む 



先端のフタを取り、すり薬と発炎 
筒の先端をこすり、着火させる 


□知識 


■発炎筒の有効期限 

表示してある有効期限び切れる前に、新しいちのに交換してください。 
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己- 1 .まず初めに 


A 警告 

■発 炎筒び使用できない場所 

次の場所では、発炎筒を使用しないでください。 

煙で視界び悪くなったり、引乂するおそれびあるため危険です。 

• トンネル内 

•ガソ U ンなど可燃物の近く 

■発 炎筒の取り扱いについて 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 
•使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近付けたりしない 
•発 炎筒は、おテさまにさわらせない 






5-1. まずネリめに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業者にご依頼くださし、。 


■けん引されるとさは 



手順 



車体に傷び付かないように□一 
プをけん引フックにかける 

前進ち向でけん引してください。 


□ープの中央に白い巧を付ける 
布の大ささ： 

0.3 m 平ち (3 日 cmx 30 cm ) iU 上 


mmm 3 1 けん引される車両のエンジンをかける 

►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 

エンジンびかからないとさは、エンジンスイッチを " ACC " または"日 N " 
にしてください。 

► スマートエントリ ー&スタートシステム装着車 

エンジンびかからないとさは、"エンジンスタートストップ"スイッチを 
アクセヴ U —モード、またはイグニッション日 N モードにしてください。 

固圆[互けん引される車両のシフトレバーを N にしてから、パーキン 
グブレーキを解除する 

けん引中は、前の車の制動打にを意し、□ープをたるませないよラにし 
て < ださい。 
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己- 1 .まず初めに 


けん引する前に 


次の場合は、駆動系の故障び考えられるため、トヨタ販売店へご連絡く 
ださい。 

♦ エンジンはかかるび車び動かない 
♦ 異常な音びする 


緊急時のけん引 



U ヤの固縛用フックを緊急用フッ 
クとしても使用でさます。 

雪の吹さだまりなどでスタックし 
て走行でさなくなったとさに緊急 
的に他車に引っ張り出してもらう 
とさに使用するちのです。他車を 
けん引することはでさません。 


けん引フックの取り付け方 



マイナスドライバーを使ってフタ 
をはずす 

傷び付くのを防ぐため、マイナスドラ 
イ バーの 先端に テープなどを 巻いて 
保護してください。 
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己- 1 .まず初めに 



けん弓 I フックを穴に挿し込み軽く 
締める 



ホイールナツトレンチを使い確実 
に取り付ける 


□知識 

■けん引フックの使用目的 

けん引フックはけん引されるとさに使うちのであり、他車をけん引するための 
ちのではありません。 

■けん引フックの収納位置 

^ P . 292 
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己- 1 .まず初めに 


A 警告 

■車両を 運搬するときは （4 WD 車） 

必ず4輪接地または、4輪とわ持ち上げた状態で運搬してください。 
駆動装置び焼き付きを起こしたり、車び台車から飛び出すおそれびあります。 
また、駆動系部品び故障したと思われるとさは、必ず4輪を持ち上げて運搬し 
て < ださい。 

■けん 引中の運転について 

•けん 引を行うときは、細必のを意を仏ってください。 

けん引フックや□ープに過剰な負荷をかける急発進や、間違った車両操作は避 
けて < ださい。 

けん引フックや□ープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などにあたり、重大な傷害を与えるおそれびあり危険です。 

•エンジン スイッチを " LOCK " (スマートエント U — &スタートシステム非 
装着車)、または"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF (スマート 
エント U — &スタートシステム装着車）にしないでください。 

八ンドルび□ックされ八ンドル操作びでさなくなり、思わめ事故につながるお 
それびあり危険です。 

•けん 引される車は、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび通常よ 
り重くなります。 

■けん 引フックを車両に取り付けるときは 

指定の位置にけん弓 I フックをしっかりと取り付けてください。 

指定の位置にしっかり取り付けないとけん引時にはずれてしまい、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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己- 1 .まず初めに 


A 江'言、 

■車両の損傷を防ぐために 

•けん 引するときは次のことを必ずお守りください。 

-ワイヤー□ープは使用しない 
-速度3日 km/h 下、距離8日 km 内でけん弓Iする 
-前進ち向でけん引する 
-サスペンション部などに□ープをかけない 

•この 車で他車やボート（トレーラー）などをけん引しないでください。 

駆動系部品などに重大な損傷を与えるおそれびあります。 

■ 長い下り坂でけん引するときは 

レツカー車でけん弓Iしてください。 

レッカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効さび悪くなるおそれびあり 
ます。 
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5-1 .まず初めに 

フューエルポンプシャツトオフシステム 


エンジン停止時および SRS エアバッグ作動時は、フューエルポンプ 
シャットオフシステムび作動し、燃料供給を停止し、燃料もれを最小 
限に抑えまず。 

システムが作動したあと、エンジンを始動ずるには、次の手順に従つ 
て < ださい。 

►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 
固画のエンジンスイッチを " ACC " または " LOCK " にする 
固画互エンジンを再始動する 

► スマートエントリ ー&スタートシステム装着車 
固画で"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサリーモー 
ドまたは日 FF にする 
固画回エンジンを再始動する 


A ま意 


I エンジンを始動する前に 

車両下をよく確認してください。 

地面に燃料われを見つけた場合は、燃料システムに損傷びあり、修理する必要 
びあります。その場合はエンジンを再始動しないでください。 


トラブルび起さたら 
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日- 1 .まず初めに 

イベントデータレコーダー 


お車には、最適な車両性能を維持ずるためのコンピューターを搭載し 
ていまず。このコンピューターは、システムび正常に作動しているこ 
とを診断ずると共に、衝突のときや衝突に近い：!犬態のときのデータを 
記録するイベントデータレコーダー （EDR) を装備していまず。 


I 記録する データ 

エアバッグコンピューターに搭載しているイベントデータレコーダー 
び、衝突のとさや衝突におい状態のとさに次のデータを記録します。 

♦ エンジンの回転数 
•車速 

• ブレーキペダルの操作状況 
• アクセルペダルの操作状況 
• トランス S ッションのシフトポジション 
• 助手席乗員の有無 

• 運転者および助手席乗員のシートベルト装着の有無 
• エアバッグ作動に関する情報 
• エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは、会話などの音声や映像は記録しません。 
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己- 1 .まず初めに 


[データの開示について 


トヨタおよびトヨタび委託した第兰ちは、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得-流用することびあり 
ます。なお、トヨタおよびトヨタび委託した第兰者は、取得したデータ 
を次の場合を除さ、第兰ちへ開示-提供することはありません。 

♦ お車の使用者の同意びある場合 

•裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づく場合 

♦ 統計的な処理を行うなどの、使用者や車び特定されないように加工し 
たデータを研究機関などに提供する場合 






己- 2 .緊急時の対処法 

警告ながついたとをは 


警告なび点なまたは点滅したままの場合は、落ち着いて次のように巧 
処してください。点な.点滅してら、その後消なずれば異常ではあり 
ません。ただし、同じ現象び再度発生した場合は、トヨタ販売店で点 
検を受けてください。 


I ただちに停車してください。走行を続けると危険でず。 

次の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味します。ただちに 
安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告灯 

警告打名-警告内容 

(©) 

ブレーキ警告な（警告ブザー）^ 

-ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキび解除されていないとさち点打します。 
解除後、消打すれば正常です。 


パーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー： 

パーキングブレーキをかけたまま、車速び己 km / h をこえたとさ、警告ブヴーび鳴 
ります。 


I ただちに停車してください。 

次の警告は、お車へのダメージや思わめを険を招くおそれびあることを 
意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してく 
ださい。 


警告打 

警告打名-警告内容 




充電警告'打 

充電系統の異常 




油圧警告'打 

エンジンオイルの圧力異常 
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己- 2. 緊急時の対処法 


f ただちに点検を受けてください。 

次の警告は、放置するとシステムび正しく働かず、思わめ危険や故障を招 
くおそれびあることを意味します。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 


警告灯 

警告打名-警告内容 




エンジン警告'灯 

-エンジン電子制御システムの異常 
•電子制御ス□ットルの異常 

. オートマチックトランスミッシヨン電テ制御システムの異常 


か 


SRS エアバッグ/プリテンシヨナー警告な 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンシヨナー付シートベルトシステムの異常 


艇 )） 


ABS 警告な （ VSC 非装着車） 

ABS の異常 

ABS & ブレーキアシスト警告な （ VSC 装着車） 

- ABS の異常 
•ブレーキアシストの異常 


©! 


パワーステアリング警告な（警告ブザー） 

EPS (エレクト U ックパワーステア U ング）の異常 


VSC 


VSC 警告な* 

VSC システム、 TRC システムの異常 


4 WD 


4 WD 警告な* 

4WD システムの異常 


罐 D 


ディスチャージへッドランプオートレべリング警告な* 

自動光軸調整システムの異常 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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5-2. 緊急時の対処法 


I ただちに処置してください。 

次の警告はそれぞれの対処方法に従って処置し、警告なび消なするのを 
確認してください。 


警告打 

警告打名-警告内容 

対処ち法 


を 


半ドア警告'灯 

いずれかのドアび確実に 
閉まっていない 

全ドアを閉める 


m 


燃料残量警告な 

燃料の残量び約 8 L 下に 
なった 

燃料を補給する 


み 


運転席シートベルト 
非着用警告な（警告ブザー）^ 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用する 


PASSENGER 

ぶ 


助手席シートベルト 
非着用警告な（警告ブザー）^ 

助手席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用する 


運転席-助手席シートベルト非着用警告ブザー： 

運転席-助手席シートベルトを非着用のまま車速び約2日 km/h け^上になると、警 
告ブヴーび3日秒間断続的に鳴ります。その後ち運転席-助手席シートベルトを非 
着用のままだと、ブヴーの音びかわり9日秒間鳴ります。 


曰知識 


■助手席シートベルト非着用警告なの乗員検知センサーの作動について 

•乗員びいなくても、シートに荷物などを置くと、センサーび重量を検知して 
警告なび点滅することびあります。 

♦座布団などを敷<と、センサーび秉員を検知せず警告打び作動しないことび 
あります。 


A 警告 


■ ノ くワーステアリング警告'灯び点なしたときは 

八ンドルび非常に重くなることびあります。 

八ンドル操作び通常より重いとさは、八ンドルをしっかりと持ち、通常より強 
く操作してください。 


290 

































己- 2. 緊急時の対処法 


1" ただちに処置してください （ スマートエントリー S スタートシステム装着車） 

それぞれの巧処方法に従って処置し、警告メッセージび消なするのを確 
認してください。 


荀么生_ 
言 □ ソ 

車内 

巧一 

車外 

スマートエント 

IJ 一 &スタート 
システム警告な 

警告内容 

対処ち法 

] 回 

なし 

(8 

一 1 * 

秒間点 A 

I ) 

電テキーを携帯していな 
い状態でエンジンをかけ 
ようとした 

電子キーを携帯する 

] 回 

3回 




電子キーを携帯していな 
い状態かつ、"エンジンス 
タートストップ"スイッ 
チび OFFlil 外の状態で運 
転席外のドアび開閉さ 
れた 

電子キーを携帯する 

電子キーを携帯していな 
い状態かつ、シフトレバー 
び P の状態で、 "エンジン 
スタートストップ"ス 
イッチを OFF にせずに運 
転席ドアび開閉された 

" エンジンスタート 
ストップ"スイッチ 
を OFF にする 
または電子キーを携 
帯する 

連続 

連続 




電子キーを携帯していない 
状態かつ、シフトレバーび 
P 1；(外の状態で"エンジ 
ンスタートストップ"ス 
イッチを日 FF にせずに運転 
席ドアび開閉された 

-シフトレバーを P に 
する 

-電子キーを携帯する 
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己- 2. 緊急時の対処法 

パンクしたとをは 


パンクしたタイヤを、備え付けの応急用タイヤと交換してください。 
(タイヤについての詳しい説明は、 P . 244を参照してください） 

■ジャッ夺で車体を持ち上げる前に 

♦ 地面び固<平らな場所に移動する 
参パーキングブレーキをかける 
•シフトレバーを P に入れる 
♦ エンジンを停止する 
参非常点滅なを点滅させる 
■工具とジャッ夺位置 
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己- 2. 緊急時の対処法 


ジャッキの取り出し方 



デッキボードを取りはずす 

ダイヤルをまわして□ックをはずし、 
持ち上げます。 



□ ジャッキ八ンドルを取りはずす 

且ゴムバンドをフックからはず 
し、ジャッキを取り出す 


応急用タイヤの取り出し方 



デッキボードを取りはずしてか 
ら、デッキアンダートレイを車両 
から降ろす 

デッキボードの取りはずしちについ 
ては、「ジャッキの取り出しち」の 
I ちヨ M 1 I を参照してください。 
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5-2. 緊急時の対処法 



留め具を取りはずし、タイヤを取り 
出す 


(パンクしたタイヤの交換 




輪止め‘^をする 


パンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪うしろ 

ち側 

左側後輪5しろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


X ’輪止めは、トヨタ販売店で購入す 
ることびでさます。 


ホイールキヤツプをはずす 
(スチールホイールのみ） 
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己- 2. 緊急時の対処法 



ナツトを少し（約]回転）ゆるめる 



ジャッキの A 部を手でまわして、 
ジャッキ溝をジャッキセツト位置 
にしっかりかける 


タイヤび地面から少し離れるま 
で、車体を上げる 



ナツトすべてを取りはずし、タイヤ 
を取りはずす 

タイヤを直接地面に置くとさは、ホ 
イールの意匠面に傷び付かないよラ 
意匠面を上にします。 
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5-2. 緊急時の対処法 


[タイヤの取り付け 



ホイール接触面のちれを而さ取る 

ホイール接触面び巧れていると、走行 
中にナツトびゆるみ、タイヤびはずれ 
るおそれびあります。 


固圆[互タイヤを取り付け、タイヤびびたつかない程度まで手でナットを 
仮締めする 


►スチールホイールからスチールホイールにかえるとさ 
(応急用タイヤを含む） 



ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽くあたるまでまわす 


► アルミホイールから応急用タイヤにかえるとき 



ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽くあたるまでまわす 
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己- 2. 緊急時の対処法 


►アルミホイールからアルミホイールにかえるとさ 




ITI52R034 



ナツトの座金びホイールにあたる 
まで仮締めする 


車体を下げる 


図の番号順でナツトを2、3度しつ 
かり締め付ける 

締め付けトルク： 

103 N • m (1050 kgf - cm ) 
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5-2. 緊急時の対処法 



ホイールキャップを取り付ける^ 

タイヤのバルブ（空気 □) に切り欠さ 
を合わせてホイールキャップを確実 
に取り付けます。 

^スチールホイールのみ（応急用タイ 
ヤに取り付けることはでさません） 


固画互すベての工具-ジャッキ-パンクしたタイヤを収納する 


口知識 

■応急用タイヤについて 

•タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLY と書かれています。 
応急用にのみ使用してください。 

♦空気圧を必ず点検してください。 (^ P . 322) 

■雪道-凍結路で前輪びパンクしたときは 
ぉ歷11 I 後輪を応急用タイヤと交換する 
IE 逊团 I 2 I パンクした前輪をはずした後輪と交換する 
ぉ臓 I 3 I タイヤチェーンを前輪に装着する 
■デッキボードを取り付けるときは 
-^ P . 236 
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己- 2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■応急 用タイヤを使用するときは 

♦お客様の お車専用になっているため、他の車には使用しないでください。 
♦同時に 2つじ I 上の応急用タイヤを使用しないでください。 

♦できるだけ 早く通常のタイヤと交換してください。 

•急 加速-急ブレーキ-急減速-急旋回は避けてください。 

■応急 用タイヤ装着中は 

正確な車両速度び検出でさない場合びあり、次のシステムび正常に作動しな< 
なるおそれびあります。 

• ABS 

•ブレーキ アシスト 

• VSC * 

• TRC * 

また、次のシステムは、性能び十分に発揮でさないばかりでなく、駆動系部品に 
悪影響を与えるおそれびあります。 

• 4 VVD システム* 

■ 応急用タイヤ使用時の速度制限 

応急用タイヤを装着しているときは、100 km/h じ Lb の速度で走行しないでくだ 
さい。 

応急用タイヤは、高速走行に適していないため、思わめ事故につながるおそれ 
びあり危険です。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ジャッキの 使用について 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車び落下して重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

次のことをお守りください。 

•ジャッキは タイヤ交換-タイヤチェーン取り付け-取りはずし Lil 外の目的で 
使用しない 

•備え付けの ジャッキは、お客様の車にしか使うことびでさないため、他の車に 
使ったり他の車のジャッキをお客様の車に使用したりしない 

♦ジャッキ セット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 
•ジャッキで 支えられている車の下に体を入れない 
♦ジャッキで 支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 
•車内に 人を柔せたまま車を持ち上げない 

•車を 持ち上げるとさは、ジャッキの上または下にちのを載せない 
•車を 持ち上げるときは、タイヤ交換できる高さ iU 上に上げない 
•車の 下にもぐり込んで作業する場合は、ジャッキスタンドを使用する 

車両を下げる際は特に、ご自身や周囲の人びけびをしないようを意してくださ 
い。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

けがを負う危険を減らすため、次のことを必ずお守りください。 

•走行 直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどには而れない 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているため、 
タイヤ交換などで手や足などびふれると、やけどをするおそれびあります。 

•ねじ 部にオイルやグ U —スを塗らない 
ナットを締めるとさに必要じ I 上に締め付けられ、ボルトび破損したり、ディス 
クホイールび損傷するおそれびあります。また、ナットびゆるみホイールび落 
下して、重大な事故につなびるおそれびあります。オイルやグ U —スびねじ部 
に付いている場合はふさ取ってください。 

•ホイールの 交換後は、すぐに ] 日3 N • m (1050 kgf • cm ) の力でナットを 
締める 

•タイヤの 取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する 

•ボル トやナットのねじ部や、ホイールのボルト穴につぶれや亀裂などの異常び 
ある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける。 

上記のことをお守りいただかないと、ナットびゆるみ、ホイールびはずれ落 
ち、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


A \ 江'言、 

■パンクした ままの走行について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でち、タイヤとホイールび修理できないほどの損傷になります。 

■応急 用タイヤ装着中は段差にま意 

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤ装着時にくらべ車高び低くなっています。 
段差を乗りこえるとさは注意してください。 

■応急 用タイヤ使用時のタイヤチェーン装着 

応急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンび車体側にあたり、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。 
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5-2. 緊急時の対処法 

エンジンがかか6ないとまは 


正しいエンジンのかけ方 （^ P . 114, 117) に従っても、エンジン 
びかか5ないときは、次のことを確認してください。 

■スターターは正常にまわっているのにエンジンがかか5ない 
お n 

次の原因び考えられます。 

♦ 燃料び入っていない可能性びあります。 

給油してください。 

♦ 燃料を吸い込みすぎている可能性びあります。 

再度、正しい手順 UP . 114,1 17) に従って、エンジンをか 
けて < ださい。 

• エンジンイモビライヴーシステム*に異常びある可能性びあり 
ます。 UP . 73) 


■スターターびゆっくりまわる/室内'打•へッドランプび暗い/ 
ホーンの音がルさい、または鳴5ない場合 

次の原因び考えられます。 

•バッテリーあびりの可能性びあります。 （^ P . 308) 

♦バッテリーのターミナルびゆるんでいる可能性があります。 

■ スターターびまわ5ない 

(スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 

電装品の断線やヒューズ切れなど、電気系統異常の可能性びありま 
す。異常の種類によっては、エンジンを一時的な処置でかけること 
びできます。 （^ P . 303) 
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己- 2. 緊急時の対処法 


■ スターターがまわ5ない/室内'打- へッ ドランプが点'打しな 
い/ホーンび鳴らない場合 

次の原因び考えられます。 

•バッテリーのターミナルびはずれている可能性びあります。 

•バッテリーあびりの可能性びあります。 （^ P . 308) 

♦ ステアリング□ックシステムに異常びある可能性びあります。 

処置のしかたびわからないとさ、あるいは処置をしてちエンジンびかからない 
ときは、トヨタ販売店にご連絡ください。 


1" 緊急始動機能 （ スマートエントリー&スタートシステム 装着車） 

通常のエンジン始動操作でエンジンび始動しないとさは、次の手順でエ 
ンジンび始動する場合びあります。緊急時外は、この方法で始動させ 
ないで < ださい。 

Eiwn ノ くーキングブレーキびかかっていることを確認する 
inr ^ シフトレノ（一び P の位置にあることを確認する 
国画互"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサリーモード 
にする 

HI 互ブレーキペダルをしっかり踏みなびら、 " エンジンスタートス 
トップ"スイッチを約]日秒じ(上押し続ける 
上記の方法でエンジンび始動してち、システムの故障び考えられます。 
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

シフトレパーがシフトでまないとまは 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレバーびシフトできない場合、 
シフト□ックシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障び考え5れまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
ただし一時的な処置として、次の方法でシフトレバーをシフトずるこ 
とができまず。 

固画]て! ノ くーキングブレーキをかける 
I ち副亂2 I 

►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチを " ACC " にする 
► スマートエントリ ー&スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサリーモードに 
する 

I ちヨ麵 I 3 I ブレーキぺ夕 'j レを踏む 



シフト□ック解除ボタンを押す 
ボタンを巧しているあいだはレ 
バーをシフトでさます。 
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5-2. 緊急時の対処法 

キーを巧くしたとをは 


キーナンパープレートに巧刻されたキーナンバーと残りのキーから、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることができまず。 

レ P. 21) 



己- 2. 緊急時の対処法 

電モキ-細 f に i かないときは(ストト I ントリィスタ-トシステム装着き) 


電子キーと車両間の通信びさまたげ5れたり （^ P . 26)、電子キーの 
電池び切れたときは、スマートエントリー&スタートシステムとワイ 
ヤレスリモコンび使用できなくなりまず。このような場合、次の手順 
でドアを開けたり、エンジンを始動したりすることびできます。 


I ドアの施錠-解錠 



メカニカルキー UP . 20) を使つ 
て、次の操作びでさます。 

n 全ドア施錠 


且全ドア解錠 


モードの切りかえ-エンジン始動の方法 

固歷でシフトレバーび P の状態でブレーキペダルを踏む 



電子キーのトヨタエンブレム面で 
" エンジンスタートストップ"ス 
イッチに而れる 

ブヴーび鳴ります。 

この操作中にいずれかのドアび開閉 
されると、ス7— トエント IJ 一&ス 
ター トシステムび"エンジン スター 
トストップ"スイッチにふれた電子 
キーを正し<検知でさず、警告音び鳴 
ります。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


固圆[互モードの切りかス： 

ブヴーび鳴ってから5秒じ(内に、ブレーキペダルから足をは 
なして"エンジンスタートストップ"スイッチを押します。 
スイッチを押すごとにモードび切りかわります。 (^ P . 11 8) 
エンジン始動： 

ブヴーび鳴ってから日秒じ(内に、ブレーキペダルをしっかり 
踏み込んで"エンジンスタートストップ"スイッチを押し 
よ9 〇 

処置をしても作動しないとさは、トヨタ販売店に連絡してください。 


□知識 

■エンジン停止のしかた 

通常のエンジン停止のしかたと同様に、シフトレバーを P にして"エンジンス 
タートストップ"スイッチを押します。 

■電池交換について 

ここで説明しているエンジンの始動ち法は一時的な処置です。電池び切れたと 
さは、ただちに電池の交換をおすすめします。 （^ P . 269) 


トラブルび起さたら 
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己- 2. 緊急時の対処法 

パッテリーがあがつたとをは 


バッテリーびあびった場合、次の手順でエンジンを始動することびで 
さまず。 

ブースターケーブルと ]2 V のバッテ U —付さ救援車びあれば、次の 
手順に従って、エンジンを始動させることびでさます。 



2 ZR - FAE エンジン搭載車はエン 
ジンの上部のカノ く一をはずす 

□ 運転席側後方のクリップをは 
ずす 

且助手席側後方のクリップをは 
ずす 

B 前方のクリップをはずす 


固画互バッテリーの+端子のカバーをはずし、ブースターケーブル 
を次の順につなぐ 

D ホ色のブースターケーブルを自車のバッテ U —の+端テにつなぐ 
曰赤色のブースターケーブルのわう一方の端を救援車のバッテ 
リーの+端子につなぐ 

且黒色のブースターケーブルを救援車のバッテ U —の一端子につ 
なぐ 

Q 黒色のブースターケーブルのわう一方の端をバッテリーから離 
れた、未塗装の金属部（下図、 ^ P . 309の図に示すような固定 
された部分）につなぐ 
► INZ - FE エンジン搭載車 
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己- 2. 緊急時の対処法 


► 2 ZR - FAE エンジン搭載車 



固画回救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約日分間 
自車のバッテ U — を充電する 


固画互"エンジンスタートストップ"スイッチび日 FF の状態で 
いずれかのドアを開閉する（スマートエントリー&スタート 
システム装着車） 


I ち 3M 5 I 

►スマートエントリー&スタートシステム非装着車 

救援車のエンジン回転を維持したまま、エンジンスイッチをいつ 
たん " ON " にしてから自車のエンジンをかける 

► スマートエントリ ー&スタートシステム装着車 

救援車のエンジン回転を維持したまま、"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチをいったんイグニッシヨン日 N モードにしてから自車 
のエンジンをかける 


I 居 161 自車のエンジンび始動したら、ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずす 

エンジンびかかっても、早めにトヨタ販売店で点検を受けてください。 




























5-2. 緊急時の対処法 


□知識 

■パ’ッテリーあびり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでさません。 

■バッテリーあびりを防ぐために 

•エンジンびかかっていないとさは、ライトやオーディオの電源を切ってくだ 
さい。 

•渋滞などで長時間止まっているとさは、不必要な電装品の電源を切ってくだ 
さい。 

■バッテリーびあびったときは 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。バッテ U —びあびった 
とさはトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■バッテリーの 引乂または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引乂して爆発するおそれびあり危険です 
ので、乂や乂巧び発生しないよ5、次のことをお守り <ださい。 

•ブースター ケーブルは正しい端テまたは接続箇所外に接触させない 

参ブ ースターケーブルは+側と一側の端テを絶対に接触させない 

•バッ テ U —付近では、喫煙したりマッチやライターなどで乂を起こさない 

■バッテリーの 取り扱いについて 

バッテ U —内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛の混合物を含んでいるので、取り扱いに関し、次のことを必 
ずお守りください。 

•バッ テ U - を取り扱うときは保護メガネを着用し、液（酸）び皮膚 • 衣服 • 車体 
に付着しないようにする 

•必要 上に、顔や頭などをバッテ U —に近付けない 

•誤って バッテ U —液び体に付着したり目に入ったりした場合、ただちに大量の 
水で洗い、すぐに医師の診察を受ける 

また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや布を患部にあてて 
お< 

•バッ テ U —の支せ-ター S ナル-その他の関連部品の取り扱い後は手を洗う 
• おテさまをバッテ U —に近付けない 


A \ 江'言、 

■ ブースターケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすときは、冷却ファンやベルトに 
巻さ込まれないよ5に十分を意してください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

才ーパーヒートしたとをは 


オーバーヒートしたときは： 


固画て!車を安全な場所に止め、エアコンを止める 
固画互エンジンルームから蒸気び出ているか確認する 
蒸気び出ている場合： 

エンジンを停止する。蒸気び出なくなったら注意してボン 
ネットを開け、エンジンを再始動する 
蒸気び出ていない場合： 

エンジンをかけたまま注意してボンネットを開ける 
固画互ラジエーター冷却用のフアンび作動しているか確認する 
フアンび作動している場合： 

水温計の針び下びってさてからエンジンを停止する 
フアンび作動していない場合： 

すぐにエンジンを停止して、トヨタ販売店に連絡する 



エンジンび十分に冷えてから、 
冷却水の 量 やラジエーター コア 
部（放熱部）の冷却水漏れを点 
検する 



冷却水び不足している場合は、 
冷却水を補給する 

冷却水び無い場合は、応急措置と 
して水を補給してください。 

(別冊メンテナンスノー ト参照） 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


□知識 

■オーバーヒートとは 

次の状態びオーバーヒートです。 

• メーター内の水温計の針びレツドゾーンに入ったり、エンジン出力び低下す 
る 

•エンジンルームから 蒸気び出る 


A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけびを防ぐために 

•エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。エンジンルーム内び高温になっているため、やけどな 
どの重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

•エンジンび かかっているときは、手や着あをフアンやベルトからはなしてくだ 
さい。 

•エンジン および ラジエーターび 熱いうちは ラジエーター キャップを開けない 
で < ださい。 

高温の蒸気や冷却水び圧力によって噴さ出し、やけどなどの重大な傷害を受け 
るおそれびあり危険です。 


A 江'言、 

■ 冷却水を入れるときのま意 

エンジンび十分に冷えてから入れてください。 

冷却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に冷たい冷却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れびあります。 


トラブルび起さたら 









5-2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤび空輯したり埋まり込んで動けな 
くなったときは次の方法で脱出してください。 

► 2 WD 車（前輪駆動） 

固画でパーキングブレーキをかけシフトレバーを P にして、エン 
ジンを停止する 

固画回タイヤ前後の±や雪を取り除く 
固画回タイヤの下に木や石などをあてびう 
固画でエンジンを再始動する 

固歷互シフトレバーを D または R に確実に入れ、注意しなびら 
アクセルペダルを踏む 

► 4 WD 車 （4 輪駆動） 

m でパーキングブレーキをかけシフトレバーを P にして、エン 
ジンを停止する 

I 巧麵 I 2 I タイヤ前後の±や雪を取り除く 
固画回タイヤの下に木や石などをあてがう 

iM 互エンジンを再始動し、 4 WD オートモードになっていること 
を確認する UP . 151) 

固画回シフトレバーを D または R に確実に入れ、ま意しなびら 
アクセルペダルを踏む 
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己- 2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■脱出 するときは 

前進と後退をくり返してスタックから脱出する場合、他の車-ものまたは人と 
の衝突を避けるため周囲に何わないことを確認してください。 

スタックから脱出するとき、車び前方または後方に飛び出すおそれびあります 
ので、特に注意してください。 

■シフ トレバーを操作するときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないように気を付けてください。 

車び急発進し、思わめ事故につながるおそれびあり危険です。 


A 江'言、 

■ トランスミッションやその他の部品への損傷を避けるために 

•タイヤび 空転するのを避け、必要！;(上にアクセルペダルを踏まないでくださ 
い。 

♦前 頁の方法で脱出でさなかった場合、けん引による救援び必要です。 


トラブルび起さたら 


5 







5-2. 緊急時の対処法 
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車両仕様 6 


6-1. 仕様一覧 

メンテナンス データ 
(指定燃料•オイル量など）.. 

6-2. カスタマイズ機能 

ユーヴーカスタマイズ 
機能一覧 . 


. 318 


32已 
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6-1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ （ 指定燃料-オイル量など） 


使用するオイルの品質により、お車の寿命は善しく左ちされまず。 
トヨタ車には最も適したトヨタ純正オイル • 液類のご使用をおずずめ 
しまず。トヨタ純正油脂似外を使用される場合は、それぞれの油脂に 
相当する品質のものをご使用ください。 


[m 


指定燃料 

容量 [ L ] 惨考値） 

無鉛レギュラーガソ U ン 

50 


I エンジンオイル 


銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 惨考値） 

オイルのみ 
交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

トヨタ純正モーターオイル SM 日 W -2 日※ 
一 API SM ， EC/ILSAC GF -4, 

SAE 0 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SM 5 W -30 
一 API SM ， EC/ILSAC GF -4, 

SAE 5 W -30 

トヨタ純正モーターオイル SM 1 OW -30 
一 API SM , EC/ILSAC GF -4, 

SAE 1 OW -30 

トヨタ純正モーターオイル SL 5 W -20 
—API SL EC SAE 5 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SL 1 OW -30 
— A 円 S し EC SAE 1 OW -30 

1 NZ-FE 

3.4 

3.7 

2 ZR-FAE 

3.9 

4.2 


X ’日 W -2 日は新車時に充填されている、最ち省燃費性に優れるオイルです。 
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■指定エンジンオイル 

A 円規格 SM / EC 、 SL / EC か、 ILSAC 規格合格油をおすすめします。 
なお、 ILSAC 規格合格油の吿には ILSAC CERTIFICATION (イルヴッ 
クサーテイフイケーシヨン）マークびついています。 



n API マーク 

且 ILSAC CERTIFICATIONS -^ 


■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づさ、外気温に適した粘度のわのをご使用ください。 



^ 0 W -20 は新車時に充填されている、最も省燃費性に優れるオイルです。 

オイル粘度について： 

• オイル粘度表示の 0 W は、低温時のエンジン始動特性を示しています。 
W の前の数値び小さいほど冬場や寒冷時のエンジン始動び容易にな 
ります。 


♦ 0 W -20 の20は、オイル粘度の硬さを示しています。 

粘度の高いオイルは、高速または重負荷走行に適しています。 






















6-1. 仕様一覧 


t フン 1ーター 


銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 

惨考値） 

トヨタ純正スーパー□ングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度30% -12 °C 

濃度己0% - 3己て： 

1 NZ-FE 

5.5 

2 ZR-FAE 

5.8 


じ一 トマチックトランス5ツシヨン 


銘柄 

エンジン 

駆動ち式 

容量 [ L ] 
(参考値^) 


1 NZ-FE 

2 WD (前輪駆動） 

8.09 

トヨタ純正 CVT フルード TC 

2 ZR-FAE 

2 WD (前輪駆動） 

8.1 1 


4 WD (4 輪駆動） 

7.98 


^交換び必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。 


I トランスファー （4 WD 車) 


銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] 惨考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL - 己 SAE 85 W -90) 

日.4己 


|リヤデイファレンシャル （4 WD 車) 


銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] 惨考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL - 日 SAE 85 W -90) 

日.己 
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6-1. 仕様一覧 


I ブレーキ 


■ ブレー夺ペタル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

1〜6 

踏み込んだとさの床板とのすさ間‘^ 

71 


^ J エンジン回転時に294 N (30 k 呂 f ) の踏力をかけたときの床板とのすき間の最小値 

■ ブレー夺フルード 


銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード 2500 H 


■パー 夺ング ブレー 夺 


項目 

基準値（回数） 

引さしろ 

操作力20日 N (2 日 kgf ) のときのノッチ《2数 

目〜9 


^2 ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（"カチッ"といラ音）のこと 
です。 
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6-1. 仕様一覧 


|v u ブドベルト 


エンジン 

基準値 [ mm ] 

1 NZ-FE 

11〜]3 

2 ZR-FAE 

7.6-10 


項目 


たわみ量 



押力98 N (10 kgf ) (冷間時） 


•ウオツンヤ— 


容量 [ L ] (参考値) 
2.5 


[タイヤ 


タイヤサイズ 

タイヤび冷えている 
とさの空気圧 
kPa ( kg / cm ^) 

標準タイヤ 

]9己/6己 R ] 己 9 ]S 

2 ZR - FAE エンジン 
搭載の 2 WD 車 

240 (2.4) 

上記!;1外 

220 (2.2) 

20己/己己 R ] 6 9] V 

220 (2.2) 

応急用 
タイヤ 

T 125/70 D 17 98 M 

420 (4.2) 
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6-1. 仕様一覧 


[電球（バルブ) 



電球 

W (ワット）数 


へツドランプ 



八イビーム（バルブタイプ： HB 3) 

□ー ビーム 

60 


八□ゲンへツドランプ装着車： 

(バルブタイプ： H 目 4) 

己] 


ディスチャージへツドランプ装着車： 

(バルブタイプ： D 4 S ) 

3己 


車幅灯 

己 

車外 

フ□ントフォグランプ* (ノリレブタイプ： H ]]) 

己己 


フ□ント方向指示兼非常点滅好 

21 


サイド方向指示兼非常点滅打 

LED 《 


U ヤ方向指示兼非常点滅打 

21 


制動打/尾打 

21/5 


後退打 

16 


八イ7ウントストツプライト 

LED 《 


番号打 

己 


パーソナルランプ* 

8 

車内 

ルームランプ 

8 


ラゲージルームランプ* 

己 


《 LED は丄 i 卽 t Emitting Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電子素子です。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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6-1. 仕様一覧 


[車両仕様 


型式 

エンジン 

駆動ち式 

NZE151N 

1 NZ-FE (1. 日 1_ ガソ 11 ン） 

2WD (前輪駆動） 

ZRE152N 

2ZR-FAE (1.8L ガソ U ン） 

ZRE154N 

4WD (4 輪駆動） 
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6-2 .カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一覽 


お車には、設定を変更することび可能な数多くの装備び付いていまず。 
トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更ずることびできまず。 

機能によっては、他の機能と連動して設定びかわるちのちあります。詳しくは 
トヨタ販売店へお問い合わせください。 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

スマートエント 

U — &スタート 
システム* 

(^P. 22) 

スマートエント U —& 

スタートシステム 

あ 0 

なし 

作動の合図（非常点滅打） 

あり 

なし 

作動の合図（ブヴー） 

あり 

なし 

半ドア警告ブヴー 

あり 

なし 

ワイヤレスドア 

□ック 
(^P. 32) 

ワイヤレス機能 

あ 0 

なし 

解錠後、ドアを開けなかったと 
さの自動施錠までの時間 

3 日 秒 

6 日 秒 

] 2 日 秒 

作動の合図（非常点滅な） 

あ 0 

なし 

作動の合図（ブヴー） 

(スマートエント U — & 

スタートシステム装着車のみ） 

あ 0 

なし 

ライト自動点打- 
消打システム* 
(^P. 1 39) 

ライトセンサーの感度調整 

レベル 3 

レベル]〜己 

ライトを点打するまでの時間 

標準 

長め 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



325 


















6-2. カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

イルミネーション 
(^ P . 219) 

消打までの時間 

] 己秒 

7.日秒 

3日秒 

解錠時の作動 

あり 

なし 

"エンジンスタートストップ" 
スイッチまたはエンジンス 
イッチ日 FF 後の作動 

あり 

なし 

エコドライブ 
インジケーター 

ランプ 
(^ P . 1日日） 

表示打の点打 

あり 

なし 
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さ < いん 


略語一覧 . 328 

五十音順さくいん . 329 

症状別さくいん . 339 
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アルファべット略語 

カタカナ表記 

ABS 

アンチ□ックブレーキシステム 

ACC 

アクセヴ U — 

ECO 

エコノ S —/エコ□ジー 

ECU 

エレクト U ックコント□ールユニット 

EDR 

イベントデータレコーダー 

EPS 

エレクト U ックパワーステア U ング 

ETC 

エレクト□ニックトールコレクション 

LED 

ライトエミッティングダイオード 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 

TRC 

トラクションコント□ール 

VSC 

ビークルスタビ U ティコント□ール 
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五十音順さ < いん 

五十音順さ<いん 


^^1ァ-ムレスト 

IJ ヤセンターアームレスト .... 232 


アウター三ラー . 曰8 

アクセサリーソケット . 231 

アンチ□ックブレーキ 

システム （ A 巳 S ). 1曰2 

アンテナ . 216 

田 ETC 力-ド 

カードについて . 160 

挿入のしかた . 161 

取0出しち . 163 

ETC システム 

ETC 力ード' . 160 

ETC システムについて . 155 

ETC ュニッ h . 158 

統ーエラーコードー覽 . 169 

利用履歴の確認 . 167 

ETC ュニット 

音量調整 . 168 

各部の名称 .] 已8 

装着位置 . 158 

統ーエラーコードの確認 ........ 168 

ランプ表示と通知音 . 164 

イグニッシヨンスイッチ...114,117 
イベントデータレコータ'— 

( EDR ). 286 

イルミネーシヨン 

作動について . 219 

点灯する部位 . 217 

ユーヴーカスタマイズ機能.…326 

イルミネーテッド 

エント U —システム . 219 

インジケーター . 132 

インナー三ラー . 曰7 


Q ウィンカ-访向指示口) 


W 数 . 

. 323 

電球の交換 . 

..2已6, 2已7 

方向指示レバー . 

. 126 

ウインドウ 

ウオツシヤー . 

..]4己，148 

パワーウインドウ……. 

. 62 

IJ ヤウインドウ 

デフォッガー . 

. 192 

ウインドウ□ックスイッチ . 62 

ウォーニングライト（警告な）.…288 

ウォツシャー 

液の補給 . 

. 272 

スイッチ . 

..]4己，]48 

タンク容量 . 

. 322 

をの前の準備-点検... 

. 17已 

運転 

環境に配慮した運転... 

. 10已 

寒冷時の運転 . 

. ]7已 

正しい姿勢 . 

. 74 

手順 . 

. 104 

運転席シートベルト 

非着用警告な . 

. 290 

運転席トレイ . 

. 22曰 
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五十音順さ < いん 


エアコン 



エンジン 


オートエアコン . 

]8已 


イグニッシヨン 


フィルターの交換 . 

273 


スイッチ . 

.1 14,117 

マ—ユアルエアコン . 

180 


エンジン回転計 


エアバッグ 



(タコメーター) . 

. 129 

一般的な警告 . 

...81 


エンジンびかからない, 

. 302 

SRS エアバッグ . 

...76 


エンジン警告灯 . 

. 289 

おテさまのためのを意 . 

...81 


エンジンスイッチ ....... 

.1 14,117 

カーテンシールドエアバッグに 


オーバーヒート . 

. 312 

関する警告 . 

...81 


かけち . 

.114, 117 

カーテンシールドエアバッグの 


ボンネット . 

. 247 

作動条件 . 

...78 


エンジンイモビライザー 


改造•分解 . 

...84 


システム . 

. 73 

警告灯 . 

289 


エンジンオイル 


サイドエアバッグに 



をの前の準備-点検 ..... 

. 17已 

関する警告 . 

...81 


容量 . 

. 318 

サイドエアバッグの 



エンジンスイッチ 


作動条件 . 

...78 


操作ち法 . 

.114,117 

正しい姿勢 . 

...74 

囚 



配胃 . 

...76 

オイル 


フ□ント SRS エアバッグの 


油脂類の容量と銘柄 ..... 

. 318 

作動条件 . 

...77 


応急用タイヤ 


AUX 端子 . 

214 


空気圧 . 

. 322 

エコドライブ 



耳又0出しち . 

. 293 

インジケーターランプ . 

105 


オーディオ 


エレクトリックパワー 



アンテナ . 

. 216 

ステアリング . 

152 


AUX 端テ . 

. 214 

エレクト□ニックトール 



MP3/WMA ディスク . 20己 

コレクションシステム 



オーディオ . 

. 19已 

ETC 力ード . 

160 


CD プレーヤー . 

. 199 

ETC システムについて . 

155 


調整 . 

. 212 

ETC ュ—ッ h. 

]已8 


ラジオ . 

. 197 

統ーエラーコードー覧 . 

169 


オートエアコン . 

. 18 曰 

利用履歴の確認 . 

167 
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五十音順さ < いん 


オートマチックトランスミッション 

オートマチックトランス 


三ッソヨン . 

121 

シフトレバーび 


シフトでさない . 

304 

7速スポーツシーケンシャル 


シフトマチックモード . 

123 

オートレべリングシステム . 

143 

才 ー バ ー ヒ ー ト（エンジン） . 

312 

才ープナー 


給油 □. 

...69 

バックドア . 

...39 

ボンネット . 

247 

才 ー プントレイ . 

22曰 

お子さまの安全のために 


ウインドウ□ックスイッチ…. 

...62 

エアバッグに関する警告 ........ 

...81 

おテさまのシートベルト 


mm . 

…已3 

おモさまを秉せるとさの 


警告 . 38, 48 

キーの電池に関する警告 ........ 

270 

テ供専用シート . 

…8已 

シートベルトに関する警告.… 

...54 

チャイルドシートの取り付け 

...95 

チャイルドプ□テクター ........ 

...37 

発炎筒の取り扱いに 


関する警告 . 

279 

バッテ IJ 一に関する警告 ........ 

311 

パワーウインドウに 


関する警告 . 

...64 

ムーンルーフに関する警告.… 

...68 

オドメーター （積算距離計） ....... 

130 


巧 力-テンシ-ルにアバツグ . 76 


カードホルター . 228 

外気温表示 . 136 

外部入力接続端子 . 214 

カスタマイズ機能 . 32曰 

ガソリンスタンドでの情報 . 344 

カップホルター . 223 

ガレージジャッキ . 249 


曰キ- 


イ グニッション 

スイッチ . 114,117 

エンジンスイッチ ....... 114,117 

キーナンバープレート . 21 

キーの構成 . 20 

キーレスエント IJ 一 . 32 

キーを無< した . 30己 

作動範囲 . 25 

正常に働かない . 306 

電子キー . 20 

電子キーの電池び切れた ........ 306 

電池交換 . 268 

メカニカルキー . 20 

ワイヤレス IJ モコン . 32 

さしみやひつかさ音が聞こえる 
(ブレーキパットウェア 

インジケーター ) . 108 

給油 □ . 69 

緊急時の対処 

エンジンびかからない . 302 

オーバーヒートした . 312 

キーの電池び切れた . 306 

キーを無< した . 30己 

緊急用フック . 281 

警告灯びついた . 288 

けん弓 I . 280 

故障したとさは . 276 
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五十音順さ < いん 


シフトレバーび 

シフトでさない . 304 

スタックした . 314 

電子キーび正常に働かない.…306 

発炎筒 . 278 

バッテ U —びあびった . 308 

パンクした . 292 

B 空気圧（タイヤ） . 322 

空調（エアコン） 

オートエアコン . 185 

フィルターの交換 . 273 

マニュアルエアコン . 180 

区間距離計（トリップメーター)…130 
曇り取り 

フリントガラス . 182,188 

ミラーヒーター . 192 

IJ ャウインドウ 

デフォッガー . 192 

グ□ーブボックス . 221 

0計器（メ-夕-) 

D に P ボタン . 13已 

メーター . 129 

警音器（ホーン） . 128 

警告灯 

ABS . 289 

A 巳 S &ブレーキアシスト ...... 289 

SRS ェァバッグ . 289 

エンジン . 289 

エンジンオイル圧力 . 288 

シートベルト非着用 . 290 

充電 . 288 

スマートエント U — &. 

スタートシステム . 291 

ディスチャージへッドランプ 
才 一 h レべ IJ ング . 289 


燃料残量 . 290 

パワーステア IJ ング . 289 

半ド'ア . 290 

VSC . 289 

プ IJ テンシヨナー . 289 

ブレーキ . 288 

油圧 . 288 

4 WD . 289 

警告ブザー 

シートベルト非着用 . 290 

シフトダウン制限 . 124 

スマートエント U —& 

スタートシステム . 29, 291 

パーキングブレーキ 

未解除走行時 . 288 

パワーステア IJ ング . 289 

半ドア . 26 

ブレーキ . 288 

ムーンルーフ閉め忘れ . 66 

ライト消し忘れ . 143 

U バース . 124 

化粧用（バニティ）ミラー . 230 

けん弓1 . 280 

ち交換 

キーの電池 . 268 

タイヤ . 294 

電球 . 2己] 

ヒューズ . 261 

工具（ッール) . 292 

航続可能距離 . 136 

後退灯（バックアップライト） 

W 数 . 323 

電球の交換 . 257 

コンソール小物入れ . 22日，226 

コンソールボックス . 221 
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五十音順さ < いん 


コンライト（自動点灯- 
消灯装置) . 

巧 サイにアバッグ . 

サイド方向指示兼非常点滅灯 

W 数 . 

レバー . 

ヴンシ王ード . 

サンバイザー . 

0 シ-卜 

正しい姿勢 . 

チャイルドシートの固定… 

手入れ . 

フラットシート . 

フ□ントシートの調整.…… 
フ□ントシートの調整に 

関する警告 . 

へッドレス h . 

U ヤシートの調整 . 

U ヤシートの調整に関する 

警告 . 

シート下収納 . 

シー トベルト 

おテさまの着用 . 

緊急時シートベルト 

固定機構 . 

シートベルト非着用 

警告灯 . 

シートベルト 

プ IJ テンシヨナー . 

清掃-手入れ . 

正しい着用 . 

チャイルドシートの固定. 

調整 . 

妊娠中のちの着用 . 


室内灯 

W 数 . 323 

パーソナルランプ . 218 

ルームランプ . 218 

シフトパドルスイッチ . 124 

シフトレバー 

オートマチックトランス 

ミッション . 121 

シフトレバーび 

シフトでさない . 304 

シフト□ックシステム . 304 

車速 

スピードメーター . 129 

平均車速 . 136 

ジャッキ 

ガレージジャッキ . 249 

車載ジャッキ . 293 

ジャッキ八ンドル . 292 

車幅な 

W 数 . 323 

電球の交換 . 2己已 

ライ h スイッチ . 139 

車両型式 . 324 

車両仕様（スペック） . 324 

収納装備 . 220 

瞬間燃費 . 136 

助手席アッパートレイ . 22曰 

助手席シートベルト 
非着用警告な . 290 



gw 


3 6 6 9 
2 2 6 2 
3 1 "2 


4已144 已96 87 3 2 〇 221 已13 
79444 444 44 已 已 9 己4已9己己 
2 "" --- "" - - 2 - 2 
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五十音順さ < いん 


S 水温計 . 129 

スイッチ 

イグニッション . 114,117 

ウインドウ□ック . 62 

エンジン . 114 

" エンジンスタート 

ストップ" . 117 

シフトパドル . 124 

ドア□ック . 3己 

八ヴード'ライ h . 277 

パワーウインドウ . 62 

非常点滅灯 . 277 

フ□ントフォグランプ . 144 

フ□ントワイパー 

デアイサー . 194 

4 WD オートモード . 151 

ラィト . 139 

IJ ャゥィンドゥ 

デフォッガー . 192 

ヮィパー& 

ウォッシャー . ]4己，148 

スターター 

エンジンの始動 . 114,117 

スターターびまわらない ........ 302 

スタック 

スタックした . 314 

ステアリングホイール（八ンドル） 
ステア U ング□ックを 

解除する . 11己，118 

調整 . 56 

スピードメーター . 129 

スペアタイヤ 

空気圧 . 322 

収納場所 . 292 

スペック . 324 


スポーツシーケンシャル 
シフトモード 

7 速 スポーツシーケンシャル 


シフトマチックモード . 123 

スマートエント U — & 

スタートシステム 

エンジンの始動 . 117 

カスタマイズ機能 . 32己 

作動範囲 . 25 

正常に働かない . 306 

節電機能 . 27 

ドアの解錠-施錠 . 23 

目ミ青掃 

外装 . 238 

シ ー h ベルト . 242 

内装 . 241 

制動灯（ストップライト） 

W 数 . 323 

電球の交換 . 257 

積算距離計（オドメーター） ........ 130 

節電機能 . 27 

洗車 . 238 

前照灯（へッドランプ） 

W 数 . 323 

手動光軸調整ダイヤル . 141 

スイッチ . 139 

ディスチャージへッドランプに 

関する警告 . 260 

電球の交換 . 2已2, 2已3 

0 走行時間 . 136 

速度計（スピードメーター） ........ 129 
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五十音順さ < いん 


因 


ち 



ターンシグナルライト（方向指示灯） 


デッキアンダートレイ . 

.23 曰 

W 掷 . 

… 


デッキサイドボックス . 

234 

電球の交換 . 256, 2已7 


デッキフック . 

.23 曰 

方向指示レバー . 

.... 126 


デッキボード . 

.234 

タイヤ 



デフ ォッガー 


応急用タイヤ . 

....292 


フロントガラス . 182, 

188 

空気圧 . 

....322 


IJ ャウインドウ 


交換 . 

....294 


デフォッガー . 

.192 

チェーン . 

… . 17已 


電球 （バルブ） 


点検 . 

....244 


W 数 . 

.323 

パンクした . 

....292 


交換 . 

.2 己] 

を用タイヤ . 

.... 175 


電子 キー 


□ーテーシヨン . 

....244 


作動範囲 . 

… .2 已 

タコメーター 



正常に働かないとさ . 

.306 

(エンジン回転計） . 

.... 129 


節電機能 . 

… .27 




電池び切れた . 269, 306 

チェーン（タイヤチェーン）… 

チャイルドシート 

....175 

B 

ドァ 


に日円 X バーでの固定 . 

…….97 

ドアガラス . 

… .62 

シートベルトでの固定 ........ 

…….96 


ドアミラー . 

....58 

チャイルドプ□テクター . 

.…… 37 


ドア□ック . 

… .3 已 

駐車 ブレーキ 



ドアガラス . 

....62 

(パーキングブレーキ） . 

.... 127 


ドアポヶット . 

.224 




ドア三ラー . 

....己 8 

ツール （工具) . 

… .292 


盗難防止システム 





エンジンイモビライヴー 


手入れ 



システム . 

… .73 

外装 . 

....238 


時計 . 

.13 曰 

シートべ J レト . 

....242 


トップテザーアンカー . 

… .9 曰 

内装 . 

....241 


ドライブモーター . 

.13 曰 

テールライト （尾灯） 



トラクシヨンコント□ール . 

.152 

W 数 . 

....323 


トリップメーター 


スイッチ . 

.... 139 


(区間距離計） . 

.130 

電球の交換 . 

....257 
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五十音順さ < いん 


日欄 

積むとさのを意 . 172 

ラゲージルーム内装備 . 234 

ち 燃費 

瞬間燃費 . 136 

平均燃費 . 136 

燃料 

ガソ IJ ンスタンドでの情報…. 344 

給油 . 69 

種類 . 318 

燃料計 . 129 

容量 . 318 

巧 パ-キングブレ-キ 

(駐車ブレーキ） . 127 

パーソナルランプ 

W 数 . 323 

スイッチ . 218 

八イ7ウントストップライト 

W 数 . 323 

八ザードライト 

W 数 . 323 

スィッチ . 277 

電球の交換 . 256, 2已7 

挟み込み防止機能 

運転席ドアガラス . 64 

ムーンルーフ . 68 

発炎筒 . 278 

バックアップライト（後退な） 

W 数 . 323 

電球の交換 . 2已7 

バックドア . 39 


バッテリー 

バッテ U —びあびった . 308 

をの前の準備点検 . 175 

バニティ（化粧用）ミラー . 230 

バルブ（電球） 

W 数 . 323 

交換 . 251 

パヮーウィンドウ . 62 

パンク 

パンクした . 292 

番号灯（ライセンスプレートライト） 

W 数 . 323 

電球の交換 . 2已8 

八ンドル（ステアリングホイール） 
ステア IJ ング□ック ..... 115,118 
調整 . 56 

巧 ビ-クルスタビリティ 

コント□-ル (VSC). 1曰2 

ヒーター 

オートエアコン . ]8已 

マニュアルエアコン . 180 

ミラーヒーター . 192 

非常点滅灯（八ザードライト） 

W 数 . 323 

スィッチ . 277 

電球の交換 . 2已6, 2已7 

尾灯（テールライト） 

W 数 . 323 

ライ h スイッチ . 139 

電球の交換 . 2已7 

ヒューズ . 261 

表示灯 . 132 
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五十音順さ < いん 


151フォグランプ 

W 数 . 323 

スイッチ . 144 

電球の交換 . 254 

フック 

けん引フック . 280 

デッキフック . 23已 

フューエルポンプ 

シャットオフシステム . 28已 

冬用タイヤ . 17曰 

フラットシート . 44 

ブレーキ 

パーキングブレーキ . 127 

メンテナンスデータ . 321 

ブレーキアシスト . 1曰2 

ブレーキパッドウエアインジケーター 
(さしみやひつかさ音が 

聞こえる） . 108 

フ□ァマット . 233 

フ□ントシート 

調整 . 44 

フ□ントフォグランプ 

W 数 . 323 

スイッチ . 144 

電球の交換 . 254 

フ□ント方向指示兼非常点滅灯 

W 数 . 323 

電球の交換 . 2曰6 

レバー . 126 

フ□ントワイパーデアイサー ..... 194 

H 平均車速 . 136 

平均燃費 . 136 


へッドランプ 

W 数 . 323 

手動光軸調整ダイヤル . 141 

スイッチ . 139 

ディスチャージへッドランプに 

関する警告 . 260 

電球の交換 . 2已2, 253 

ライト消し忘れ防止機能 ........ 142 

ライトセンサー . 142 

へッドレスト 

調整 . 49 

Hi ホイール . 244 

ホイールナットレンチ . 292 

方向指示灯（ウインカー） 

W 数 . 323 

電球の交換 . 2已6, 257 

レバー . 126 

ポータブルオーディオ 

プレイヤー . 214 

ホーン（警音器） . 128 

補助確認装置 . 60 

ボトルホルター . 224 

ボンネット . 247 


目マニュアルェァコ 

因ミラ- 


ン. 


.180 


インナーミラー . 已7 

ドアミラー . 已8 

バニテイミラー . 230 


補助確認装置 . 60 

ミラー ヒーター . 192 



囚 ムーンルーフ 


65 
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五十音順さ < いん 


回 


回 



メーター（計器） 


B 

リヤウインドウデフォツガー, 

…… 192 

D に P ボタン . 

... 135 

U ヤシート 


ドライブ モーター . 

... 135 


シート下収納 . 

. 47 

表示切りかえボタン . 

...131 


mm . 

. 46 

メーター . 

... 129 


前倒し . 

. 46 

メンテナンス 



U ヤセンターアームレスト 

…… 232 

メンテナンス データ . 

...318 


リヤ方向指示兼非常点滅な 





W 数 . 

…… 323 

ユーザーカスタマイズ機能 ...... 

… 32 已 


電球の交換 . 

…… 2已7 

ユーテイリテイスペース . 

… 227 


レバー . 

…… 126 

油脂類 . 

… 318 

因 

ルーフヴイドネットポケット 

…… 228 

4WD オートモードスイッチ.. 

...151 

ルームミラー . 

. 曰 7 




ルームランプ . 

…… 218 

ライセンスプレートライト（番号灯） 

田 



W 数 . 

… 323 

冷却水 


電球の交換 . 

...258 

をの前の準備-点検 . 

…… 175 

ライト 



mm . 

…… 320 

W 数 . 

… 323 


冷却装置 


電球の交換 . 

… 2 己] 


エンジンオーバーヒート.. 

…… 312 

パーソナルランプ . 

...218 

日 



八ヴードライト . 

… 277 

□ック 


非常点滅巧 . 

… 277 

ウインドウ□ツク . 

. 62 

フ□ントフォグランプ . 

... 144 


シフト□ツクシステム ...... 

…… 304 

へッドランプ . 

... 139 


チャイルドプ□テクター.. 

. 37 

方向指示灯 . 

... 126 


ドァ□ック . 

.3 己，36 

ラゲージルームランプ . 

…… 40 

因 



ルームランプ . 

...218 

ヮィパ- 


ライト消し忘れ防止機能 . 

... 142 

フ □ント . 

…… 14已 

ライトセンサー . 

... 142 


IJ ヤ . 

…… 148 

ラゲージルーム . 

… 234 


ワイパーデアイサー . 

…… 194 

ラゲージルームランプ 



ワイパーブレード . 

…… 176 

W 数 . 

… 323 


ワイヤレスリモコン 


作動について . 

…… 40 


電池交換 . 

…… 268 




U モコン . 

. 32 
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症が別さくいん 

をが別さ<いん 


タイヤびパンクした 



パンクしたとさは 


エンジンびかからない 



エンジンびかからないとさは_ 

エンジンイモビライヴーシステム 
バッテ U - びあびったときは 


シフト レバーび 動かない 



シフトレバーびシフトでさないとさ 
は 


水温計の針びホいゾーンに 
入った 


エンジンルームから 

蒸気び立ちのぼった 



オーバーヒートしたとさは 


キーを 無<した 



キーを無くしたとさは 


バッテ U —びあびった 



パッテ IJ 一びあびったとさは 


ドアび施錠でさない 



ドア 


めかるみや砂地などで \ 

動けなくなった / 

P .314 

スタックしたとさは 


警告灯び点灯-点滅した 〉 

P .288 

警告 巧びついたとさは 
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症状別さくいん 



■警告打一覧 


(の) 

ブレーキ 警告打 

P . 288 

口 

充電警告打 

P . 288 


油圧警告な 

P . 288 

〇 

エンジン警告打 

P . 289 

か 

SRS エアバッグ/プ U テン 
シヨナー警告巧 P . 289 

艇 )） 

ABS & ブレーキ アシ 
スト警告打 P . 289 

艇 )） 

ABS 警告打 

P . 289 

©! 

パワーステア U ング 
警告打 P . 289 


VSC 

VSC 警告打 

P . 289 

4 WD 

4 WD 警告好 

P . 289 


デイスチヤ-ジへツ朽ン刀- 
トレべリング警告な P . 289 

を 

半ドア警告打 

P . 290 

の 

燃料残量警告打 

P . 290 

を 

運転席シートベルト非着 
用警告な P . 290 

PASSENGER 

ぶ 

助手席シートベルト非着 
用警告な P . 290 


ス 7 —トエント IJ 一 &スタート 
システム警告丹 P . 291 
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症状別さくいん 


警告音び鳴った y 

■警告打の点な-点滅をご確認ください。 UP . 288) 

■警告打び点打-点滅していないとさ、または車外で警告音び 
鳴ったとさは、次のことをご確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

イ旱車/駐車中 

ドアを開けたとさ 

P. 29 

車外に出たとさ 

スマートエント U — &スタート 
システムでのツクスイツチを押 
したとさ 

走行中 

シフトレパーを R にしたとさ 

P . 124 

ブレーキを踏んだとさ 

P . 108 
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症状別さくいん 
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症状別さくいん 
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ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 



ITIWR004 


燃料の容量（参考値 ） SOL 

燃料の種類 無鉛レギュラーガソ IJ ン P . 70, 318 

標準タイヤ： 


タイヤび；令えている 
とさの空気圧 


タイヤサイズ 

空気圧 [ kPa ( kg / cm 2 )] 

前輪 

後輪 

]95/65 R 15 

91 S 

2 ZR-FAE エ 
ンジン搭載の 
2 WD 車 

240(2.4) 

240(2.4) 

上記け外 

220(2.2) 

220(2.2) 

20 己/已已 R ] 6 9] V 

220(2.2) 

220(2.2) 


エンジンオイル容量 
惨考値） 


応急用タイヤ： 420 (4.2) kPa ( kg/cm 

オイルのみ交換時 

1 NZ - FE エンジン搭載車：3.4 L 
2 ZR - FAE エンジン搭載車：3.9 L 
オイルとフィルター交換時 
1 NZ - FE エンジン搭載車：3.7 L 
2 ZR - FAE エンジン搭載車：4.2 L 


2、 


トヨタ純正モーターオイル 
SM 0 W -20 (API SM . EC/ILSAC GF -4, SAE 0 W -20) 


エンジンオイルの 
種類 


SM 巳 W -3 日 (API SM . EC/ILSAC GF -4. SAE 巳 W -3 日） 
SM 1 日 W -3 日 (API SM , EC/ILSAC GF -4, SAE 1 日 W -3 日) 


SL 5 W -20 (API SL , EC SAE 5 W -20) 


SL 1 日 W -3 日 (API SL . EC SAE 1 日 W -3 日) 





















































お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国共通 • フリーコール 

踊 0800-700-7700 

オープン時間365曰9:日日〜18:日0 

所在地〒側-日日02 名古屋市中村区名駅四 T 目10の27 
第二豊田ビル西館7階 

「個人情報保護方針」については、 
http : / Am . toyota . co . j p にて掲載しております。 


1-3 巧 白動軍な巧会お: 

http://toyotaJp 
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